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理事 10年を振返り

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

理事 大久保光男

巻

頭

言

初秋の候 会員の皆様にはますますご健勝の

こととお慶び申し上げます。

さて 平成 15年4月より理事を拝命し、今

日に至るまでの 10年、3名の会長の下微力で
t' ^ Ji 
＇逼嘉贔贔』員 U

はありますが、技師会の運営に携わってまいり ！讚じ~:!{!」氏
ました。そこで、この間の事業を振り返ってみ ； 9 

rけtiが i
； 

たいと思います。
I ~i ! ！,; 
ヤ驀＇曇;,•, 
員£

鮫島宗俊会長のもと、最も大きな事業として ' : f t 
生涯学習システムが、 平成 15年度より スター

トし、アドバンス ド放射線技師格取得のため救 L ム.,..

講

急医療学・医療安全学・看護学・医療学の講習会が実施されました。また認定資格取得の

放射線機器管理士・放射線管理士の講習会も実施され、受講者に対し全国統一認定試験が

行われ、このため講習会の日程の調整、会場設定、講師選任等など、その当時の学術担当

の方々にはご尽力を頂き感謝申し上げます。特に学術部の中心となって活動していた（鹿

児島大学病院在職中、平成23年 10月に逝去）小林保浩君に敬意を表します。

平成 19年4月より西本孝市会長になり大きな事業として 11月に（社）鹿児島県放射

線技師会創立 60周年を迎え、県知事 ・市長（いずれも代理）・県医師会会長はじめ各医療

職団体の会長出席のもと記念式典があり、鮫島前会長が「 60年あゆみ」と題して講演さ

れ、これまで創立以来諸先輩方が苦難と苦労を重ねながら、地域医療を支えてこられた

6 0年とい う長い歴史の重みを感じました。

また、平成 21年6月に第 25回放射線技師総合学術大会、第 12回東アジア学術交流

大会がかごしま県民交流センターで、大会テーマを「国民に見える職業へ」と題して開催

されました。組織委員および実行委員をはじめとする会員の尽力により成功裡に終わりま

した。

平成21年7月より池田睦会長に引き継がれて今日に至っていますが、なんと言っても

大きな課題として社団法人から公益法人への移行がありました。公益法人に移行するには、

県技師会の定款の改正が大きな壁でした。定款の変更は、総会で総正会員の4分3以上の

同意が必要で、委任状は認めないと非常に厳しい定款になっていました。

そこで、皆様も記憶に新しいことと思いますが、 4分の 3の出席を頂くためWEB会議

により臨時総会を開催することになった次第です。WEB会議を行うに際し、支部ごとに

WEB会議の行なえる施設、出席者の人数の把握、各会場へ理事の配置など入念に準備を

整え総会を行った結果、会員皆様の協力により総会が成立し定款が改正され、平成25年4

月から公益法人としてスタートできました。いずれの会長のもと、それぞれ大きな事業が

行われてきたわけでありますが、会員皆様方の協力がなければ事業は決して成し遂げるこ

とはできませんでした。今後とも技師会の運営にご協力 くださいますようにお願い致しま

す。

-1-
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．
 

会員各位

平成 26年 9月吉日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長池田 睦

大隅地域理事 島児末治

平成26年度公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

秋季学術大会プログラム（予告案内）

日時 平成26年 11月 8日（土） 14:00,..__., 17:30 

会場 垂水市立医療センター垂水中央病院

I．開会の挨拶 (14:00,......,14:10) 鹿児島県診療放射線技師会 会長 池田睦

II．一般演題 (14:10,......, 15:10) 5,..___,6題予定

III．シンポジウム（ 15:20,......,17:20 ) 

～手術支援画像について ～ 

① 基調講演 「手術支援に必要な画像とは（仮）」 30分

愛誠会昭南病院院長朝戸幹雄先生

② 診断・治療支援画像作成のポイント（仮） 30分

株式会社AZE

③ 施設報告（各 20分） 約 40分

①今給黎総合病院

※デスカッション (20分程度）

② 鹿児島大学附属病院

w．地域理事挨拶

【連絡先】

垂水市立医療センター 垂水中央病院 Tel0994-32-5211 市園・坂本
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会員各位

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

平成 26年 9月吉日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長 池田 睦

大隅地域理事島児末治

平成26年度 公益社団法人鹿児島県診療放射線技師秋季学術大会のご案内

及び一般演題募集のお知らせ

拝啓、初秋の候、皆様におかれましてはますます御健勝のこととお喜び申し上げま

す。

さて、平成 26年度鹿児島県診療放射線技師秋季学術大会を別紙の通り開催致しま

す。万障お繰り合わせの上、多数の参加をお願い申し上げます。

また、一般演題の発表も募集させていただきます。皆様の日ごろの研究の成果をぜ

ひお聞かせいただけましたら幸いです。

敬具

記

日時：平成26年 11月 8日（土） 14: 00,...__, 1 7 : 30 

会場： 垂水市立医療センター垂水中央病院

内容：別紙参照

締め切り 平成 26年 10月8日

演題登録連絡先 垂水中央病院 Tel0994-32-5211 担当 市園・坂本

※ 放射線技師会会員及び学生以外の非技師会会員の方には、会場整理費として 500

円を徴収させていただきます。ご理解とご協力のほど、お願い致します。

※ 生涯学習実績ポイン ト申請予定です。

以上
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お知らせ 鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

．
 

医政 発 0 6 2 5第 6号

平成 2 6年 6月 2 5 日

各都道府県知事殿

厚生労働省医政局長

（公 印 省略）

診療放射線技師法等の一部改正の施行について

本日公布された「地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係

法律の整備等に関する法律」（平成 26年法律第 83号）及び「地域における医療及

び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律の施行に伴う

厚生労働省関係省令の整備等に関する省令」（平成 26年厚生労働省令第 71号）に

より、診療放射線技師法（昭和 26年法律第 22 6号）及び診療放射線技師法施行規

則（昭和 26年厚生省令第 33号）が改正 され、その一部が同日付けで施行されたと

ころである。

今般の改正の内容は下記のとおりであるので、御了知の上、貴管内の市町村（特別

区を含む。）、関係機関、関係団体等に周知方願いたい。

記

1 改正の内容

診療放射線技師が、病院又は診療所以外の場所で、多数の者の健康診断を一時に

行 う場合において、胸部エ ックス線検査（コンピュータ断層撮影装置を用いた検査

を除く。）のために 100万電子ボルト未満のエネルギーを有するエックス線を照射

する場合には、医師又は歯科医師の立会いがなくても実施できるものとしたこと。

これに基づき、診療放射線技師に対し、医師又は歯科医師の立会いなしにエック

ス線の照射を行わせる場合には、医療安全上の配慮が極めて重要であることから、

以下のような取組を実施し、安全の確保を十分に図るものとすること。

① 事前に責任医師の明確な指示を得ること

② 緊急時や必要時に医師に確認できる連絡体制の整備

③ 必要な機器・設備、撮影時や緊急時のマニュアルの整備

④ 機器の日常点検等の管理体制、従事者の教育・研修体制の整備

2 施行期日

平成 26年 6月25日
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各都道府県知事殿

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

医政発 0 6 2 5第 8号

平成 2 6年 6月 2 5 日

厚生労働省医政局長

（公 印 省略）

診療放射線技師法施行令の一部を改正する政令の施行について

「診療放射線技師法施行令の一部を改正する政令」（平成 26年政令第 22 6号）

が本日付けで公布・施行されたところである。

この政令の内容は下記のとおりであるので、御了知の上、貴管内の市町村（特別区

を含む。）、関係機関、関係団体等に周知方願いたい。

記

1 政令の内容

診療放射線技師法 （昭和 26年法律第 22 6号）第 24条の 2の規定により、診

療放射線技師は、医師又は歯科医師の指示の下、診療の補助として、磁気共鳴画像

診断装置その他の画像による診断を行うための装置であって政令で定めるものを用

いた検査を行うことを業とすることができるとされているが、この装置として「核

医学診断装置」を新たに加えるものとしたこと。

2 施行期日

平成 26年 6月 25日
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

診療放射線技師法の改正について

鹿児島県診療放射線技師会会長 池田 睦

平成 26年 8月 8日

皆様ももうご存知と思いますが第 186回国会の「医療・介護制度改正一括法案」が 6月 18日に

成立し、 6月 25日に交付されました。

内容としましては

診療放射線技師法第 24条の 2 「画像診断装置を用いた検査の業務」の装置として、新たに「政

令」に「核医学診断装置」が追加され、①磁気共鳴画像診断装置 ②超音波診断装置 ③眼底写

真撮影装置 ④核医学診断装置の4つとなりました。

また、同じ診療放射線技師法第 26条の「業務上の制限」の中の第 2項に病院又は診療所以外の

場所で多数の者の健康診断を一時に行う場合、エックス線検査（コンピュータ断層撮影装置を用

いた検査を除く）に医師・歯科医師の立会いは不要と規程されました。

この 2つの通達は 6月25日に厚生労働省医政局発__Q§25第6号と第8号で既に公布されており

ます。（別紙資料参照）

また第 24条第 2項関係の「診療の補助として行える行為」として以下の行為が省令で定められま

した。

1) 造影剤の血管内投与に関する業務

(i) C T検査、 MRI検査等において 医師 又は看護 師により確保された静

脈路に造影剤を接続すること及び造影剤自動注入器を用いた造影剤投

与を行うこと 。

(ii) 造影剤投与終了後の静脈路の抜針及び止血を行うこと 。

2) 下部消化管検査に関する業務

(i) 下部消化 管検査に際して、カテーテル挿入部（肛門）を確認の上、肛

門よりカテーテルを挿入するこ と。

(ii) 肛門より挿入したカテーテ ルより、造影剤及び空 気の注入を行うこと 。

3)  画像誘導放射線治療 (image-guidedradiotherapy : IGRT) に関する業務

(i) 画像誘導放射線治療に際して、カテーテル挿入部（肛門）を確認の

上、肛門よりカテーテルを挿入すること 。

(ii) 肛門より挿入したカテーテルより、空 気の吸 引を行 うこと 。

これらの行為は平成 27年4月 1日施行予定ですので、まだ直＿ちに行える行為ではないことをご

了承ください。

従いまして静脈注射の抜針・止血講習会、注腸検査講習会等は引＿き続き行っていく必要があり、

厚生労働省より教育内容の提案がなされる予定とのことです。
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

平成 26年 8月 20日

公益社団夫人 鹿児島県診療放射線技師会

会員各位

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長池田 睦

永年勤続表彰候補者のお知らせ

平成 26年度も日本診療放射線技師会より功労表彰および永年勤続表彰候補者

の案内が来ております。候補者は①功労表彰 ②永年勤続表彰 50年 ③永年勤

続表彰 30年の会員が対象となっております。この表彰の推薦は自己申告となっ

ております。

功労表彰の要件はかなり厳しいですが、永年勤続表彰 30年は会費納入 15年

以上の会員で、特に賞罰で問題なければ推薦できます。また永年勤続表彰 50年

は永年勤続表彰 30年を受章された方が対象となります。

該当されると思われる会員の方は鹿児島県診療放射線技師会として推薦いた

しますので申し出て下さい。

履歴書を記載して貰う必要がございますので早目に申し出て下さい。昨年は 7

名の方が 30年永年勤続表彰を受賞されました。平成 26年度も勤続 30年以上の

方をリストアップしてあります。詳細は地域理事又は理事及び会長の方にお尋

ねください。会員の皆様方からの申請をお待ちしております。

なお、表彰は日本診療放射線技師学術大会の開会式で記念品と共に表彰状が

贈与されますが、特に学会場まで出かけて行かなくても後日郵送されて来るよ

うです。

推薦の締め切りが平成 26年 11月 28日（金）までとなっております。早めの

ご連絡をよろしくお願い致します。

連絡先

〒890-8520 鹿児島市桜ケ丘 8丁目 35-1

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 臨床技術部

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会事務局

会長 池田睦

TEL 099-275-5664 （放射線部受付） FAX 099-275-5915 

Mail: imutsumi@m2. kufm. kagoshima-u.ac. jp 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

永年勤続表彰 30年（平成 25年度受賞者）

1. 石山重行 22363 

2. 川畑歳文 28819 

3. 吉海保 31045

4. 平賀真雄 23935 

5. 児玉康照 24832 

6. 椿岩雄 14184

7. 島児末治 29708 

永年勤続表彰 30年の対象者の方は 1984年（昭和 59年）以降に診療放射線技

師職に就かれた方です。

ご自身の技師職年数を確認され、もし 30年表彰のご希望があれば手続を致し

ますのでご連絡をください。ただし、 1度に推薦できる人数は限られますので早

く連絡を くださった方を優先とします。また、上記の永年勤続表彰 30年受賞者

の方で 50年表彰の基準を満たされている方もご連絡をお待ちしております。

よろしくご検討下さい。

以下に永年勤続 30年表彰対象者のリストを掲載致します。

ご確認くださし‘。
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

氏名（漢字） 会員番号 資格登録年月日

1 米澤照彦 35102 1969/9/12 

2 栴 岩雄 14184 1969/11/26 

3 西本 孝市 17840 1974/5/13 

4 吉永利彦 18324 1974/5/13 

5 大久保光男 16763 1974/5/27 

6 藤中正治 17618 1975/5/26 

7 久永健司 17880 1975/6/14 

8 出水田尚文 24209 1976/7/1 ， 廣瀬洋一 22558 1977/5/10 

10 藤橋弘 28815 1977/5/10 

1 1 室屋純一 20787 1977/5/23 

12 斉藤勇悦 19550 1977/6/10 

13 新村 栄次 20786 1978/5/25 

14 渡辺泉 24732 1978/6/9 

15 鮫島洋一 28816 1978/6/9 

16 川井田 政己 20701 1979/5/28 

17 穂満信行 20785 1979/5/28 

18 吉留 正刀 21271 1979/5/28 

19 児玉康照 24832 1979/5/28 

20 中村裕 21955 1979/6/9 

21 古田正成 20866 1979/6/19 

22 下吉則孝 23188 1979/6/19 

23 中原隆重 26294 1979/10/17 

24 本村登 22252 1980/5/22 

25 石山 重行 22363 1980/5/22 

26 村野和久 22364 1980/5/22 

27 宮脇明光 22221 1980/5/31 

28 太田原美郎 22359 1980/5/31 

29 伊原孝志 23186 1980/5/31 

30 橋口善治 21939 1980/10/1 

31 竹之内学 22360 1980/11/26 

32 馬場俊昭 22361 1981/5/14 

33 里隆照 22365 1981/5/14 

34 濱田耕 22796 1981/5/14 

35 飛松浩一郎 28813 1981/5/14 

36 中山龍一 29176 1981/5/14 

37 末永浩一 22607 1981/5/16 

38 重信隆彰 22797 1981/5/16 

39 松元修 25189 1981/5/26 

40 田畑一文 28604 1981/5/26 

41 茶園計義 31047 1981/5/30 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

42 瀬戸和人 23189 1981/6/30 

43 大迫正美 27457 1981/6/30 

44 安田秀作 23386 1981/11/18 

45 吉海保 31045 1982/5/10 

46 野上春彦 23504 1982/5/24 

47 隈元満広 31043 1982/5/24 

48 餅原信広 26472 1982/5/31 

49 平賀真雄 23935 1982/6/11 

50 鶴田正人 30402 1982/6/22 

51 児玉公輝 26099 1982/11/1 

52 島児 末治 29708 1982/11/25 

53 福居重和 25014 1982/12/28 

54 飯伏順一 25571 1983/5/10 

55 吉谷正浩 31875 1983/5/10 

56 隈元忍 26915 1983/5/12 

57 園田実郎 24831 1983/5/17 

58 内田 一久 26241 1983/5/17 

59 尾曲和久 33546 1983/5/17 

60 松本俊也 24211 1983/5/25 

61 前東純一郎 25013 1983/5/25 

62 瀬戸口勲 25015 1983/5/25 

63 駒水義文 25757 1983/5/25 

64 前床寿隆 29836 1983/5/25 

65 長野秀行 31356 1983/5/25 

66 大迫良一 32931 1983/5/25 

67 執印裕之 25018 1983/5/31 

68 前田哲也 26293 1983/10/29 

69 斉藤 二郎 25539 1983/11/30 

70 川畑 歳文 28819 1983/11/30 

71 田上浩幸 29712 1983/11/30 

72 中村若夫 31659 1983/11/30 

73 岡田淳徳 9501 

74 河野正人 9650 

75 村山光生 9912 

76 鮫嶋宗俊 13150 

77 竹元信秀 18216 

78 緒方和男 18259 

79 谷俊雄 19764 

80 坂元成行 26406 
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『放射緑医尿り）厭点から未来／
ヽ＂ 

主催：九州地域放射線技師会 ／ 公益社団法人日本診療放射線技師会

公益社団法人日本放射線技術学会九州部会
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

(§}JART 
第30回 Tile30th Japan Con{ erence of Radiological Technologists(JCRT) 

第21回 The2ls!EaSIAsia Conference o[Radiologic8l T匹 hnologists(EACRT) 

0大会テーマ

し団の畠い

0日時：平成26年9月

19日0・20日0亀21日R
●場所； 別府国際コンペンションセンター
B-ConPlaza 

●主催：公益社団法人曰本診療放射線技師会

●共催：公益社団法人大分県放射線技師会

●後攘 ：厚生労働省（予） ・大分県囀別府市

• 会 長： 中澤靖夫 （公益社団法人日本診撓放射紐技師会会長｝

・大会長 ：江藤芳浩 （公益社団法人大分集放射絃技師会会長）

,,,. //‘ 

日本一
私ゼA1紅＂t€◎昧‘力t湛歓

・ •亀14 
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_、ヽ
し一 案内 鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第120号

．
 

『平成26年度鹿児島県診療放射線技師女性の集い』のご案内

第 3回となります女性の集い研修会を、下記の日程で開催いたします。参加対象は、女性はも

ちろん男性の方も、性を問わず診療放射線技師・ 学生の皆さまとなっております。

今回は、 9月に移転します米盛病院を会場にして、 開催いたします。また、副院長そして救急

部長である冨岡譲二先生の講演も企画いたしました。そして、 施設見学も申請中です。

皆さま御存知のとおり、救急の分野では名をはせ、また、そのプレゼンテーションカも素晴ら

しいと評判の冨岡先生の講演、この機会にぜひ多くの方にお聞きいただければと思います。

記

開催日： 平成27年 1月 17日（土）

時間 ： 15:00~18:00 

会場： 米盛病院※確定

鹿児島市与次郎 1丁目 7番 l号

参加対象：診療放射線技師・養成機関学生

※男性女性の皆さま対象です。

参加費 ： 会員・学生：無料、非会員：500円

内 容： ・講演：冨岡譲二先生

（米盛病院副院長兼救急部長）

・検査・撮影時に役立つ手話

・施設紹介ほか

・米盛病院施設見学 ※申請中

※終了後、 情報交換会を予定しております。

研修内容の詳細が決まりましたら、あらためて、お知らせいたします。

【世話人】

松野下直美·新村栄次・市木由美•本村江利子・丸尾美由紀·今田万里代・

田崎夕里・原口織歌・黒木寿恵・弓場翔美

【問い合わせ】

松野下直美徳久整形外科放射線部 0993-53-4311

【当会 URL】 http://kagoshima-rt-women.blogspot.jp/ 
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各位

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

平成 26年 9月吉日

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

会長 池田睦

鹿児島X線撮影研究会

馬場隆行

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

第 3回鹿児島X線撮影研究会（ご案内）

下記の日程で開催いたします。腰椎は、比較的頻繁に撮影がされている部位のひとつです。そ

の腰椎撮影をあらためて見直し、より診断価値の高い画像情報を提供できるようにしていただけ

ればと思います。たくさんの方の参加をお待ちしています。どうぞお気軽にご参加ください。

記

開催日： 平成27年 1月10日（土）

時間： 15:00~18:00

会 場： 米盛病院 ※まだ予定で確定ではありません

鹿児島市与次郎 1丁目 7番1号

参加費： 技師会会員，学生：無料、非会員： 500円

内 容： テーマ「腰椎撮影その 1」

・教育講演（座学）

• 各施設の腰椎撮影の紹介

•撮影のコ ツ講座（ハンズオン）

※終了後、情報交換会を予定しております。

研修内容の詳細が決まりましたら、あらためて、お知らせいたしま

〖世話人 〗

馬場隆行。渡邊義治。大園健一 。伊藤大助 。有薗良ー 。山神昭彦 。屋部太輔 。山崎慎治 。

池田隆太・岩下昌平・松野下直美。柳川絢海・丸尾美由紀

〖 問い合わせ 〗

馬場隆行

今村病院分院 画像診断部

099-253-9930 (5272) ダイヤルイン

〖当会 URL 〗 http://kagoshima-rt-xsg.blogspot.jp/ 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

平成 26年 8月吉日

関係各位

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長 池田 睦

地域理事岡野三男

第23回北薩地域研修会の開催について

拝啓

皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

さて、標記の件につきまして下記のとおり北薩地域研修会を開催いたします。

尚、研修会終了後に情報交換会（懇親会）も開催いたします。

会員の皆様には多数のご出席とご協力の程、宜しくお願いいたします。

1、 日時

2、 揚所

3、 内容

記

平成 26年 11月 22日 （土） 1 5時より

出水総合医療センター 2階 講堂

別紙 プログラムにて

◎ 周鉗の送信粟にて妍修全・情毅交換芸の出欠をFAXまたはE-mail

にて11ガ15月までに送信願い史す。

送信先 FAX 

E-mail 

0996-32-3541 

okano@maruta. cir-clinic. jp 

（医）杏淋芸丸田病院

-15-

闘野三男支で



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

第23回北薩地域研修会プログラム

司会 ： いちき串木野市医師会立脳神経外科センター 灰床 利隆

【1】 開会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会北薩地域理事 岡野三男

【2】 会長挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会会長 池田 睦

【3】 会員発表 座長：県立北薩病院 中山龍一

① 当院の乳腺MRI検査について

済生会川内病院 宇都浩一朗

② 当院における冠動脈CT読影補助の試み

出水郡医師会広域医療センター 吉村伸一郎

③ 腰椎分離症における CT検査の有用性

新門整形外科 東條昌樹

④ 下部消化管疾患における超音波検査の有用性ーCT単純画像と比較して

出水郡医師会広域医療センター 塚元己年

⑤ ワークステーションにおけるウィルス感染の現状と対策

川内市医師会立市民病院 薗田大樹

休憩 16 : 20 ~ 16 : 30 ・ 

【4】 講演 座長：出水総合医療センター 溝下育男

1. 『 医用モニターの基礎と品質管理について 』

EIZO株式会社 石原誠人

2. 『 東芝 CT・ MRI装置の最新情報ご紹介 』

東芝メディカルシステムズ株式会社 小林修一郎

【5】 閉会の挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会北薩世話人 出水田 尚文

付扱丈柊公

居値屋妾が或 土水す本町 14-5（ホテルキシグ近く） ／ § ： 3 0 ~ 

公虎 ： 3000f1J 担劣 ： ず田店脱 春 iフ及久
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

送信票
送信日 平成 年 月

日

（医）杏淋全丸田病院放射線室 闘野三男迄

送信先 E-m紅I: okano@maruta. dr -clinic.jp 

FAX : 0996 -32 -3541 

発信者 E-mail: 

施設名 FAX: 

送信内容 Jt薩地城餅修全 ． 懇親全の出欠について

氏 名
鹿児島原診療放射線技節全 北薩地城餅修芸 懇親芸

委員！ ． jた会貴 出・欠 出・欠

芸員・葬念員 出・欠 出・欠

芸貴・渉芸貴 出・欠 出・欠

芸貴・弟芸貴 出・欠 出・欠

芸晨．券芸貴 出・欠 出・欠

芸貴・欺芸賃 出・欠 出・欠

祓に中し訳ございませんが6名以上のえ抜はコピーにてお願いいたします。
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

放射線機器管理士部会

部会長西元辰也

1. 放射線機器管理士の資格更新について

大半の管理士の皆さまに資格更新の書類が送られてきていると思います。今回も申請書と添付資

料を頑張って作成する時期となりました。前回の更新の際は、かなりの資料を作成し送付した事を

覚えています。管理士に関しましては、日常の業務（日常点検 ・定期点検）をしつかりと行い、記

録を残す事により更新が可能となっています。機器管理の記録を提出して申請しなければ失効にな

ります。申請すれば、技師会の基礎点もありますので何とかなります。締切は9月30日です、更

新書類が送られてきた方は期限までに諦めずに更新手続きをお願いします。

2 放射線機器管理士研修会のご案内

放射線機器管理士研修会を開催いたします。

日 時： 平成26年 10月 18日（土曜日） 15時～

場所： 未定

内 容 ： 一般撮影装置に関する管理の方法

保守担当の立場から（メーカー）

施設報告 (3施設程度）

放射線機器管理に関する発表（市立病院）

教育講演

参加費 ： 技師会会員 無料

非会員 500円

等を予定しております。皆様の御参加をお待ちしております。

放射線機器管理士以外の方も機器管理に関する情報が得られますので是非参加してください。

当部会では、施設報告で発表していただく施設を募集しています。この研修会では、大規模

施設だけでなく中 ・小規模の施設に発表をお願いし鹿児島県内の実情を検証していきたいと

考えております。ふるって応募してください。

連絡先：鹿児島市立病院 放射線技術科 099-224-2101 (2610) 西元辰也まで
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漏洩線量測定事業のご案内

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会では、放射線を取扱う専門職とし

て資格を有する団体の一般社会への利益還元事業と公益事業の一環として、

放射線安全管理の啓蒙を兼ねた環境測定事業を行っています。基本的には、

該当施設会員と放射線管理士部会からの派遣会員の 2名で実施する予定です。

料金は、会員がいる施設が、基本料金 2万円＋測定料 l方向 5千円（その

他の施設は基本料金 4万円、ただし、歯科医院等の場合は、基本料金は 2万

円）となっています。

測定希望の施設がありましたら、見積等をご提示しますので、 下記へお間

い合わせ下さい。

（公社）鹿児島県診療放射線技師会事務局

鹿児島大学病院 臨床技術部放射線部門

(099-275-5664) 放射線管理士部会担当 藤崎
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く報 告 鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

■ 

平成 25年度鹿児島地域研修会終了報告

鹿児島地域世話人 椋祐幸

平成 26年 2月 22日土曜日 に]A鹿児島県厚生連健康管理センター研修室にて第 12回鹿児島地

域研修会を開催しました。当初は平成 25年 10月 26日開催予定でしたが、台風の影響で延期にな

り急な 日程変更にもかかわらず、参加者 59名（会員 47名、非会員 4名、メーカー他 8名）の参加

がありました。鹿児島県放射線技師会が公益社団法人に移行して鹿児島地域として初めての研修

会でした。

はじめに、会長挨拶として県放射線技師会池田睦会長より活動報告や今後の行事予定等の報告

がありました。引き続き、鹿児島地域連絡会では坂下地域理事より平成 26年度の活動報告、鹿児

島地域世話人等の紹介がありました。

一般演題では、今村病院分院の松下技師から「IVR-CTが有用であった症例」について血管造影

のみで確認できない症例において感度の良い CTを併用する事で治療に役立つとの報告でした。鹿

児島生協病院の市原技師から「新人技師中期研修の取り組み」について新人教育において、具体

的な目標や達成時期などを設定することで本人のみならず、教える側も再度勉強し、あやふやに

していた部分等の再確認が出来ているという報告でした。

鹿児島大学病院の坂下技師から「造影剤のあれこれ」について造影剤の種類や特性、さまざまな

副作用等についての報告でした。]A鹿児島県厚生連健康管理センター恒吉技師から「肺がん CT

検診車の現状」について移動型 CT車の使用経験や症例、発見癌数などの報告がありました。それ

ぞれ、座長の有薗技師のもと活発な質問や議論が行われました。

シンポジウムでは「カセッテ型フラッ トパネルの動向」として、メーカー各社、富士、コニカ、

島津よりそれぞれ製品紹介がありました。次に各メーカー使用経験として鹿児島市立病院大山技

師、小田代病院平岡技師、鹿児島大学病院田中技師より報告がありました。いずれの施設も以前

のCRに比べ少ないX線照射量でも高画質な画像が得られ、 患者への被ばくを低減することができ

るという報告でした。座長の坂下技師の下、こちらも会場より活発な質問、意見があり盛り 上が

りのあるディスカッションでした。

最後に今後も地域会員が気軽に発表、交流が出来る場として会を盛り上げていこうと思います。

開会挨拶 池田会長

隈元氏 19 よ‘_ I 挨拶“V“,＇
謂
児
鳥
県
”
璽
鯰
"

a．
回
鹿
児
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会員発表座長有薗氏

今村病院分院

松下氏

厚生連健康管理センター

恒吉氏

シンポジスト
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会場風景

鹿児島生協病院

市原氏
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平成25年度 第12回鹿児島支部研修会参加者名簿

1 .J1日し 子‘丙院 下周一〖 40516 
2鹿児島生協病院 隈冗満広 31403 
3鹿児島医療センター 増井飛沙人 52147 
4鹿児島厚生連病院 梅北陽平 55897 
5今村病院分院 牧野竜大 55181 
6今村病院 川畑歳文 28819 
7鹿児島赤十字病院 青木佑恭 54738 
8ー宅病院 日局浩文 35720 
9鹿児島厚生連病院 石山重行 22363 
10 鹿児島市立病院 大山貴幸 55552 
11 徳久整形外科 松野下直美 26393 
12 吉田温泉病院 竹元信秀 18216 
13 ヲサメ内科クリニック 下園大介 45990 
14 鹿児島逓信病院 新留寿 50613 
15 JA鹿児島県厚生連健康管理センタ 中村雄一 44300 
16 南風病院 井ノ上祐二 32929 
17 南風病院 木村圭佑 55202 
18 鹿児島生協病院 市原健 非
1 9 鹿児島大学病院 池田睦 18706 
20 鹿児島医療技術専門学校 有薗良一 32935 会員 47名
21 鹿児島大学病院 飩皐沿翌喜迄ぷ 非 非会員 4名（メーカー8名）… 500円4人分のみ
22 今給黎総合病院 新村栄次 20786 
23 鹿児島大学病院 田中嵩人 新入会
24 今村病院分院 松下啓 54234 
25 南風病院 白石 朋之 49623 
26 今村病院分院 浅井愛邦 53881 
27 今村病院分院 馬場隆行 28489 
28 南風病院 藤崎誠 41248 
29 鹿児島市立病院 西冗辰也 27458 
30 鹿児島医療センター ハネタサトミ 新入会
31 鹿児島厚生連病院 萩原純久 60532 
32 鹿児島厚生連病院 穂山和章 49651 
33 南風病院 山下友也 58105 
34 鹿児島厚生連病院 西憲文 49901 
35 鹿児島厚生連病院 中島さおり 43023 
36 南風病院 上川智弘 55649 
37 今村病院分院 弓場翔美 55574 
38 南風病院 59311 
39 鹿児島大学病院 正 26838 
40 鹿児島赤十字病院 米山信司 36699 
41 鹿児島大学病院 藤崎拓郎 26098 
42 鹿児島医療技術専門学校 駿河景子 学生
43 鹿児島医療技術専門学校 浜崎ゆりか 学生
44 鹿児島厚生連病院 栴祐幸 48723 
45 今村病院 黒木寿恵 56070 
46 JA鹿児島県厚生連健康管理センタ 原口誠 34995 
47 鹿児島市医師会病院 斎藤二郎 25539 
48 小田代病院 非
49 小田代病院 平岡俊彦 非
53 JA鹿児島県厚生連健康管理センタ 伸吉雅也 54202 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
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『第 3回鹿児島超音波研究会報告』

鹿児島超音波研究会

霧島市立医師会医療センター 塩屋晋吾

平成26年5月24日（土）に第3回鹿児島県放射線技師会超音波研究会を南風病院ANNEX

1で開催致しました。今回は特別講演として，済生会八幡総合病院馬場三男先生をお招きし

て「病理から学ぶ超音波所見“胆嚢”」という演題で講演をして頂きました。胆嚢の病態生理

や超音波画像と病理との対比を中心とした大変興味深い内容で参加者のみなさんも非常に

勉強になったのではないかと思います。また乳腺領域のレクチャーを相良病院の原口さんに，

下肢静脈～DVT～のレクチャーを指宿浩然会病院の國生さんにそれぞれ担当して頂きまし

た。日頃ルーチンワークの際に気を付ける点や工夫する点，症例含めて分かりやすく説明し

て頂き明日からの検査に役立つレクチャーだったのではないかと思います。

当日の参加者は 39名(JART会員 27名・非会員 12名）とこれまでの 2回と比べるとやや寂

しい人数でしたがディスガyションはこれまでと同様に活発に行われ，やはり超音波検査に

対する関心と熱意の高さを感じました。

今後の本会の予定としましてば第 4回研究会を 8月22日に開催予定です。

これからも超音波検査の魅力が皆さんに伝わるような内容を企画したいと考えていますので、

ぜひ今後もお気軽に参加して頂けたらと思います。
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平成26年度（公社）鹿児島県診療放射線技師会春季学術大会 開催報告

恒例により、平成 26年度公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会の春季学術大

会が、平成26年 5月31日（土）に下記プログラムで、鹿児島大学医学部保健学科6F

インテリジェンス講義室にて開催された。

会員発表は、 8演題で、一般撮影からRI、MRI、機器保守管理と発表内容は多岐

に渡り、会場からの熱心な質問も多く、時間を超過するセッションもあった。情報提供

は、九州地域放射線技師女性の会代表世話人である松野下直美さんから、発足し

た女性の会の今後の活動報告等の紹介があった。特別講演は、（社）日本画像医療

システム工業会の鍵谷昭典先生より、平成 26年度診療報酬改定について、なぜ改訂

されたか等の分かりやすい解説と、我々診療放射線技師に関係する箇所を、今後の

動向等を踏まえて講演頂いた。参加者は、 51名の参加数であった。

是非、発表者には更に研究を進められ、九 1州放射線医療技術学術大会にもエント

リーして頂きたいと思います。尚、鹿児島県診療放射線技師会では、 2月に大隅地域

で学術大会を開催予定ですので、多数の方の発表と参加をお願い致します。

「学術大会プログラム」

【会員発表】 15時～16時25分

【セッション 1】 11時20分～12時

座長鹿児島大学医学部歯学部附属病院大園健一

1. 股関節 Truthaxialを求めて新定義第3の角度

今村病院分院画像診断センター 馬場隆行

2. ワイヤレス FPDとCRカセッテの画質評価

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 西岡大倫

3. ATP拭き取り検査を用いた医療機器の汚染測定と除染評価

霧島市立医師会医療センター 有馬大樹

4.当院における医療機器の保守管理について

鹿児島市立病院 米田寛彬

【セッション 2】

座長鹿児島市立病院米重亮馬

5. MOSFET線量計の使用経験

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 市原正道

6. 骨シンチグラフィ画像の表示および出力の統一化(SUVの概念を利用したBoneDisplay Value) 

今給黎総合病院 丸尾美由紀

7. 3D-FRFSE(Fast Recovery FSE)法を用いた椎骨脳底動脈描出における至適撮像条件の検討

川内市医師会立市民病院 秋葉裕史

-24-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

8. 当院 MRI部門の事故低減の取り組み

公益社団法人鹿児島共済会南風病院 藤崎誠

【情報提供】 16時 30分～16時 50分

「診療放射線技師女性サミット活動報告」

九州地域放射線技師女性の会 代表世話人 松野下直美

【特別講演】 17時～18時

司会公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会 会長 池田睦

「平成 26年度診療報酬改定の概要と今後の動向」

（社）日本画像医療システム工業会 鍵谷昭典先生

「参加者」

新村栄次•藤崎誠•平田勝・瀬戸和人・米重亮馬・佐藤洋一・藤坂智史・

石本裕ニ・松野下直美・大久保光男・池田睦・淵村有紀・丸尾 美由紀・

平賀真雄·室屋純一・市原正道・米田寛彬・ ） 1|原浩・大園健一•島児末治・

原口誠・野中 康博・石山 重行・岩永崇・恵智徳•井ノ上祐ニ・園田実郎・

田中嵩人・園田 実郎・岡野 三男・瀬戸口勲・本村克朗・小屋保浩・有薗良一・

西元辰也・新留寿・山口信夫・市川和幸・牧野竜大・浅井愛邦・梼祐幸・

奥好史・淵脇 崇史・上床 達哉•松本俊也 ・馬場隆行・秋葉裕史・佐々木 雅史 ・

有馬大樹・藤崎拓郎・岩元亮太・小磯美奈・太田原美郎・下園大介・

池田隆太・持留浩輔・山下友也・木村圭佑・坂下周一郎・穂満信行・

川畑理恵·大塚麻里・日高稔・市園淳ニ・林 六言十・ ニ間瀬 竜太•松永昭ー・

郭武浩・高田橋司・大塚洋和・西岡大倫・大坪丈太郎・池田祐也・タカマツ コウタ・

タカハシタクマ（敬称略順不同）
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市原氏 西岡氏
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股関節Truthaxialを求めて

新定義第3の角度

今村病院分院 画像診断部

鹿児島 X線撮影研究会代表世話人

馬場隆行

はじめに

股関節の X線撮影法の種類には、正面像

軸位像、ラウエンシコタイン法等あるが

軸位像は足側方向からの位置決めで、被

写体とカセッテの位置が離れていて、位

置央めが難しく、オリエンテーションが

つきにくい。

目的

X線撮影の難易度が極端に高い軸位像で

あるが、 前捻角の程度の確認や臼蓋との

適合性の確認や骨頭内変化の確認など意

義深い。そこで、従来の股関節軸位の撮

影を検証し、理論と画像のすれを補正し、

股関節の解剖とX線撮影技術を見直す機

会とする。さらに撮影法を定量化し、規

格化された精度の高い手法にすることに

より、技師の経験や勘に頼りすきない股

関節Truthaxial【真の軸位】の撮影法

を確立する。

方法

今回、新たに定義した前倒角という老

え方を撮影に取り入れ、その撮影のだ

めの補助貝の形状を決定し、正確な入

射のだめのテンプレートを作成する

これまでの股関節軸位X線撮影法

体位：背臥位で水平方向軸位撮影。非検

側の股関節、膝関節を90゚ 屈荘し、

補助台に乗せる。

検側の下肢は1由展して内旋する。

中心線：水平な水平線で、検側の上腸骨

棘と恥骨結合を結ぶ線に平行な角

度で上腸骨棘と恥骨結合を結ぶ線

の足方7cmの位置で、大腿部の

前方 1/3の点に入射。

X線像：寛骨臼と前後の関節縁、大腿骨

頭が側面像になり、寛骨臼の後

方に坐骨結節が描出する

大腿骨頭に続く大腿骨頸は水平

3
 

に長く、大転子と小転子が同一位置に

重複する

~
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出典 ：園説単純X線撮影法
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頸体角と前捻角について が同一位置に重複するであろうか？とい

う点であった。そこで3DCTの大腿骨の

股関節のX線撮影を行う上で頸体角と前 データを使用し、検証を行った。

捻角は大変重要な意義を持っている。

頸体角について

電曾．．-・ ． ●● 9r・＊疇 .＂’ -
•·•· 

成人の頸体角は125度～135度の幅が

あり軸位像の時に｛固別に設定することが

重要となる。頸部を長く描出するには、

固別の頸体角を股関節正面X線像にて確

認しておくことが大切である。

前捻角について

成人の前捻角は12° ~15゚ の幅があ

り、正面像撮影のときに内旋度合いの決

定に必要である。内旋度合いの決定には

撮影時に大転子を正確に触診し、大転子

を内旋しながら最大限に外側に出た時点

で撮影するべきであろう。

第3の角度の前倒角の者え方

軸位像を撮影する上で常閃矛盾に感じて

いた事は、撮影台に検側の下肢は伸展し

て内旋するだけで大腿骨頭に続く

大腿骨のみにする

頸部と骨頭を切り取る

回転させ、カット面を正面にする

大腿骨頸は水平に長く、大転子と小転子 大転子と小転子の中心を結ぶ線でカット

-29-



そのまま水平まで回転してもカット

した面は観察できない

通常はこの角度で撮影していた

10゚ ほど大腿骨を拳上するとカット面

が観察できるようになる。大転子と小転

子の中心が合致するこの角度が真の軸位

と考え補正する。

さらに大腿骨頸部は円柱状ではなく楕円

柱状であり、この角度で補正すると楕円

の長軸方向に合致し、大腿骨頸部を最大

限に細く描出できることもわかった。

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

大腿骨に対して 10゚ 前方に倒れている

この角を前倒角と定義した。

前｛到角補正用 撮影補助具

この前倒角を補正するために新たに撮影

補助貝を作成した。

股関節を4つ切横中心に合うように臀部

の下に 300x 370 x 40mmの発砲スチ

ロール製の補助貝をひき、前倒角を補正

するために 550x100x78mmの発砲

スチロール製の補助具で大腿を拳上する

頸体角補正用テンプレート

頸イ本角の固人差を補正し頸部に対して垂

直に X線を入射するために、テンプレー

トを使用する。
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補助具とテンプレート1吏用法

テンプレートは大転子を基準に大腿の上に

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

カセッテの位置を決めるため、骨頭や人

エ骨頭シャフトを視野内に納めやすい。

正確に置く。 健側はスポンジの上に載せ90゚ 屈曲

股関節正面像で確認した頸体角に対してテ

ンプレートを参考に垂直に入射する

この時、横方向に配置したカセッテのリス

にX線を蹴られないように、管球の高さは

計測したリスの中心に正確にあわせるよう

に手段を講じるべきである。

前1到角補正の為に78mm拳上

カセッテに投影されたシリコンチコーフ

マーカー【赤い棒状】を参考にして

大転子をしっかり触診し

テンプレートの高さを合わし

膝関節を参考に大腿骨遠位端

の方向に向きを合わせることか重要とな

る。テンプレートの上に投影された照射
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野ランプの方向をテンプレートとあわせ

る。

X線軸位像

別閃に撮影された股関節軸位像であるが

再現性が良いので、左右対称となってい

る。

X線軸位像の画像要点

前倒角を補正したことにより大転子とl」I

転子が正確に重複し、大腿骨頸部は長さ

幅共に細く長く｝苗出され、臼蓋と骨盤が

接線方向に描出され、前捻角の程度の確

認や臼蓋との適合性の確認や骨頭内変化

の確認などが可能であること。

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

まとめ

• 新たに定義した前倒角という考え方を

撮影に取り入れた。

・補助貝を作成し、患側の安定と角度決

定が容易になった。

・テンプレートを利用し、個人差がある、

大腿骨頸部に垂直に X線を正確に入射

できるようになった。

・テンプレートに2次機能を加えたこと

により、人工股関節の骨頭とシャフト

を撮影時の位置央めが容易になった

．股関節Truthaxialの撮影方法を確立

し、テンプレートや補助具を効果的に

使用することにより、定量化され精度

の高い手法となり、技師の経験や勘に

頼りすきないi最影方法を確立できた。
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ワイヤレス FPDとCRカセッテの画質評価

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院

研究者： 西岡大倫

共同研究者 ：大園健一，西郷康正

【要旨】

本研究では，ワイヤレス平面検出器 (FlatPanel Detector : FPD) と CR(Computed 

Radiography)カセッテに対して線量および被写体厚の変化が画質に及ぼす影響について検

言寸するために，ファントムを用いた基礎的検討を行ったアクリル板と C・D(Contrast ・ 

Detail)ダイアグラムを用いて，線量を 7段階，被写体厚を 2段階に変化させた視覚評価用

試料を取得した取得した試料の観察を，放射線技師 5名に依頼し評価値を収集し，得ら

れたデータをもとに画質指数：IQF(Image Quality Figure)を算出したまた，同じ照射

条件における RMS(Root Mean Square)粒状度を算出し，これらの値を元に比較検討し

た．線量，被写体厚どの条件においてもワイヤレス FPDの方が良い値となった． RMS粒

状度についても同様であった． IQF及び RMS粒状度を用いた画質評価では，ワイヤレス

FPDはCRカセ ッテよりも，画質を担保しつつ線量を低減できる可能性が示唆された

1. 緒言

近年，ワイヤレス FPDがX線撮影領域に対して広く導入されつつあり，画質の向上や被

ばく線量の低減が期待されている．メ ーカー各社から，物理評価データの公開はされてい

るものの，視覚評価に関する報告は少ないというのが現状である．そこで本研究では，線

量および被写体厚の変化が画質に及ぼす影響について検討するために，ファントムを用い

た視覚評価による基礎的検討を行った．

2.方法

2.1.視覚評価用試料の取得

図 1に示すように，検出器の上にC-Dダイアグラムを挟み込んだアクリル板を設置して，

視覚評価に用いる試料を取得した．撮影条件は，被写体厚 10cmの場合， 80kV, 200 mA, 

40 msec, 8 mAsを，被写体厚 15cmの場合， 80kV, 200 mA, 100 msec, 20 mAsをそ

れぞれ基準線量とし，それに対して 0.125倍，0.25倍，0.5倍， 0.7倍， 1.0倍，2.0倍，

4.0倍相当線量としたまた、すべての撮影において，小焦点モードとし，画像処理条件

は当院で臨床使用している腹部条件とした．
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2.2.試料の評価

Field size: 

17 * 17 inch 

C-D 

phantom 

Detector 

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

SID: 150 cm 

図．1 試料取得のジオメトリ

Acrylic 

phantom 

Grid 

試料の観察環境は，観察距離，観察時間を自由とし，部屋の明るさと写真濃度は一定と

したこの環境下で，放射線技師 5名に， C-Dダイアグラムの信号を 50％の確信度で検出

できる点を答えるよう依頼したこの点を識閾コントラストと呼ぶ

2.3.試料の解析

試料の観察で得られたデータをもとに，各線量の C-D曲線を作成し， IQFを算出した IQF

は信号の各径における識閾コントラストの積分値であり、次式で定義する。

” 
IQF= >( Di +: Cimin) 

'.=1 

ここで， Di穴の直径， Ciは穴の深さであり， IQFが小さいほど画質は優れているというこ

とになる．また， 同じ撮影条件における RMS粒状度も算出したその後，各条件に対して

評価値を比較・検言寸した．

3.結果及び考察

図2に被写体厚 10cmにおける IQF及びRMSを，図3に被写体厚 15cmにおける IQF及

びRMSをそれぞれ示す．
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図2 被写体厚 10cmにおける(a)IQFと(b)RMSの比較
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図3 被写体厚 15cmにおける(a)IQFと(b)RMSの比較

図2に示すように，被写体厚 10cmでは IQFとRMS共にすべての線領域で FPDの方が優

れているという結果になったここで，図2.(a)の各曲線のプラ トー領域が崩れている点に

着目すると，画質の指標である IQFが大幅に悪化し始めている点は、 FPDでは 0.25倍線量

である 21nAs付近であるのに対して、 CRでは 0.5倍線量である 4mAs付近であったそれ

ぞれの線量まで画質が担保できていると考えれば， FPDはCRよりも 50％線量を低減でき

るということになる．また，図3に示すように，被写体厚 15cmにおいても IQFでは被写

体厚 10cmの場合と 同様の傾向がみられた．しかしRMSの比較では FPDとCR間での差は

小さくなっていたこれは，散乱線成分の増加等により検出器への到達線量が増加したこ

とに起因すると考えられる．いずれの結果においても FPDが CRよりも優れているという

結果が得られたが，各検出器のX線利用効率差がこのような結果を生んだと考えられる．

4.結論

FPDはCRよりも視覚評価においてどの線量でも優れており，画質を担保しつつ低線量で

撮影できる可能性が示唆された．
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ATP拭き取り検査を用いた医療機器の汚染測定と除染評価

霧島市立医師会医療センター 有馬 大樹

［目的］医療機器を介しての感染を予防するために、医療機器の汚染状況をATP測定器を用

いて把握し、また清掃によってどの程度汚染が改善されるか測定した。

［使用機器］ルミテスター PD-2 0、ルシパック Pen、ショードックスーパー

ルミテスター
PD-20 

プ

ば

、

薬

一

試

チ

む
臼

ク
n
?

出

定

棒

ツ

e

-

,‘

”

＾

目

柚

凋

P
タテ

も

！

ーシ

i
』

i

/

l

J

ル

ル

l

¥

―

，
 

＼
‘
＼

逗試光

亨
＼
l

l
~一
発

ダレ加棒息
心ッャ＂

［方法］ATP測定器を用いて、立位撮影台顎のせ、 CRカセ ッテ、ポータブル撮影装置、

CT撮影装置寝台、超音波撮影装置プローブの 5か所を、一日の検査終了時に清掃前と清

掃後に測定を行った。

測定胆理は一般生菌や食中毒菌などの微生物が、エネルギー代謝に使用する ATP（アデノ

シン三リン酸）をルシフェラーゼ酵素と反応させることで発光させ、その発光量をJレミテ

スターPD-20を用いて測定することでATP量を数値化する。

［測定手順］

□]l.J//］『互
• ~ • ・ •• ・ • ・ ~ ~ ~.. 

ルシパックPenから
J 

綿棒を取り出し、水で濤らす

よく振つて抽出試薬と

発光試薬を反応させる

拭き取る 綿棒をルシパックPen

..9‘‘ ヘ挿し込む

.,i [］ 
挿入し10秒間測定する

［結果］最も測定値が高かったのは、ポータブル撮影装置となった。全ての測定箇所で清掃前

に比べて清掃後の数値が半数以下への減少がみられた。定期的に清掃をする事で、数値が

徐々に減少する傾向が見られた。
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結果① 結果③

測定場所
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測定値経時的変化
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測定日

［まとめ］

①最も測定値が高かったのは、ポータブル撮影装置、次に CRカセッテとなった。

②全ての測定箇所で清掃前に比べて清掃後の数値が半数以下への減少がみられた。

③定期的に清掃をする事で、数値が徐々に減少する傾向が見られた。

［考察］

①測定部位に凹凸があり 、清掃しづらいため高い値を示し、また清掃後の測定値の減少も

他に比べて少なかった。

②清掃によりほとんどの場所で、 凹凸のあるものの管理基準である 500RLUを下回り、清

掃が有効であった。

③定期的に清掃をすることで、清掃前でも一定以上の汚染を防ぐことが可能であった。

［結論］汚染の状況を把握することでスタ ッフの清掃への意識が高まり、感染予防に繋がった。

また清掃後の汚染状況を知ることで、清掃の効率化に繋がった。
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当院における医療機器の保守管理について

米田寛彬 西元辰也

鹿児島市立病院放射線技術科

池田政美大山貴章太田原美郎

【背景】

「安全」かつ「安心」な医療を提供するには、

医療機器の高い安全性と診断能を維持するこ

とが不可欠であり、機器の保守管理は必須のも

のとなる。

平成 19年に施行された改正医療法においても、

医療機関に対し医療機器安全管理者の設置、保

守点検の計画と適切な実施を求めている。しか

し、それは院内に存在する多くの医療機器とな

っており、それに要する費用や人材への負担は

大き く、病院運営に影響を与えかねない状況と

なっている。

【目的】

当院では、放射線部門における医療機器の保

守点検については、装置メーカーと特別な契約

は結んでおらず、自ら行なう使用者点検（始業

終業点検、定期安全点検）と装置メーカーが点

検のみを行なうスポット点検を実施している。

したがって機器に修理が発生した場合、部品、

人件費等は全てその都度実費となっている。

今回、当院における放射線部門の医療機器につ

いて、保守管理の状況を分析した。

【方法】

1. 当院において特に保守費（点検費および修

理費）が高額となりやすい放射線部門の医療機

器について、平成 24年度における不具合や故

障の発生状況を調査した。

2.点検や修理に要した費用を算出し、コス

トや保守点検の有用性を考慮した保守管理の

ありかたを検討した。

当院における放射線部門機器の管理体制

1、使用管理

①消耗品の補充

2酒掃

3消毒 ・減菌

3日常点検（始業終業点検）

2. I呆守管理

①定期安全点検 (2回年） ・・・・・自主点検

②スポッ ト点検 (1~4回／年） ・・・メーカー点検

3.保守点検年間計画の策定

（図 1)
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モダリティ別

点検費

【総額26.263.804円）

（図 3)

ガンマカその他

結石破袷ラ 3% 3% 

リニア、＇，

ク

10% 

12% 

【結果】

（図 4)

1.図2に各装置の稼働年数、不具合件数、故

障件数、修理件数を示した。

不具合件数についは、リニア ックが 233件と最

も高く、続いて CR27件、ガンマカメラ 18件、

MRI (1. 5T) 17件、MRI(3T) 16件、血管装置

（汎用） 13件となった。

修理件数についてはリニア ック 11件、MRI

(1. 5T) 4件、 MRI(3T) 4件、血管装置（汎用）

4件の順で多く、不具合件数の多い装置が修理

件数も多くなっていた。しかし、装置の稼働年

数と不具合、修理件数と の間には関連はみられ

ず、モダリティの種類による違いがみられた。

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第120号

8% 

（総躾 100.759.582円）

（図 5)

2. 当院において平成 24年度に要した保守

費は総額 100.759. 582円と高額になった。しか

し、装置メーカーと完全保守を結んだ場合、

165. 710. 400円の経費がかかると試算される

ため、当院の保守管理の方法により、 1年間で

約 7.200万円の経費削減が図られたことにな

った。

1台あたりの保守費については、一般撮影をは

じめ外科用透視撮影や透視撮影、回診用といっ

た購入費用が比較的安価な装置は、すべて 50

万円以下であり、高額とはなっていない。一方、

CT, MR  I,血管撮影、リニア ック といった

高額医療機器の場合、保守費が 500~2300 万円

と非常に高額となっていた。

モダリティ別に見てみても、保守費全体でCT、

血管撮影、 MRI、リニア ックのモダリティで

8割近くを占めるという結果になった。

3. 当院では近年導入した CTや MRIといった

高額医療機器については、リモートメンテナン

ス契約を結んでおり、これにより故障によるダ

ウンタイムの短縮が圏られており、リモートメ

ンテナンスの有用性を確認することができた。
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【考察】

当院では、装置メーカーとは特別な保守契約は

結んではいないが、今回、装置の不具合や故障

の発生状況と保守費の分析を行なったことで、

装置の特性に応じた保守点検の形態があるこ

とが分かった。

保守契約の費用対効果をみると、当院の管理方

式であるスポッ ト点検とその都度の修理を行

った場合の方がコス トのみを考えると経費は

削減できる。

しかし、メーカーと何らかの保守契約を結んで

いない場合、機器のバージョンアップが円滑に

行われず、医療水準に見合っだ性能の維持が困

難になる、あるいは修理が迅速に行われない、

途中からの保守契約が結べないなどといった

不利益が生じる。

このことを踏まえ、当院では高度医療機器で

ある血管撮影装置やCT、MRI、放射線治療など

の機器購入については、完全保守契約ではない

が予算の許す範囲で4年間（保証期間 1年を

合わせて 5年間）の保守費を含めた機器購入を

行うようにした。

また一般撮影や回診用といった点検が容易で

不具合が少なく 。またバージョンアップの少な

い装置については、使用者点検とメーカースポ

ット点検でその性能を維持できるとした。

保守点検は、

①始業終業点検で行えるものから、専用の技術

を必要とするものまで多岐にわたっており、ス

タッフヘ負担が大きい。

②保守契約には、高額消耗品を含むフルメンテ

ナンス契約から点検のみを行なうという点検

プランまで複数のプランが用意されている。

③診療への影響はもちろん機器の使用頻度、不

具合や故障の発生頻度、代替機の有無なども併

せて考慮する必要がある。

以上のことを考慮し、装置の不具合や故障内容、

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

使用者点検の結果、さ らに保守費に関する分析

が重要となる。

【まとめ】

われわれは、医療水準に見合う「安心」「安全」

な医療を提供するために、医療機器の機能を高

めながら、その性能を維持しなくてはならない。

コストの低減にのみこだわり、肝心の保守管

理がおろそかになっては本末転倒である。機器

の性能を適正に保つための点検内容をよく理

解し、それにかかる人的負担、費用を考慮した

うえで、その施設、医療機器にふさわしい保守

形態を構築することが大切である。
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

「MOSFET線量計による患者被ばく線量測定の有用性」

鹿児島大学医学部歯学部附属病院 放射線部

市原正道

当院にある透視装置からの被ばく線量情報については、面積線量計や NDD法の

計算式を基にして算出表示される。しかし、検査全体の線量の把握しかできず、

測定を行いたい部位の局所線量を導き出すのは困難である。

目的

透視装置やアンギオ装置による諸検査の患者被ばく線量は面積線量計や NDD

法の計算式を基に算出表示されている。今回、被ばく線量測定器の一つである

MOSFET線量計 (Fig.1)を使用し、患者被ばく線量測定の有用性について検討し

たので報告する。

方法

Metal Qxide Semiconductor field fffect Iransistor 
MOS梨電界効果トランジスタ

0.？rnm x (）．2fnm索千

ゲート、ソース、ドレインの三つの電

極をもつ電界効果トランジスタであ

る。

MOSFETはゲートがシリコン基板から

酸化層により絶縁されており、ゲート

に印加した電圧が一定のしきい値を

超えると、ソース、ドレイン間に電流

が流れるしくみで、己の原理を放射線

計測に利用することができる。

Fig. 1 

MOSFET線量計の特性を把握するため、校正された電離箱線量計を用いて管電

圧依存性、線量依存性、照射野内外における線量の変化について比較検討を行

った。
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結果

管電圧依存性について、 NDD法の算出による線量の値と電離箱線量計の比は

0.8とほぼ一定であったが、 MOSFET線量計と電離箱線量計の比は 1.04~1. 11と

少し値に幅があった。(Fig.2) 

結果1（管電圧依存性）
1 5 

” 
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kV 

Fig.2 

線量依存性について、電離箱線量計の棒グラフと MOSFET線量計の棒グラフの線

量の差は、ほとんどなかった。 lOOOmGyまで照射したときの MOSFET線量計と電

離箱線量計との値は、全ての測定内にて士0.2％と安定していた。(Fig.3) 

結果2（線量直線性）
mGylOOO 

• 電離箱線量計 • MOSFET NDD法の算出による線量の値
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Fig. 3 
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照射野内における線量の変化について、同じ照射野内でも Bの位置と Dの位置

では約 1.7倍の線量の差があった。これより MOSFET線量計を使用する際には、

極力中心に配置することが必要である。(Fig.4) 

まとめ

結果3（照射野内における線量の変化）

電離箱線量計： 11.69mGy

A:10mGy 

B:12mGy 

C:12mGy 

D:7mGy 

』

i約17倍の差
• -- I 

Fig.4 

一A

一B-←•一9
一C

＇一D

MOSFET線量計は電離箱線量計と比較し誤差が小さ く、局所的な被ばく線量を

容易に把握することができる。また透視・撮影のアーチファク トによる影響も

少なく、複数個所を同時に測定できるので有用である。一方問題点として装着

に際しては関心領域を含まれるよう注意する点や測定素子の使用線量の制約が

ある点があげられる。

-43-
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骨シンチグラフィ画像の表示及び出力の統一化

(SUVの概念を利用したBoneDi sp I ay Va I ue法）

今給黎総合病院 中央放射線部

丸尾美由紀飯伏順一四本斉室屋純一

［背景］

当院において骨シンチグラフィ upper値 lower値の設定は装置

更新時，全身像(WB)は ROI法， Static&SPECT再構成画像(AX)は

オペレータに依存し主観的に行っていた。平成 23年 8月より

PACS等の外部出力時の表示値固定を目的に SUVの概念を利用し

た表示法， SUV法を使って客観的に行うこととなった。

［目的］

•第 68 回 JSRT で SUV の概念を利用した表示方法を報告した。

•今回 PACS でも簡単に SUV で正規化した値を測定できるように

Bone Display Value（以下 BDV)法を検討したので報告する。

［使用機器］

• RI 薬品： 99mlc-HMDP or MDP シリンジ (740MBq) • RI 装

置：BrightViewX 

・ワークステーション ：EBW-NM ・キュリメーター：Aloka

CURIMETERIGC-3 

・使用ファントム：体積 3016m|，内径 16cm,長さ 15cm

・計算ソフト：FiI eMake r@PR010 

［検討項目］

• PACS上で BDV(SUVで正規化した値）を測定できるように作成し

オリジナル画像と BDV画像の比較を行う 。

-44-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

・オリジナルと BDVのWB画像で下部胸椎及び大腿骨で maxカウ

ン トを測定し CVで検討を行う。

9 -～^l  

,、ROI法”‘ 』‘Suv法 BDV法

こ三：二ニニI
”IIl1 皿；“蛾雹凰.

[l I し巴 I I-昌，＂元l Ar紐已Arsa ;.,6187.1 mrr「 ^m -/667.o rmd 
Min : 15.0 l~ln; 心．o

nax : 227,0 Ma, G47.0 

Avg : ？6.71086 
Avg : 216.713<11 Mm: 8、O Min ; 31.Q 

SD.46、05106
SD ̀  fI9、4出a58 Max ; 205.0 Max : 585.0 

邸 g: 63.60ら06 りr/'/1806 Avg. 156.91559 WW 700 
$0 : 42.256565 WC 903 $0・・121.69505 WC 3” 

[CVでの検討方法］

・対象者 ：84例（男性46例，女性38例）腎不全(Cr1.00以上）及び明ら
かな骨転移のない方。 （年齢：男性 61.8土10.3歳 女性：75.3土13.0歳）
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・検討方法：WBのオリジナルと BDV画像で ROI①下部胸椎， ROI②

大腿骨に ROIをとり maxカウントより比較検討する。

［結果］

ROI① 下部胸椎 (n=84) 

平均値細カウント） SD CV 

オリジナルWB画像 167 38. 83 0. 23 

WB • BDV画像 593 104. 79 0. 18 

ROI② 大腿骨 (n=84) 

平均値四カウント） SD CV 

オリジナルWB画像 60. 99 15.47 0. 25 

WB • BDV画像 216. 82 43. 99 0. 20 

［まとめ］

• BDVの表示作成が RI装置のワークステーションで簡単に行え

るようになった。

・オリジナルと BDVの WB画像で CVで検討を行った結果、 BDV

画像の方が下部胸椎及び大腿骨ともに CVが小さくなり，ばら

つきが少なかった。

• PACSのDICOM画像で SUVで正規化した値(BDV)がWB• BDV及び

AX • BDV画像より測定可能となった。

この発表は第 70回JSRTで発表したものです。
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3D-FRFSE(Fast Recovery FSE)法を用いた椎骨脳底動脈描出における

至適撮像条件の検討

川内市医師会立市民病院医療技術部放射線課

0秋菓裕史•前田健一郎・武宮太・中村晋輔

沖中裕幸•松永大和・薗田大樹・大久保光男

はじめに

椎骨脳底動脈の観察には3D-TOF-MRA（血管内腔）と2D-BPAS(BasiParallelAnatomical 

Scanning)-MRI（血管外腔）を併用して、血管性病変の評価に用いている。

BPAS-MRIとは、頭蓋内椎骨脳底動脈の外観を血管内腔の血流に左右されず、簡便に描出できる

撮影法（長畑らによる）である。

I当院の2D-BPAS-MRI（血管外腔評価）プロトコール
TE 24(） Ins 

TR 5000 ms 

ETL :32 

BW 

matrix 
Slice 

thickness 

FOV 

NEX 

撮影時間

15.6/l 

256*192 

2(IIlllll 

16 

o:36 

FSE法を用い、 HeavilyT2WIで撮像し、斜台と平行な厚い冠状断像を1枚の画像に表示し、椎骨

脳底動脈の外観評価に用いる。

斜台後縁から後方へ20mmの厚さで撮影すると頭蓋内椎骨脳底動脈のほぼ全長を表示できる為

に、スライス厚を20mmとしている。
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目的

2D-BPAS-MRIは、スライス厚が2ollllllと厚いことから、 1・脳槽壁近くを走行する椎骨脳底動脈 2・

蛇行の強い椎骨脳底動脈を1枚の画像に周囲の脳脊髄液を背景にして、外観を表示することが困

難な症例を経験した。

3D-FRFSEを用いて検討を行い、椎骨脳底動脈の描出能の向上を試みた。

方法

研究の内容に同意したポランティアにて撮影を行った。

3D-FRFSE法を用い、撮像範囲はBPAS-:MRIと同様に斜台と平行な冠状断面とし、頭蓋内椎骨脳

底動脈が含まれるよう設定した。

① 3D-FRFSEを用いて、 TEの比較検討を行う。

TE以外のパラメータを固定とし、 TEを200msec、300msec、400msec、500msec、600msecと変化さ

せた時のCNRを測定し、至適撮像条件の検討を行う。

3D-FRFSE TE検討プロトコール

TE 

TR 
ETL 

BW 

200·300 ·400·500•600 (nJSec) 

． 
matrix 
Slice 
thickness 

．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2000msec 

56 

41.7kHz 
．． 

384*224 

1mm 

FOV 24 
·雪• ・ ・・・ • ・ ・・ ・會會

NEX 

撮影時間

1 1 CNR= 

3:36 

SI(CSF) -SI（動脈or脳実質）

SDair 

SI:関心領域内の平均信号値
SDair:空中の関心領域の標準偏弟
ROIのサイズ !1皿廿固定

② 2D-BPAS-MRIを用いてCNRを測定し、①で求めた至適撮像条件との比較検討を行う。

同じ厚さで比較する為、 3D-FRFSEも20mm.の厚みにて Rendering modeをAverage処理した

画像で検討を行う。
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結果

① 3D-FRFSEを用いて、 TEの比較検討を行う。

13D撮像による各測定点の信号強度 I

口□曰曰三］已□ 1l 0U•四 l | 3D撮像時の CNR
二」526.29 511.17 90.8 9 3..1 1 150.36 139 91 10 98 

TE血 ec) II CSF /動脈
コ4646i 434 13 I 15 62 87.41 87 2 ~ 74 60 I 1.34 100 I 53.79 58.01 

4帥 I 353.21 3 6 1.48 8S.30 81.62 55.60 59.87 11.04 I 
47.23 60.15 

I -400 63.55 78.67 
348 25 359.57 105.88 i5,)6 58.i6 50.04 I J.98 

I 5． 一00 55.57 69.20 

362.83 3il 83 88.30 13 41 60.S2 51 11.39 I 54.36 67.14 

② 2D-BPAS-MRI • 3D-FRFSEのCNRを測定し、比較検討を行う。

| 2D撮像による各測定点の信号強度 I
動屍R ll 動扉② II蔚其賓① $Dair ① 11 so血R

350.3 97.4 97.8 35.7 37.5 4.38 5.73 

2D撮像時の CNR 3D撮像時の CNR(20mm厚）

CSF I動脈 II CSF/脳実質
CSF/動脈 IICSF/脳実質

49.20 61.27 
69.37 82.01 
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考察

3D-FRFSE法は、 2D-BPAS法よりも椎骨脳底動脈の血管外径の描出能に優れ、 3D-TOF-MRAと併

用することにより、血管性病変評価において有用な情報が提供できる。

画像処理を行うことで、任意の角度やvolumeでの観察が可能となり、臨床的に有用である。

画像処理

[ 3D-TOF-MRA(MIP画像） 3D-FRFSE 2D-BPAS 

| 3D-TOF-MRA(MIP画像） I[ 3D-FRFSE(reformat処理）

元画像 CPR画像
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当院MRI部門の事故低減の取り組み

（公社）鹿児島共済会南風病院 医療技術部放射線技術科藤崎誠

【目的】

2009年当時の当院MRI部門では年間 8~10件

程度のインシデン トが報告されていた。その内容

に関 しても部位間違いや磁性体持ち込みによる吸

着事故等重大なインシデン トであった。

そこで 2009年 7月よりイ ンシデン トに至る前

段階（ヒャ リハッ ト）の報告システムを運用し、

そこで報告されたヒャリ ハッ トと従来システムに

よるインシデン ト報告を検討することによりイ ン

シデン トの低減に取り組んだので報告する。

【方法】

・従来の院内イ ンシデン ト報告システムに加え、

簡易的に登録でき るヒャリ ハッ ト報告システムを

ファイルメーカーで作成し部内で運用する。

・報告されたヒャリハットをネ ット配信し全員で

情報共有する。

・報告されたインシデン ト、ヒャ リハッ トを基に

改善策を検討し実行する。

【使用ソ フト、参考書籍】

・ファイルメーカーPro(Ver5.0) 

・診療放射線業務の医療安全テキスト 分光堂

【報告システムおよび改善策l

当院のイ ンシデン ト報告システムを示す。(Figl)

電子カルテでの入力となっており行程が 1．事象レ

ベルから 8当事者勤務状況まで細かく必須の入力

項目がありその入力は煩雑である。

(•It •• IIf /’• I 1, q II I II II 1 1, 1 1 9 99り111 l’ -•• ’"'99Il囀I'IL99!ふ凸：i
． ，．．．．，．正””“”’9, ．い••••., ・ ••一，L.．．．．"囀● ！ •'"" !l....…・・ • 

次に部内のヒ ャリ ハ ット報告システムを示す。

(Fig.2)イントラネ ット上に作成しており、 部内

スタ ッフであれば誰でも登録、 閲覧可能である。

ポップアップリスト入力で簡便である。

t:四 9ヽッら 奮餞

年虞心 匝ニコ 9生年月帥9951會．．鯛fi年月 eIr•1り訂令 1 

”奮氏名 一 ----1 覺見11a—, 
”名1匹 I L^` 嶋0 0mm針如 ‘•;‘詞 9 C O亡ニコ
呻冒織たったが咋クルを右Iい合わ＂ていた、 9ートの知して::T
叫飼；c和9_§薗〗甘伍｀尋鰐 j 

罵覺坊止警 1鴫中して乃辺訊カードを使った氏．＂励鬱厄

屯＂王国国畔京薔翫 I哀眠Ef：・―|且BEニコ
安全？，~t|守”-- 1虹lこよる IB さe呻，，， Illぼを；；願いし雇針閃竺ぎ←

Fig.2 ヒャリハット報告システム

次にヒャリハット事例のメール画像を示す。

(Fig.3)毎週月曜日に報告されたヒャリハットを

メール配信し全員で事例を共有している。
'"'ぶ99\••t ... 
● ・、9-―’̀’̀.• ● • ( .,c -,_,,,, "・-….,：・匹".• _•9.: 
..,巴...，匹J平 I3場・

;:,,.,,., j.  

H名 ＾ 忙•

•d:^ ”9 屠峯 “ ― `Jぃ 疇• 事鼻曹．un 、ーと9 9; •: —• 9 9 
｀`つ“'疇”‘’̂••• t 

ヽフャ •9 9 9 C嵐弓~・ →入．＇

9..ざ,．．．,”
；凸，，；，t;，；9,；き’・ •-u. ← 
”t  9~ 9 9 
ヽ
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Fig.3 ヒャリ ハッ ト事例のメール

次に検討した対策を示す。(Fig.4)患者入室前

には金属探知機で確認を行い、操作卓には事前チ

ェック を行った問診票と左右の部位確認カードを

掲示し検査を行う。

'鼻嘉

Fig.1インシデン ト報告システム Fig.4 問診票と左右確認カードの指さし呼称
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【結果】

報告件数の結果を示す。(Fig.5)インシデント

の報告数はレベル 2および 3（患者に何かしらの

影響があった事象）は低減できなかった。

また、レベル 1（患者への直接の影誓がなかった

事象）は増加した。

レベル 0（ヒャリハット）は運用開始後年間50~

100件程度の報告があった。

Fig.5 インシデン ト・ヒャリハット報告数

磁I生体の持ち込み等いわゆるヒューマンエラー

による重大なインシデン ト（患者への影響があっ

た事象）報告の結果を示す。 (Fig.6)2008年度を

ピークに以降、減少傾向が見られる。

2013年度は 0件であった。

【まとめ】

・インシデントの発生数を低減することはできな

かった。

・レベル 1（患者への直接の影響がなかった事象）

の報告数が増加した。

・吸着事故や部位間違い等のヒューマンエラーに

よるイ ンシデン トを低減することができた。

【考察】

ヒャリハット報告システムの導入により、細か

なことでも報告するという気風が起こった。そこ

で患者への影響がなく、これまでは報告されてい

なかったようなインシデン トの報告がなされるよ

うになったと考えられる。

金属探知機の導入や安全確認の徹底、指さし呼

称の徹底励行により安全意識、事故防止意識が高

まり ヒューマンエラーを低減することができたと

考える。
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【今後の課題］

レベル1（患者への直接の影響がなかった事象）

の発生を低減するために、失敗モード影響分析法

などを取り入れ、発生予防を目的に事前介入して

いく必要がある。

今回、 MRI部門のみの報告であったが、ヒャリ

ハッ ト報告システムは放射線技術科全部門で運用

されており、未だ報告件数の少ない部門もある。

全部門の報告意識を高めるための啓蒙活動を続け

ていく必要がある。

Fig.6 ヒューマンエラーによる重大なイ ンシデ

ントの報告数
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平成26年度公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

霧島・姶良地域研修会終了報告

1.日程

開催H ：平成 26年 7月 5日(±)

時間： 15:30,-..,,,;17:45 

会場：加治木温泉病院講堂

2.会内容

【I】開会挨拶 （公社）鹿児島県診療放射線技師会 会長 池田睦

【II】一般演題 座長医療法人七徳会大井病院 小浜剛

l.『MOSFET線量計の使用経験』 鹿児島大学医学部附属病院市原正道

2.『股関節軸位撮影におけるポジショニングの検討』霧島市立医師会医療センター池田隆太
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【II1】施設紹介

1.国分生協病院

2.加治木温泉病院

w．技師レクチャー

『胸部X線写真について』

『腹部X線写真について』

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

鮫島保人

川原翔太

霧島市立医師会医療センター 佐々木崇

霧島市立医師会医療センター 坂口右己
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【VI】霧島姶良地域理事挨拶 霧島市立医師会医療センター平賀真雄

3. 出席者 32名

《内訳》 JART会員 26名 非会員 6名

霧島・姶良地域 23名他地域 9名

4. 総評

一般演題2演題、施設紹介を2施設と、胸写、腹単の読み方を放射線技師より

まとめてレクチャーするといった内容で構成された勉強会となりました。

冒頭では池田会長より医療・介護の一括法案が成立、公布され、放射線技師

の業務範囲の拡大が一部認められるといった話をしていただきました。

技師のレクチャー講演としては基本に戻り、胸部レントゲンの撮影法と、読影は
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いくつかの症例やサインをまじえながらポイントを説明して頂き、腹部レントゲン

も同様に各体位の撮影法やその意義、また症例やサインをまじえてどう読むか

を説明して頂きました。

8常の臨床の場においても、救急の現場にしても胸腹部レントゲンは今も昔も

欠かせません。実際はCTや他モダリティによる診断が優先、先行されることが

多くなっていますが、非常に奥の深い自分の撮ったレントゲンをもっと真剣に向

き合っていくことの大切さを改めて感じるよいきっかけになったのではないでしょ

うか。

今年度の開催（予定）

（冬季）平成27年 1月3113（土）

0一般演題 0施設紹介
0講師を招いた特別講演
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第2回鹿児島X線撮影研究会活動報告

鹿児島X線撮影研究会代表世話人

今村病院分院 画像診断部

馬場隆行

第 2回鹿児島X線撮影研究会を平成 26年 7月 12日（土） 15時 00分から 18時 00分まで

鹿児島医療技術専門学校にて開催しました。今回より生涯教育カウントが3C付与されました。

会の内容は、解剖学から始まり、基本的な撮影方法などの座学と、各施設の撮影方法の紹介を行い、興味

深い発表となりました。後半は X線撮影室を用いたハンズオンで、スタッフモデルによる、ポジショニングや

大転子の位置確認方法などを行い、次に無線FPDでファントムをX線撮影し、撮影法の違いによる画像の

違いや、軸位撮影のコツや、ズレを修正する実技を行いました。要点は、それぞれの撮影法に利点と弱点

あり、理解したうえで撮影に臨み、頸体角や前捻角の解剖をふまえたポジショニングの大切さを再確認しま

した。座学、ハンズオンともに、質疑応答も活発に行われ、日常の撮影に不安や疑問を抱えている様子がう

かがえました。

参加人数は想定していたより多く74名と多数で、資料等が不足する事態が生じ、ご迷惑をおかけしました

が、後日、資料をウェブ上に公開し、ダウンロードしてもらうことで対応しました。

技師会非会員の参加者も 19名と多数でした。これを機会に技師会にも興味を持ってもらえるとうれしく思い

ます。

同時にアンケートも実施し、貴重なデータを集めることもできました。

参加者の勤務する病院は整形、救急外来外科等がある病院の方が多く、 満足度に関しては、大変満足

と満足で大半を占めていました。次回以降の会の内容の要望は胸部、 四肢関節など多岐にわたり、会の継

続と重要性を再認識しました。

今回は、終了後に情報交換会も企画しました。軽食を準備し、実際の撮影時の詳しい質問や、今回のテー

マ以外も話題に上がりました。次回の腰椎についても聞き取りを行った結果、バリエーションが豊富なことに

驚きました。第3回の研究会も有意義な会になることを確信しました。しかし、情報交換会の参加人数が想

定より少なく、情報交換だけではなく、補助具作成実技などを取り入れ、充実させたいと思いました。

第1回の反響の声も聞かれ、実際に撮影法を再検討し、導入したとの意見もあり、うれしく思いました。

会の趣旨が「明日から使える技術、座学だけではなく、ハンズオンも取り入れ患者様に優しい対応、技術、

ゴールデンスタンダードの探求」となっており、今回も趣旨に沿った内容となったと思います。

固定概念にとらわれない柔軟な発想や、効果的な補助具の利用で、「撮れた、から撮った ！」へ意識や技

術の向上の為に、 X線撮影に携わるすべての皆様とともに歩んでいくつもりです。次回も多くの方の参加を

お待ちしています。

最後に、ご協力いただいた、メーカーおよびベンダーの皆様にお礼を申し上げます。
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第2回鹿児島X線撮影研究会プログラム

開催日時： 平成26年 7月12日（上） 15:00,,......,18:00 （受付開始14:30)

開催会場： 鹿児島医療技術専門学校平川校 3号館 3F大講義室

鹿児島市平川町字宇都口 5417-1 099-261-6161 

主 催： 公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

参 加 費： 技師会会員・学生：無料、非会員： 5.0 0円

※技師会会員： 日本診療放射線技師会より、生涯教育カウン ト3.oc付与。
プーマ： 「股関節撮影その 1」

内 容： 1. 開会挨拶 (15:00)

2. 教育講演 (15:05-15:35)

1．股関節の解剖

2．股関節の基本撮影法

今村病院分院馬場隆行

清泉クリニック整形外科 渡邊義治

鹿児島医療技術専門学校有薗 良一

3. 各施設の股関節基本撮影の紹介 (15:40-15:20)

•鹿児島大学病院

・南風病院

座長 l：米盛病院伊藤大助

座長 2：鹿児島大学病院大園健一

大園健一 ・今給黎総合病院

柳川絢海 ・米盛病院

丸尾美由紀

屋部太輔

4. 股関節撮影のコツ講座 (16:35-17:55)

〇股関節軸位撮影法について（スライド） 今村病院分院馬場隆行

0ポジショニングの実際（ハンズオン） 今村病院分院 岩下昌平他

5. 閉会挨拶 (17:55-) 清泉クリニック整形外科 渡盪義治

◇情報交換会◇ 会場：鹿児島医療技術専門学校平川校 2号館 1階ビュッフェ

参加費 ：1,000円

【駐車場について】

正門入ってすぐの駐車場のほか、建物周辺の駐車スペースも、ご利用可能です

【問い合わせ】

馬場隆行

有薗良一

今村病院分院 画像診断部 099-253-9930 (5272) ダイヤルイン

鹿児島医療技術専門学校 診療放射線技術学科 099-261~616 

-58-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

-
施設紹介

ハンズオン風景

情報交換会

情報交換会 7 
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平成 26年度 鹿児島消化器画像研究会報告

鹿児島共済会南風病院

日高 稔

平成26年 4月 16日（水）に鹿児島厚生連病院にて第 46回鹿児島消化器画像研究会、平

成 26年 7月 26日（士）に鹿児島共済会南風病院にて第 47回鹿児島消化器画像研究会が開

催されました。

4月に行なわれた研究会では、 49名 (JART会員 33名、非会員 15名）の参加でした。

消化管の基本的な解剖や撮影法、症例レクチャーを中心とした内容で行なわれ、これから

消化器検査を始められる若い技師の方々にとっても、有意義な内容でした。

7月に行なわれた研究会では、 43名 (JART会員 33名、非会員 9名）の参加でした。消

化管検査において重要な外科的術式や検査薬剤の使用法の発表、超音波レクチャーでは超

音波の基本的な事柄から病理との対比、一般発表では透視検査や超音波検査にて特徴的所

見であった症例の報告があり、基礎から臨床まで幅広い内容でした。

症例報告では、胃 X線検診にてチェックされ、精密胃 X線検査が施行された症例の報告

があり、検診業務に携わる技師および精検施設の技師も、術後対比・フィードバックする

ことで、注意すべき所見や透視観察の重要さを再認識できた機会となりました。

学術講演では鹿児島共済会南風病院の島岡俊治先生に「ESD時代に求められる胃癌深達

度診断」と題しご講演を頂き、 ESDの普及に伴い術前検査における胃癌深達度診断の重要

性や、内視鏡検査や X線検査でのそれぞれの有用性についてお話していただき、非常に充

実した学術講演でありました。

今後の本研究会の予定は、第 48回研究会を 10月22日 （水）に鹿児島厚生連病院、翌年

2015年 1月には第49回研究会を鹿児島共済会南風病院で開催予定しております。

本研究会は透視検査に限らず、消化器系全般とした画像検査について、基礎的なことか

ら臨床的なことまで幅広い内容で毎回行っております。会員・非会員また初心者の方から

ベテランの方まで問わず多くの参加をお待ちしております。
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平成 26年度 第 11回フレッシャーズセミナー（開催報告）

恒例により、平成 26年度の第 11回フレッシャーズセミナーが下記の日程・内容にて開催

されました。今回も、公益社団法人日本診療放射線技師会と公益社団法人鹿児島県診療放射

線技師会の共同開催という形をとり、プロ グラムは、エチケット・ マナー講座、医療安全講

座、感染対策講座、 気管支解剖講座、そして今年は、鹿児島X線撮影研究会にお願いしてX

線撮影検査講座を加えて開催されました。参加人数は、非会員 21名、会員 13名、学生 8名

の計 42名の参加数で、地域理事や各施設の技師長さんの協力もあり、例年より、新人の参加

者が多く見られました。

又、今回より、セ ミナー終了後、軽食を準備して、時間が許す新人さんに残ってもらい簡

単な自 己紹介等、新人同士の情報交換の場を設けま した。参加者は少ないでしたが、話が盛

り上がり 、仲良くなれたのではと思います。（下記に参加 して下さった矢崎さんの感想を掲載

しました。） 今後、 同じ職業の診療放射線技師として、 同期新人として、親交の発展に繋げ

たら幸いです。

来年度も開催予定ですので、諸先輩方の新人参加へのご配慮及び会員のみなさまの参

加 をよろ しくお願い致します。

【日程及びプログラム】
日時：平成 26年 6月 29日（日） 9時～15時 20分

場 所：鹿児島大学医学部臨床講義実習棟2F 「第 4講義室」

参加費：無料（非会員の方、学生さんも参加大歓迎です）

その他：駐車場は、当日、無料駐車券を配布します。

内容：

① 9時～9時 30分 エチケット・マナー講座

西郷康正（鹿児島大学病院）

② 9時 30分～10時 20分 医療安全講座

元 JART医療安全対策委員会委員長 太田原美郎（鹿児島市立病院）

≪ 休憩 ≫

③ 10時 30分～11時 20分基礎講座「X線撮影」

X線撮影研究会代表世話人 馬場隆行（今村病院分院）

④ 11時20分～13時 気管支解剖講座

学術担当理事 藤崎拓郎（鹿児島大学病院）

≪ 休憩 ≫

⑤ 14時～14時 50分感染対策講座

学術担当理事 石本裕二（すこやか健康事業団総合健診センター）

⑥ 14時 50分～15時 20分 診療放射線技師会活動等の紹介と入会案内

総務理事 藤坂智史（鹿児島大学病院）

【参加者感想】

フレ ッシャーズセミナーに参加して

今村病院分院 画像診断部 矢崎滉平

6月に開催されたフレッシャーズセミナーに参加する前， 私は日本診療放射線技師会への
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入会を迷っていましたそれは， 日本診療放射線技師会というと私には敷居が高いように感

じていたからです．また，県外の大学出身の私にとって，鹿児島県に診療放射線技師の友人

がほとんどおらず，参加する前は不安もありましたが，実際に参加してみると同年代の診療

放射線技師の知り合いが増え，その方々と悩みや不安を共有することで， 自分自身の悩みを

解決することができました．

また，フレッシャーズセミナーでは実際の臨床現場の現役で働いている先輩技師の方々の

様々な講座を受け，患者様に対するエチケットや，実際の臨床現場で用いられる撮影方法，

解剖など様々なことを学びました

日本診療放射線技師会への入会を迷っていま したが，フレッシャーズセミナーに参加する

ことで入会を決意し，今では様々な勉強会に積極的に参加するようにしています．勉強会に

参加することで自分の知らなかった知識を多く取り入れることができ，いろいろな病院の診

療放射線技師の先輩や友人も増え，私は日本診療放射線技師会に入会して本当に良かったと

感じていまず

これからもいろいろな勉強会に積極的に参加し，知り合いの輪を広め，そこで得た知識や

技術を実際の臨床の現場に生かしていきたいと思います．

【会場風景】

【参加者氏名】

有薗良一、石本裕二、太田原美郎、西郷康正、坂下周一郎、藤坂智史、平）ii 遼

藤崎拓郎、松野下直美、馬場隆行、菊池春喜、渡邊義治、川西 義浩、黒瀬潤

田上俊平、松永隆志、高松広太、簗淵優樹、井上史央里、江口佳奈、東大将

山本真照、牧元魁星、瀬戸口 明子、小西有貴、山下大介、矢崎滉平、中村綾那

四反田浩太郎、大坪丈太郎、上舞優介、徳永美紅、今村正吾、北ノ園雄朔、

吉見誠人、黒木義隆、 山口稜介、 湯田紳次、山下千秋、武田耕汰、野口洋一

（順不同、敬称略）
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平成 26年度リーダー及びリーダー育成研修会

平成26年度の研修会では、昨年度ご好評でした総合メディカルコンサルティング推

進部コンサルティングマネージャー小宮裕恵先生へ引き続きご講演をお願いしま

した。

今回は、①人事管理とリーダーに求められる役割②スタッフの動機付け要因③上

司 ・後輩との関わり方の検証④コーチングの概要 ・スキル⑤コーチングの実践の

内容でご講演して頂きます。座学だけでな くグループに分かれて実践形式でご指導頂

く予定で、大変有意義な研修会になると確信しております。是非、この機会をご利用

して頂き、ご自身のスキJレアップの一助になればと考えております。

業務多忙と存じますが、本研修会の主旨をご理解いただき、ご多数の皆さまにご参

加いただきますようお願い申し上げます。

記

日時：平成26年 7月 19 日（土） 15:00~17:00

場所：鹿児島大学医学部附属病院第 2臨床実習室 (3F) 

鹿児島市桜ケ丘 8-35-1

参加費：会員：無料•非会員： 500 円その他：駐車場は当日無料券を

配布します。

プログラム：

【教育講演】

「部下をやる気にさせる指導・育成」

～できる人から伸ばす人へ～

司会：鹿児島県診療放射線技師会 会長 池田睦

講師：総合メデイカルコンサルティング推進部

コンサルティ ングマネージャー 小宮裕恵先生
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平成 26年度リーダー研修会に参加して

鹿児島共済会南風病院 医療技術部放射線技術科 井ノ上祐二

7月 19日（上）に鹿児島大学第 2臨床実習室に於いて、平成 26年度リーダー研修会が行われ

たので参加しました。

講師の先生は昨年同様、総合メデイカルの小宮先生でした。昨年も参加させていただき話を聞

かせてもらいましたが、新鮮で非常に中身の濃い話だったと いうのを記憶しています。今回は実

践的なものを行うというのを聞いていましたので、 何をするのか多少不安な気持ちで参加しまし

た。

今回の研修会のタイ トルが「部下をやる気にさせる指導・育成」でした。まず前回リーダー会

の復習も含めて今の時代の上司力、上司と部下の仕事の進め方、やる気に影響する言動、コーチ

ングの概要ということで話が進められていきました。今の時代の上司力というところでは「部下

を管理する」というところから「部下が育つ環境を創る」に変わってきており、部下自身にセル

フマネジメン トをさせる力をつけさせることが上司力だとおっしやっていました。この他にも部

下への接し方や叱り方など、とても興味深い話を聞くことができました。なかでも印象的だった

のが、話の途中で変な形の『手押し車』の図形を出されて感想を 5個以上書きなさいというもの

がありました。私は「バランスが悪い」「ハンドルが持ちにくい」「タイヤの位置が悪い」など否

定的な意見などを並べていました。他の方の意見を聞いてみると「荷物がたくさん乗せれそう」

「運びやすそう」「タイヤを前につければよいのでは」「かわいい」とか肯定的な意見も出てきて、

ハッと思ったものでした。 小宮先生の話では、 部下の悪いと ころはすぐ目につくが見る角度を変

えて接することも大事で、否定的な話ばかりではなく 前向きな話、建設的な話を交えて部下とは

接することを心がければ良い関係が築けるのではないかとおしやっており、なるほどと頷けるも

のでした。

最後にコーチングの実践ということで 3人一組になり、上司、部下、オプザーバー役となり実

際にコーチングを行ってみましょうとい うものでした。テーマが「あなたが改善しよう考えてい

る課題は何ですか？」で、私のグループは、 池田会長、清泉クリニックの渡邊さんという周り か

らは少し濃いメンバーと思われたかもしれません。3人がそれぞれの役割を交代しながら実践し

ていき、私が池田会長をコーチングするというなんとも変な感じで したが、それぞれの施設でい

ろいろな悩みがあるものだなと思いつつ、 的確な意見ももらいながら以外とおもしろく、楽しく、

それからやはり難しいなと感じました。

今回のリーダー研修会では、 上司力 とは、 部下への接し方は、コーチングは、などいろいろ考

えさせられましたが、本当に貴重な経験をさせてもらいました。
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リーダー研修会の感想

今給黎総合病院浮田啓一郎

7月 19日に開催された、リーダー研修会へ参加した。今回は「部下をやる気にさせ

る指導・育成 ～出来る人から伸ばす人へ～」という入職19年目でいつの間にか部内

の中間管理職という自分にぴったりのテーマである。

講義では今の時代の上司力は部下を管理することではなく部下が育つ環境を創るカ

であり、自分と部下の仕事を正確に把握して公平に仕事を任せ、評価してあげることや

部下にやる気を出させる言葉がけをしセルフエスティーム（自尊心）を高めてあげるこ

とが大切であると知り、自分はしっかりできていたのか大いに反省させられた。

またコーチングの概要やスキルを学び、グループ実習でコーチングの実践を学んだ。

今までコーチングというのは相手に上手に教えることだと思っていたが、相手の話を聞

き相手が答えを見つける為にサポートをするのがコーチングだと知り、自分のコーチン

グという言葉の認識の違いを直すことが出来た。

今回の研修会で学んだことを生かし、優秀な若い人たちをもり立てられるような上司

像を目指したい。
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第 1回FRT九州研修会開催報告

九州地域女性診療放射線技師の会 (FRT九州）

代表世話人松野下直美

平成26年7月26日（土）、熊本大学医学部附属病院（東病棟12階多目的ホール）にて開催しました「第1

回FRT九州研修会」をご報告いたします。

「FRT九州」は、本年度、九州地域放射線技師会に所属する会として発足しました。JART事業のひとつ

「診療放射線技師女性サミット」の活動形式が、全国の女性診療放射線技師を集めたサミットから、 平成26

年度からは各地域での活動に移行するという会告に合わせ、九ヽ州地域各県の女性技師各2名ずつが世話

人となり活動を始めました。そして、その最初の大きな活動が、この研修会です。

参加者は、総数97名。内訳は、会員64名、非会員16名、学生8名、一般9名でした。研修に用いる材料

等を急逮追加しなければならないほど、予想以上の参加を戴き、盛会に終えることができました。以下に研

修内容項目を記します。

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

: 1. FRT九州報告 「女性サミットの活動のこれまでとこれから」

徳和会徳久整形外科松野下直美

i 2. 特別講演 「人工乳房のおはなしと人エニップル製作体験」

株式会社池山メディカルジャパン池山紀之先生

3. ワークショップ 「コミュニケーション術」

日本赤十字社熊本健康管理センター中島佳子

4. リフレッシュタイム 「腰痛・肩こり体操」

日本赤十字社熊本健康管理センター運動指導士紫藤ゆかり先生！

5. スライド作成の基礎講座

「難しくしないプレゼンテーションの組み立て方」 ： 

雪の聖母会聖マリア病院井上真由美先生！

「パワポマニアおだ」

鶴友会鶴田病院小田誉之先生：

「魅せるプレゼンテーションテクニック」 ＇ 

熊本大学医学部附属病院池田龍二 先生！

今回、多くの方に参加いただけたのは、広報の努力のほか、プレゼンテーション ・スライド作成

術について熊本県はもとより他県まで広く知られている技師が、講師となっていただいたことも多

分にあると感じま した。

その 「5.スライド作成の基礎講座」では、 プレゼンテーションの構成について、分かりやすく印

象に残るための色使い・ フォン ト・ グラフ・レイアウ ト等の考え方について、知っているようで知ら

なかったパワーポイ ントの技やデザインについて等、直ぐ実行したくなるような役立つアレコレが
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詰まった内容でした。

「2．特別講演人工乳房のおはなしと人工ニップル製作体験」は、一昨年度の「鹿児島県診療放射

線技師女性の集い研修会」でも行った講演です。大変有意義で好評であったこと、講演をお願いし

たメーカーの支社が九州地域では熊本にあることなどから、今回またお願いをさせていただきまし

た。医療施設のなかで医療人として患者の立場という乳房切除者を思うのとは異なり、日常を生き

る乳房切除者の悩みや希望を知ることができたこと、その解決のひとつの人工乳房を理解できたこ

と、実際に製作体験ができたことなど、本当に良かったと思います。参加者からも、そのような感

想を多く戴きました。

意外だったのが、「4.リフレッシュタイム腰痛・肩こり体操」です。アンケート集計では、 2番

目に評価が高かった結果でした。会場全員で同じ動作をすることの一体感が、一層良い雰囲気に会

場をしてくれたように思います。以上のほかに世話人の松野下と中島技師から、報告・ワークショ

ップも実施いたしました。

今回の研修会は、参加者も多く、内容も高評価を得ることができ、大成功と言えると思います。

来年の次回は、鹿児島県で行います。次回も、有意義な研修会となるよう鹿児島県の皆さまの協力

を得ながら企画し、 開催したいと思います。どうぞ、ご協カ・ご参加のほど、宜しくお願い致しま

す。
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口 ～瑞宝双光章受賞～

日時：平成26年 3月8日（土） 1 7 : 3 0~  

会場： パレスイン鹿児島

① 開会の挨拶 池田睦会長

② 略歴紹介 鹿児島大学病院西郷康正氏

③ 祝辞 鮫嶋宗俊氏

④ 花束贈呈 藤坂理事、新村栄次副会長

⑤ 絵画贈呈 中村氏

⑥ 謝辞 桁岩雄先生

⑦ 乾杯の音頭 冨吉氏

⑧ スピーチ 米倉氏

⑨ 祝電披露 司会瀬戸理事

⑩ 万歳三唱 小川氏

司会： 瀬戸理事
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開会の挨拶池田睦会長

I 

祝辞鮫島宗俊氏

花束贈呈 藤坂理事、新村副会長
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略歴紹介 西郷康正氏

謝辞棺岩雄先生
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＊＊ 「学術奨励賞」おめでとうございます＊＊

平成25年 11月23日24日に開催されました第8回九州放射線医療技術学術大会（佐

賀）において、霧島隼人医師会立医療センターの平賀真雄さんが発表された演題名 「肝

牌コントラストを利用した脂肪肝定性評価法」が選考の結果、最優秀発表演題として

学術奨励賞を受賞されました。

これは、発表者の努力はもちろん、所属施設の仲間の協力の賜物と思われます。霧

島隼人医師会立医療センターの皆さま、優秀な演題のエントリー有難うございました。

この賞は、 中澤会長の起案で、第 8匝九州放射線医療技術学術大会にエント リーさ

れた全演題の内、 日本診療放射線技師会所属会員の発表者の中から、各県より選考さ

れ推薦された演題を、当日、内容（独創性、発展性、貢献性等）の数項目の審査が、

各県教育委員、座長らにより行われ、総得点の高い演題 1題に与えられる賞です。

表彰は、全国診療放射線技師学術大会（今年は大分県）で全国の地域ごと に選ばれ

た優秀演題と一緒に九州地域で選出された学術奨励賞として表彰されます。

（歴代受賞者）

第 5回九J州放射線医療技術学術大会：元日田調（鹿児島大学病院）鹿児島県
第 6回九J州放射線医療技術学術大会：辻英雄（福岡整形外科病院）福岡県

第 7回九 9州放射線医療技術学術大会：瀬筒美紀（鹿児島医療センター）鹿児島県

第 8回九」州放射線医療技術学術大会 ：平賀真雄（霧島隼人医師会立医療センター）

鹿児島県

上記に示すよ うに、過去、鹿児島県から多数の最優秀演題が選出されています、今

回は、鹿児島県で誇れる技師の一人でもある平賀さんが受賞されましたが、平賀さん

に負けないように是非、若手のみなさんの奮闘を期待しております。

まずは、各地域研修会、県学術大会で発表していただき、諸先輩技師からのアドバ

イスを貰い、さらに研究を進めて、九州地区の九州放射線医療技術学術大会や全国区

の日本診療放射線技師学術大会での発表、そして論文化をお願いします。今後も皆さ

まからの多数の演題のエン トリーをお願い致します。
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平成 25年度 第 4回（公社）鹿児島県診療放射線技師会理事会 議事録（会報版）

期日：平成 26年 3月 8日（土） 9時～11時 30分

場所：ホテルパレスイン鹿児島 4階「白樺の間」

出席理事：池田睦新村栄次大久保光男藤崎拓郎石本裕二

藤坂智史瀬戸和人齊藤二郎藤崎誠坂下周一郎

平賀真雄

出席監事：鮫嶋宗俊

欠席理事： 中島祐二 田畑ー文

議事録署名人：池田睦 鮫嶋宗俊

原口誠平田勝佐藤洋一

島児末治野中康博岡野三男

開会：池田会長より理事の過半数以上が出席しており本日の理事会の成立が宣言された。

議題 1．第 3回常務理事会（平成 25年 10月 30日開催）決定事項報告について

池田会長より以下の報告がなされた。

0各地域の研修会への理事の出席予定、すでに終了した研修会もあるので、 事後承認となる。

OJART女性サミッ トヘの鹿児島県からの推薦者について、 今までは松野下さんが執行部の役

員になられたので、代わりに今給黎病院の丸尾さんを JRATへ推薦している。

0技師連盟の鹿児島県での入会者は8名

0連絡網の進捗状況について、現在各種規定の編集を進めていますが、その中に鹿児島県放

射線技師会の連絡網もある。

0各種規定構成について、それぞれ分担を決めまして各種規定の構成を行っています。

0永年勤続 30年表彰推薦者について、鹿児島県放射線技師会の推薦者として 7名の方を推

薦する。

0夜間急病センターの研修会が 11月 29日に開催された。

025年秋の叙勲について、梼さんの受賞が正式に決まった。

0その他として、議事録を作成するにあたり、音声入カソフトの購入をした。

上記について理事全員賛同で承認された。

議題2. 第4回常務理事会（平成 26年 1月 17日開催）決定事項報告について

池田会長より以下の報告がなされた。

02月、 3月の地域研修会等への理事の出席予定

06月の総会の準備について 6月 21日にパレスインで開催、総会後に、公益法人 1周年記念

講演会・祝賀会も行う。

0学術大会を 5月 31日に単独開催する。場所は鹿児島大学医学部インテリジェントホール。

0技師会ホームページの現在の構成に追加して放射線検査についての解説を載せる予定

0各種規定の構成については既に構成は済んでいますので、編集委員にまとめてもらってい

ます。
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0リレーフォーライフジャパンヘの参加について骨密度の測定とブースを出してリレーにも

参加する。

0鹿児島県診療放射線技師会のみ登録の会員がおられる。日本診療放射線技師会と鹿児島県

診療放射線技師会は公益社団法人母体としては各々違う組織であるが、会員数が異なる事に

よる会費請求の煩雑さの問題や我々診療放射線技師の待遇改善や業務拡大を省庁と交渉して

いる日本診療放射線技師会という職能団体に入会しない会員が存在する事は診療放射線技師

の組織率の低下にも繋がる。組織率の低下は公益社団法人組織の運営にも大きな影響を与え

るため、 鹿児島県のみの会員登録は原則として認めない方向で考える。現在、鹿児島県診療

放射線技師会のみの会員の方は 日本診療放射線技師会への同時入会をお願いする方向でこれ

からも勧誘を行っていく。

0県技師会の中で、長年支部長をされた方の表彰を行いたいということを提案し了承を得た。

0各研究会の参加費の件につきま して、非会員に対しては一律 500円徴収し、 学生、メーカ

ーからは徴収しない。また、 研究会を行う施設の職員に関しては徴収しない。

上記について理事全員賛同で承認された。

議題3．平成 26年度春季学術大会 5月31日について

池田会長より平成 26年度春季学術大会の予定として 14時から鹿児島大学医学部のインテリ

ジェンスホールで開催される。平成26年度の診療報酬改定、吉浦教授を検討する。講演が2

題で演題発表が 6題。もしくは講演 1題で演題発表が 10題くらいとする説明があった。

上記について理事全員賛同で承認された。

議題4. 平成 25年度決算総会・平成 26年度予算総会 ＊平成26年度の予定について

池田会長よ り以下の説明がなされた。

0決算・予算は総会の前に理事会を開催するので、その時に話し合う。

010月に市民健康祭りが鹿児島アリーナで開催される。パネル展示をして、骨密度測定をす

る。

上記について理事全員賛同で承認された。

議題5.表彰委員会規程について

池田会長より以下の説明がなされた。

0平成25年度の表彰委員会を 2月25日に開催した。出席者は5人。

平成 26年秋の叙勲推薦者として西本孝市さんを推薦。平成 27年春の叙勲表彰推薦者として

福島昇さんを鹿児島大学より推薦予定。鹿児島県放射線技師会からの推薦は、平成27年秋以

降になる。

0長年選挙管理委員をしていた瀬戸さんと大迫さんに感謝状を付与することについて了承を
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得た。また旧支部長を長年させた方に感謝状を贈ることになった。

0叙勲について、橋口善治氏を平成 27年秋の叙勲推薦者とする。

0表彰委員の追加ついて、村山氏を平成 26年度以降の表彰委員に委嘱する。

0表彰規定について表彰基準の 15年のところ、叙勲申請規定の第三条三項の地域長歴 15年

以上の項目も省き、感謝状の表彰基準としては 10年以上役員として従事した者をおよび各地

域の会務に 10年以上従事した者とし、ただし 10年は目安とする。

第三条の 35年以上従事した者の年数は国の基準に合わせたいと思う。

上記について理事全員賛同で承認された。

議題6．その他

藤坂理事より新入会員の承認について平成 25年度の入会者は 13人、退会 6人、再入会者 1人、

転入者は 8人、転出者 6人。3月1日現在の会員数は 454人の報告があり理事全員賛同で承認さ

れた。

〇報告事項

1. 表彰委員会報告について

議題 5.で報告があったため省略。

2. 鹿児島県診療放射線技師会各種規程作成・編集委員会報告について

平田理事より各種規定の校正をまとめた。

文字の書体・大き さの統一をしている。JARTからの資料は PDFなのでそのまま掲載する形に

する。

編集委員会を開催し変更等が出てくると思いますので、修正後規定集として出す。

3. 九州地域放射線技師会関係について

藤崎拓理事より以下の報告がなされた。

0第 8回九州放射線医療技術学術大会参加人数は 811人、演題数 187題、 41セッション。

収支差額も 10万のプラス。学術奨励賞に鹿児島の平賀氏が選ばれた。

0平成 26年度九朴I地域放射線技師会役員改選について、平成 26年度より九小卜1地域放射線技

師会会長に佐賀県の廣木氏が務めることが承認された。

0学術大会の学生の参加について、抄録集を渡し 1000円とする、また、情報交換会も会員

と同額とする。

0第9回九州放射線医療技術学術大会を 11月 1日、2日に北九小卜1で開催する。

0平成 26年の九州地域放射線技師会研修会を 9月6日に熊本で開催される。

0基礎講習の件ですが、鹿児島では 8月に乳房撮影 12月に一般撮影を行う。静脈注射を 8月

の予定。

0第 9回九州放射線医療技術学術大会はポスターセッションと学生だけのセッションを設け
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た。利益相反のスライドを必ず入れることが決まっている。患者の情報を使用する場合は必

ず倫理委員会の了承を得ること。

4. 地域研修会関係

池田会長よ り次に地域研修会関係について、 地域理事は早めに予定を決めて連絡すること。

5. 女性の会関係

池田会長より 女性の会名称『FRT九州』 ができた。代表が鹿児島の松野下氏に決まり、また、

第 1回のFRT九州の開催を7月に熊本で行 うことになった。 詳しい案内はHPにも掲載予定。

6.その他

05月初めにニュースを発行したい

0リレーフォーライフの参加についてウオークと骨密度測定も行うので人数が多く 必要です。

多数の参加を募集してください

開会 ：新村副会長より以上で全ての議事が終了し、理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

公益社団法人鹿児島県診療放射線技

会長 池田
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平成25年度 第5回公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会理事会 議事録（会報版）

期日 ：平成 26年 3月 27日（土） 18時30分～19時30分

場所：鹿児島大学病院 3Fカンファレンス室

出席理事 ：池田睦 大久保光男藤崎拓郎石本裕二 中島祐二原口誠平田勝藤坂智史

齊藤二郎藤I裔誠坂下周一郎

出席監事：鮫嶋宗俊

欠席理事 ：新村栄次佐藤洋一 瀬戸和人 田畑ー文島児末治野中康博岡野三男

平賀真雄

議事録署名人： 池田睦 鮫嶋宗俊

開会 ：池田会長より理事の過半数以上が出席しており本日 の理事会の成立が宣言された。

議題 1．平成26年度事業計画案について

池田会長より平成 26年度事業計画案は 25年度と骨子自体は変わっていない。変わってい

るのは各種イベン ト等への積極的参加・ 協力というところでリレーフォーライフ・ジャパン

かごしまというのが入ってきている。

平成 25年度の事業計画を踏襲しながら平成 26年度も行っていくと いう説明があり、理事全

員賛同で承認された。

議題2. 平成 26年度収支予算案について

中島理事より以下の説明がなされた。

〇一般正味財産増減の部で会費の合算請求が始まったので年度より回収率が上がった。広告

収入は3社減って90,000円減らしてある。あとは例年並みで予算額の収入の合計が4,768,000

円である。

0経常費用支出の部が今年の傾向を見ると研修会、研究会などが多く旅費交通費、謝金が多

く発生して予算をオーバー したので今後は増やして、減らすべきところは減らしてある。 事

業費の前年の 420,000円の旅費交通費は 450,000円に上げてある。会場などを借りる賃借料

は50,000円上げてある。あと諸謝金が今年度は 680,000円だったのを 800,000円に上げてあ

る。

0管理費、法人会計は会議費が各地域の連絡会議などが増えてきており、会議費か増えてき

ているので 20,000円上げてある。また、それに伴う交通費を 90,000円上げてある。これは

今年の実績を見ると多くかかっているので多目に上げてある。

0諸謝金には公認会計士さんに支払う費用を含んである。

0総計上費用の総額は 5,246,000円です。
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0指定正味財産期末残高は 28,778,000円。

0収益でいままで規定に沿って 70歳以上で申請があれば会費は受け取らなかったが、今回か

らは 70歳以上は請求をしていない。

0公益法人会計はプラス収益は原則許されません。収支が同額かマイ ナスに しないと収益が

出たら問題になる。

上記について理事全員賛同で承認された。

開会：池田会長より以上で全ての議事が終了し、理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師

会長池田
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平成26年度第1回（公社）鹿児島県診療放射線技師会 理事会議事録（会報版）

期日：平成 26年 6月21日 （火） 12時00分～

場所：パレスイン鹿児島 4階 白樺の間

出席者理事：池田睦大久保光男藤崎拓郎石本裕二 中島祐二原口誠平田勝佐藤洋一

藤坂智史齊藤二郎瀬戸和人藤崎誠坂下周一郎岡野三男平賀真雄

島児末治 野中康博 里隆照（大島地域理事代理オブザーバー）

出席者監事：鮫嶋宗俊

欠席者 ：新村栄次 田畑ー文

議事録署名人 ：池田 睦鮫嶋宗俊

開会：池田会長より理事の過半数以上が出席してお り本日の常務理事会の成立が宣言された。

議事内容

0議題 1.93回総会における定款の改定について

池田会長より、今年度の総会では改定は行わない。理由として3分の 2以上の出席が望めない、

定款細則で運用ができるため、 26年度末が役員改選の年度であるので 27年度に定款改定を行う

ためその時にまとめて改定を行うためと説明があった。

（細則）

•第 8 条 常務理事、地域理事以外の理事は常務理事と同様に常務理事会に参加し、常務理事と

同様な技師会業務を行 う。

•第 9 条 地域理事は、会長の任命により、 地域の責任者として組織図に基づき、各々の地域を

統括する。

•第 10 条 監事は、会長の任命により、組織医に基づき、この法人の監査業務を行う。

次年度の事業計画及び収支予算に関しては、定款第 44条第 1項に記載するが、理事会の決議を経

た後に総会では承認を得るものとする。

以上の説明があり、理事全員賛同で承認された。

0識題 2. 平成25年度事業報告、決算報告について

池田会長より総会資料の確認、中島理事より監査報告、決算報告について説明があり、 理事全員

賛同で承認された。

0議題 3. 記念講演会、祝賀会について

藤坂理事より 6月 21日、理事会後の総会、記念式典（講演）、祝賀会のタイムスケジュー）レの説

明があり、理事全員賛同で承認された。

0議題4.FRT九州の鹿児島県代表としての旅費の負担について

池田会長より女性の会（鹿児島）代表 松野下氏からの旅費の負担についての要望が説明された。

財務的には問題ない、県技師会員へのフィードバックが必要などの意見があり、結果として FRT
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に参加する県代表者には旅費の負担を行うことについて、理事全員賛同で承認された。

0議題5.その他 新入会員の理事会承認

藤坂理事より今年度の新入会員 2名、退会者 1名、転入者 1名、転出者 3名の説明があり理事全

員賛同で承認された。

転入の手続きをしていない人がいないように手続きの依頼をする。

手続きの方法を会報やニュースに載せて周知をするなどの意見があった。

また妊娠、出産などで休業される方、病気等で休業される方は免除規定もありますので、会員へ

の周知をお願いする。

0報告事項

1. 第 74回日本放射線技師会定時総会報告

・放射線技師の業務拡大が国会で審議中であること、 JART理事の改選が行われ、中澤会長は続

行で役員の一部変更された。

2. 市民健康祭り実行委員会報告

. 10月 5日に鹿児島アリーナで開催され、ブースで、パネル展示・被ばく相談・骨密度測定 (2

台）を行う予定。

3. 会長、副会長及び常務理事の職務執行状況報告

・会長、常務理事の職務の執行状況について報告された。

新村副会長は入院のため欠席

4. その他

・診療放射線技師のことがわかる本が必要な施設は部数を藤崎理事まで連絡。

. 7月 19日リーダー研修会開催予定（別紙参照）参加予定者は藤崎理事まで連絡。

・6月 29日 フレッシャーズセミナー開催 各施設への広報。

•財務より、研修会や研究会の会計報告は領収書を添付すること 。

開会 ：池田会長より以上で全ての議事が終了し、常務理事会の閉会が宣言された。

議事録（原本）の内容と相違ありません。

公益社団法人鹿児島県診療放射線

会長 池田
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第 93回 公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

定時総会議事録

・日時：平成 26年 6月 21日 （土）15:00~16:20

・会場 ：ホテルパレスイン鹿児島 白鷺の間

1・開会の辞

2.会長挨拶

3・資格審査

4・ 議長団選出

5・議事録署名人選出

6.議事

議案第1号

平成25年度事業報告に関する件

議案第2号

平成 25年度決算報告に関する件

議案第3号

平成25年度監査報告に関する件

議案第4号

平成26年度事業計画案に関する件

議案第5号

平成 26年度収支予算案に関する件

議案第6号

その他

7.議長団解任

8.その他

，．閉会の辞
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出席

理事 池田睦 大久保光男藤崎拓郎石本裕二中島祐二

原口誠平田勝佐藤洋一藤坂智史瀬戸和人齊藤二郎藤崎誠

坂下周一郎岡野三男平賀真雄島児末治野中康博

監事 西元広男 鮫嶋宗俊

議長 棺祐幸児玉公輝

欠席

理事 新村栄次 田畑ー文

・正会員数 453名（平成 26年 6月21日 現在）

・出席会員数 61名委任状数 228名 合計289名

総会開始

1.開会の辞

瀬戸和人理事による第 93回定時総会開会の辞が行われた。

2. 会長挨拶

池田睦会長より挨拶、診療放射線技師の業務拡大（ネラトンチューブ挿入、抜針）などが国

会で審議中であること、日本診療放射線技師会の役員改選があり中澤会長が継続すること、

副会長が交代したこと、畦元省吾氏が理事に当選したことなどの報告が行われた。

4. 資格審査

藤坂智史総務理事より正会員数453名（平成 26年 6月 21日現在）のうち 289名（書面表決

者 228名を含む）が出席し総会が成立する旨の報告が行われた。

5. 議長団選出

会場からの立候補はなく、執行部より正議長に厚生連病院の梼祐幸氏、副議長に県立薩南病

院の児玉公輝氏を推薦し、満場一致で選出された。

議長団登壇

6. 議事録署名人選出

藤坂智史総務理事より公益社団法人移行後の新定款の 31条に沿って議長及び出席した理事

をもって議事録署名人とする説明が行われた。

7. 議事

正議長：議長及び出席した理事をもって議事録署名人に選出して早速審議に入ります。
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時間の関係上、議事議案第1号から議事議案第3号まで続けて説明を受けた

後、質疑応答及び採決にはいりたいと思います。

正議長：議事議案第1号から議事議案第3号まで執行部の説明をお願いします。

1) 議事議案第 1号 平成 25年度会務報告について

池田睦会長より別紙総会資料より平成 25年度事業報告の総括が述べられた。

藤坂智史総務理事より別紙総会資料より事業報告の説明がなされた。

2) 議事議案第2号 平成 25年度決算報告について

中島祐二財務理事より別紙総会資料より説明がなされた。

3) 議事議案第 3号 監査報告について

鮫嶋宗俊監事、西本広男監事より監査結果について、会務執行は的確に行われている。

事業については順調に執行運営されている。会計処理は間違いなく処理されている。そ

の他特に指摘すべき事項は認められないとの報告があった。

議事議案第 1号から議事議案第 3号までの一括質疑応答に入った。

正議長：会場より質問はないですか？

正議長：ないよ うですので採決に入ります。

議案第 1号平成 25年度会務報告について異議のある方の挙手をお願いします。

挙手 0名

保留の方の挙手をお願いします。

挙手 0名

異議のない方の挙手をお願いします。

挙手 61名

異議のない方の挙手多数により議案第 1号 平成25年度事業報告は承認されました。

議案第 2号平成 25年度決算報告について異議のある方の挙手をお願いします。

挙手 0名

保留の方の挙手をお願いします。

挙手 0名

異議のない方の挙手をお願いします。

挙手 61名
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副議長
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異議のない方の挙手多数により議案第 2号平成 25年度決算報告

貸借対照表、正味財産増減計算書、貸借対照表及び正味財産増減計算書の附属明

細書、財産目録は承認されました。

続きまして、議案第 3号監査報告について異議のある方の挙手をお願いします。

挙手 0名

保留の方の挙手をお願いします。

挙手 0名

異議のない方の挙手をお願いします。

挙手 61名

異議のない方の挙手多数により議案第 3号 平成 25年度監査報告は承認されま

した。

つづきまして、議事議案第4号、議事議案第5号の審議に入ります。

議事議案第4号、議事議案第 5号の説明を受けた後、質疑応答及び採決にはいり

たいと思います。

副議長 ： 議事議案第4号、議事議案第5号の説明を執行部お願いします。

1) 議事議案第4号 平成 26年度事業計画について

池田睦会長より別紙総会資料より平成 26年度事業計画の概要、藤坂智史総務理事より事

業計画の説明がなされた。

2) 議案第 5号平成 26年度収支予算案について

中島祐二財務理事より別紙総会資料より議案第 5号平成26年度収支予算案の説明がなさ

れた。

議事議案第 4号、議事議案第 5号の一括質疑応答に入った。

正議長： 会場より質問はないですか？

正議長：ないようですので採決に入ります。

議案第4号平成 26年度事業計画について異議のある方の挙手をお願いします。

挙手 0名

保留の方の挙手をお願いします。
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挙手 0名

異議のない方の挙手をお願いします。

挙手 61名

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

異議のない方の挙手多数により議案第4号 平成 26年度事業計画案は承認され

ました。

続きまして、議案第 5号平成 26年度収支予算案について異議のある方の挙手をお

願いします。

挙手 0名

保留の方の挙手をお願いします。

挙手 0名

異議のない方の挙手をお願いします。

挙手61名

異議のない方の挙手多数により議案第 5号 平成 26年度収支予算案は承認され

ました。

続いて議案第 6号の その他 に入ります。

執行部前びに会場からのご意見・提案はないでしょうか。

執行部 ： 会長よりその他（定款細則の改定）について

池田睦会長より定款細則の改定についての説明がなされた。

池田睦会長：公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会定款第 44条の第 1項の事業計画及び収支予

算について、「この法人の事業計画、収支予算書及び資金調達及び設備投資の見込み

を記載した書類は毎年事業年度の開始の 日の前日までに、会長が作成し、理事会の

決議を経て総会の議決を得なければならない。」と記載されているが、総会の議決を

得るには事業年度の開始前に総会を開催する必要がある。定時総会は年 1回と定め

ているので実際とそぐわないため定款の改定が必要であるが、鹿児島県保健福祉部

保健医療課と相談の結果、定款は改定せずに定款細則に新たに記載して、定時総会

で社員（会員）の承認が得られれば問題ないとの事であった。また、第 14条第 2項

の理事の数について、常務理事、 地域理事以外の理事がいるが、常務理事と 同様な

技師会業務を行うため、 この項も理事を常務理事として定款細則に記載して運用し

たい。そのため定款上の麒顛を定款細則で補い運用する事について、今定時総会で

会員の承認を得たいと思い議題として提案しました。

定款第 14条関係について、定款細則に第 8条を追加する。

「第 8条 常務理事、地域理事以外の理事は常務理事と同様に常務理事会に参加し、

常務理事と同様な技師会業務を行う。」

また、定款 44条関係は公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会定款第 24条より定

時総会は、毎事業年度終了後 3箇月以内に 1回開催すると決められています。従い
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まして、次年度の事業計画及び収支予算に関する定款細則第 13条（総会に関する項）

に2項を追加記載して以下の通り改定する。

「2 次年度の事業計画及び収支予算に関しては、定款第 44条第 1項に記載するが、

理事会の決議を経た後に総会では承認を得るものとする。」

議事議案第 6号の質疑応答に入った。

正議長：会場より質問はないですか？

正議長：ないようですので採決に入ります。

識案第 6号その他（定款細則の改定）に対して異議のある方の挙手をお願いしま

す。

挙手 0名

保留の方の挙手をお願い します。

挙手 0名

異議のない方の挙手をお願いします。

挙手 61名

異議のない方の挙手多数により議案第6号その他（定款細則の改定）は承認され

ました。

副 議長 ： 他にないでしょうか？ないよ うですので、これで議案第6号を終了します。

7.議長団解任

副 議長 ： 以上を持ちまして議案第 1号から議事議案第 6号までの審議を終わり、私たちの

議長の責を退かせて戴きます。会場の皆様のご協力ありがとうございました。

8. その他

池田会長より議事に協力していただいた会員へのお礼の言葉があった。

また、リ ーダー研修会の案内、基礎講習（乳房撮影）の案内、抜針講習会の案内が行われた。

9. 閉会の辞

すべての審議を終え、本総会が終了し、瀬戸和人理事により 閉会が宣言された。
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以上の決議を明確にするため、この議事録を作成し、 定款第 31条 2項に沿って、議長及び出

席した理事が記名押印する。

平成 26年 6月 28日

正義長 椿祐幸

副議長 児玉公輝

理 事 池田睦

大久保光男 藤晰拓郎 石本裕二

中島祐二 原口誠 平田勝

佐藤洋一 藤坂智史 瀬戸和人

齊藤 二郎 藤崎誠 坂下周一郎

岡野三男 平賀 真雄 島児末治

野中康博

議事録作成 藤坂智史

この議事録は原本と相違ありません

平成 26年 6月 28日

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会 長 池田睦
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第93回定時総会出席者（順不同）

1 河野正人 24 永山照明 47 栴祐幸

2 村山光生 25 橋口満 48 西憲文

3 山口信夫 26 岡野 三男 49 ・新留寿

4 椿岩雄 27 長野勝悟 50 増井飛沙人

5 大久保光男 28 田口利樹 51 岩永崇

6 池田睦 29 島児末治 52 木屋尾祐太朗

7 穂満信行 30 隈元満広 53 木村圭佑

8 室屋純一 31 中島祐二 54 岩元亮太

， 橋口善治 32 井ノ上祐二 55 渡邊義治

10 竹之内学 33 大迫良一 56 持留浩輔

11 石山重行 34 平田勝 57 山下友也

12 里隆照 35 原口 誠 58 若松重良

13 瀬戸和人 36 石本裕二 59 高田橋司

14 平賀真雄 37 松村康博 60 田中嵩人

15 出水田尚文 38 宮薗輝美 61 萩原純久

16 園田実郎 39 藤坂智史 62 野中康弘

17 瀬戸口 勲 40 坂下 周一郎 63 鮫嶋宗俊

18 斉藤 二郎 41 藤崎誠 64 吉甲士口 ー司

19 藤崎拓郎 42 中島さおり 65 東幸浩

20 児玉公輝 43 豊田雅彦 66 田中義明

21 中原隆重 44 下園大介 67 穂山和章

22 松野下直美 45 小磯美奈 68 丸尾美由紀

23 西郷康正 46 佐藤洋一 69 石原勝
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．
 

第 93回

公益社団法人

鹿児島県診療放射線技師会

定時総会資料

日時：平成26年 6月 21日 （土） 15:00~16:30 

会場：ホテルパレスイン鹿児島 孔雀の間

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
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平成25年度決算総会事業報告

総括

平成 25年度も前年度と同様に本会の目的である会員の職業倫理を高揚する事業と共に、診療放射線の

安全管理に関する知識の普及啓発並びに診療放射線技師の資質の向上を図り、 地域医療の振興と県民の

健康増進に寄与する事業を行った。

平成 25年度は公益社団法人 1年目に当たるため、前年度と比べて公益性の高い事業を行う事に留意し

た。まず、 平成25年 5月 11日に開催されたリレー・ フォー・ライフ・ジャパンかごしまのイベントに鹿児

島県診療放射線技師会として始めてプースを設置して参加した。このイベン トはがん患者さんやサポー

トする家族と共にがんに向かう勇気や生きる感動を分かち合うためのイベン トで平成 25年度で 2回目 の

開催になる。鹿児島県診療放射線技師会は放射線検査や放射線被ばくに関するパネルの展示や超音波に

よる骨密度の測定を行った。骨密度測定者は約 80名を超え鹿児島県診療放射線技師会の啓発も行えた。

2日間の延べ参加者数は約 1,000人でありがん撲滅のイベン トとして大きな成果を挙げた。

平成 25年 11月 2日に市民健康祭りが開催された。前年度まではブースを設置して鹿児島県診療放射

線技師会として啓発活動を行っていたか、今年度は記念大会であったため講演会のみの設定となり、実

行委員として数名が参加した。次年度は通常通 りのプースを設置しての大会の予定である。

平成 26年 3月8日にレントゲン週間市民公開講座を開催した。今回は「医療現場におけるコ・メディ

カルの役割」と題して、医療現場で働く理学療法士、臨床検査技師、臨床工学技士、診療放射線技師の 4

職種と診療放射線技師の養成機関よりそれぞれの代表者を招いての講演会を鹿児島県内の高校生及び家

族を対象に行った。参加人員は約 80名であった。講演会の質疑応答では将来の職業について活発な質問

がありコ ・メデイカルヘの関心の高さが伺えた。この講演会は次年度も行う予定とした。

平成 25年 6月 22日の第 92回総会時の特別講演は南海トラフの大地震が取り沙汰されている折、鹿児

島県の地震・津波対策について鹿児島県危機管理局防災課の担当官を招いて南海トラフ大地震の影響に

ついて講演を行った。 日本海側に面する地域にはそれほどの影響はないが太平洋側に面する大隅地域や

種・屋久地域には繰り返し津波が押し寄せかなりの影響があることがシミュレーションよ り示唆され防

災について供えが必要な事が理解できた。

その他、鹿児島県内における診療放射線技師の職業倫理の高揚や知識の向上に関する研修会、 研究会

を行った。フレッシャーズセミナー、リ ーダー及びリーダー育成研修会をそれぞれ 1回ずつ開催した。

地域研修会を 6地域にてそれぞれ行ない、 南薩地域、大隅地域、霧島・姶良地域は年間 2回開催した。ま

た霧島・姶良地域研修会の内 1回は秋季学術大会を同時に開催し、大阪りんくう総合医療センターの坂下

恵治先生を招いての診療放射線技師の読影の補助についてのシンポジウムを開催し好評だった。鹿児島

消化器画像研究会を 4回、鹿児島県放射線治療技術研究会を 2回、鹿児島 CT研究会を 6回、鹿児島 MRI

研究会を 2回開催した。また平成 25年度より鹿児島乳腺画像研究会、鹿児島超音波研究会、鹿児島X線

撮影研究会を新たに立ち上げそれぞれ開催 した。第 2回鹿児島県診療放射線技師女性の集いを開催し、

相良病院乳腺外科の馬場先生より遺伝性乳がんについての講演を行った。その他、地域保健協力事業は

鹿児島市夜間急病センター担当者の研修を 3回行った。平成 25年度の鹿児島県原子力防災訓練は規模を

縮小して開催されたため、鹿児島県診療放射線技師会の訓練への参加はなかったが訓練打ち合わせ会に

は数回の参加を行った。 日本診療放射線技師会委託事業の講習会も開催した。
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平成25年度事業報告

本会創立の目的である、診療放射線学および診

療放射線に関する技術の向上発展ならびに県民保

健の維持発展に寄与するため以下 16の事業を行

った。

1. 生涯学習の推進

安全で質の高い医療の提供を求める県民の負託

に応えるためには、卒後教育が重要である。また、

大きく変化していく診療放射線技術や社会情勢に

対応すべく生涯学習の推進に努める。

2．フレッシャーズセミナーの開催

社会人・医療人としての心構えや接遇について

の教育を行うとともに、臨床現場ですぐに役に立

つ一般撮影 •CT • MRI等の研修を行う。

日時：平成 25年 6月 2日 （日）

会場：鹿児島大学医学部 第 4講義室

主催：鹿児島県診療放射線技師会

内容：エチケット・マナー講座

医療安全講座

感染対策講座

気管支解剖講座

入会案内

対象：会員および非会員

参加人数 ：37名

3. リーダー及びリーダー育成研修会

放射線部門のリーダーとして、いかにして優秀

な人材を育てていくか、どのように行動すること

が県民や病院に貢献できるか等の研修会を開催す

る。また、次代を担うリーダーの育成に

努めるとともに施設間の情報の交換を行う。

日時：平成 25年 7月 6日 （土）

会場 ：ホテルパレスイン鹿児島

主催：鹿児島県診療放射線技師会

内容：「人事管理、人材教育、コーチングについて」

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

対象：会員

参加人数 ：40名

4. レン トゲン週間に放射線展ならびに市民公開

講座の開催

日本放射線技師会が推進する『国民から見える

職業へ』・『期待に応える専門職種として』のスロ

ーガンを達成するために、県民と直に接し、放射

線技師の業務等を紹介するため、当会独自のイベ

ントを開催する。また、市民公開講座や無料検診

を行うことにより、より公益性を高めていく 。

日時： 平成 26年 3月 8日 （土）

会場：ホテルパレスイン鹿児島

主催：鹿児島県診療放射線技師会

内容：「医療現場におけるコ・メディカルの役割」

対象：一般市民、会員、非会員

参加人数 ：78名

5. 特別企画の実施

第 92回総会時に特別講演もしくはシンポジウ

ムを開催し、技術の向上を因るとともに時代に即

したテーマについての討論を行う。

日時：平成 25年 6月 22日 （土）

会場：鹿児島大学医学部保健学科 講義棟6F イ

ンテリジェント講義室

主催 ：鹿児島県診療放射線技師会

内容：「鹿児島県の地震・津波対策」

対象：会員および非会員

参加人数： 72名

6.地域研修会の実施

6地域（鹿児島地域、南薩地域、北薩地域、霧

島・姶良地域、大隅地域、大島地域）研修会を地

域理事の企画において開催する。また、 開催の規

模や頻度に応じた助成を行う。

鹿児島地域

平成 25年度 第 12回鹿児島地域研修会

日時：平成 26年2月 22日 （士）
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会場： JA厚生連健康管理センター研修室 会場 ：鹿屋市中央公民館

対象：会員、非会員 対象：会員及び非会員

参加人数： 59名（会員 47名、非会員 4名、メーカ 参加人数： 27名 メーカー7名

ー他 8名）

平成 25年 10月 26日の鹿児島地域研修会は。台風

27号の接近のため中止

南薩地域

第 27回南薩地域研修会

日時：平成 25年 9月 28日 （土）

会場「：加世田病院 多目的ホール

対象：会員および非会員

参加： 37名（うち非会員 2名、メーカー7名）

第 28回南薩地域研修会

日時：平成 26年 3月 1日 （土） 15時～

会場「：県立薩南病院

対象：会員および非会員

参加： 36名 （会員 24名、非会員 12名）

北薩地域

平成 25年度第 22回北薩地域研修会

日時：平成 25年 11月 9日 （土）

会場：済生会川内病院

対象：会員及び非会員

参加人数 ：52名（うち非会員4•メーカー他 6 名）

霧島・姶良地域

霧島・姶良地域研修会

日時：平成 26年 3月 22日 （土）

会場 ：霧島市立医師会医療センター 大会議室

対象：会員及び非会員

参加人数： 出席者 31名

大隅地域

第 34回大隅地域研修会

日時：平成 25年 9月 7日 （土）

第 35回大隅地域研修会

日時：平成 26年 3月 29日 （土） 14時半～

会場 ：恒心会おぐら病院

対象：会員及び非会員

参加人数： 46名（会員 30名、非会員 9名、メー

カー7名）

大島地域

平成 25年度大島地域研修会

日時：平成 26年 2月 1日 （土） 14時半～

会場 ：県立大島病院 2階講堂

対象： 会員及び非会員

参加人数 ：22名

7.秋季学術大会の実施

平成 25年度鹿児島県放射線技師会秋季学術大会

日時 ：平成 25年 11月 16日 （土） 15時～

会場：霧島市医師会医療センター大会議室

対象：会員及び非会員

参加人数 ：67名（会員 58名、非会員 9名）

8. 各研究会の実施

鹿児島消化器画像研究会、鹿児島放射線治療研

究会、鹿児島 CT研究会、 MR研究会に本年度より

鹿児島乳腺画像研究会、鹿児島超音波研究会、鹿

児島 X線研究会を加えて鹿児島県診療放射線技師

会の事業とし、 研究会の充実を因るとともに非会

員に対して入会の勧誘を積極的に行う。また、各

研究会の活動が充実していくための助成を行う。

鹿児島消化器画像研究会

第 42回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 25年 4月 23日 （火） 19時～

会場：厚生連病院
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対象：会員および非会員

参加人数 ：32名

第 43回鹿児島消化器画像研究会

日時 ：平成25年 7月 27日 （土） 15時～

会場 ：南風病院 ANNEX-I 

対象：会員および非会員

参加人数： 41名

第 44回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 25年 10月 25日 19時～

場所会場 ：厚生連病院

対象：会員および非会員

参加人数 ：41名

第 45回鹿児島消化器画像研究会

日時：平成 26年 1月 25日 （土） 14時半～

会場：南風病院 ANNEX-I 

対象：会員および非会員

参加人数： 44名

鹿児島県放射線治療技術研究会

第 10回鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 25年 7月 6日 （土） 14:00~ 

会場 ： 鹿児島大学病院第 4講義室

対象：会員および非会員

参加者： 38名

第 11回鹿児島県放射線治療技術研究会

日時：平成 25年 12月 14日 （土） 14:00~ 

会場 ： 鹿児島大学病院 第 4講義室

対象：会員および非会員

参加者： 38名

鹿児島CT研究会

第 20回鹿児島 CT研究会

日時 ：平成 25年 5月 22日 （水） 19時～21時

会場 ：鹿児島医療センター2階大会議室

対象 ：会員および非会員

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

参加人数 ：109名

第 21回鹿児島 CT研究会

日時：平成 25年 6月 15日 （土） 15時～18時

会場：鹿児島医療センター2階大会議室

対象：会員および非会員

参加人数 ：94名

第 22回鹿児島 CT研究会

日時： 平成 25年 9月 25日 （水） 19時～21時

会場 ：鹿児島医療センター2階大会議室

対象 ：会員および非会員

参加者 114名

23回鹿児島 CT研究会

H 時 ：平成 25年 11月 26日（水）

場 所 ：鹿児島医療センター 2階大会議室

対象：会員および非会員

参加者 84名

24回鹿児島 CT研究会

日時：平成26年 1月29日 （水）

場所．鹿児島医療センター 2階大会議室

対象 ：会員および非会員

参加者 93名

25回鹿児島 CT研究会

日時 ：平成26年 3月26H （水）

場 所：鹿児島医療センター 2階大会議室

対象：会員および非会員

参加者 67名

MRI研究会

第 15回鹿児島県MRI研究会

日時 H25年 4月 27日 （土）

場所鹿児島大学医学部第 4講義室

参加者 42名
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第 16回鹿児島県 MRI研究会

日時 H26年 5月 17日 （土）

場所鹿児島大学医学部第 4講義室

参加者 56名

鹿児島乳腺画像研究会

第 1回鹿児島乳腺画像研究会

日時：平成 25年 1月 17日（金）

会場 ：鹿児島市立病院

対象：会員および非会員

参加人数 36名

鹿児島超音波研究会

第 1回鹿児島超音波研究会

日時：平成 25年 8月 3日（土）

会場 ：さがらパース通りクリニック

対象 ：会員および非会員

参加人数 111名（うち非会員 50名）

第 2回鹿児島超音波研究会

日時：平成 26年 1月 17日（金）

会場：鹿児島厚生連病院

対象：会員および非会員

参加人数 75名（うち非会員 39名）

第 1回少人数ハンズオンセミナー

2013/8/28,,.___, 11/13 計 10回

参加者 4名（非会員 4名）

開催場所 ヲサメ内科クリニック

第2回少人数ハンズオンセミナー

2013/ 12/4~2014/2/26 計 10 回

参加者 5名（非会員 1名）

開催場所霧島市立医師会医療センター

少人数ハンズオンセミナー（医師対象）

2014/3/15 

参加者 12名（非会員 12名）

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

開催場所鹿児島厚生連病院

鹿児島X線撮影研究会

第 1回鹿児島X線撮影研究会

日時：平成 26年 1月 18日（土）

会場：今村病院分院

対象：会員および非会員

参加人数 84名

9. 管理士部会による研修会開催

安全で質の高い医療を提供するためには、放射

線管理・機器管理・画像情報管理を適正に行うこ

とが不可欠である。これらの管理は、日々の業務

の中で継続的に実践することが重要である。より

効率的な管理を行 ううえで必要な講習会を管理士

部会主催で開催する。

放射線管理士部会

開催なし

放射線機器管理士部会

開催なし

鹿児島医療画像情報精度管理士部会

日時：平成 25年 7月 20日 （土）

場所：南風病院アネックス I

参加数： 62名

1 0.鹿児島県診療放射線技師 女性の集い

第 2回鹿児島県診療放射線技師 女性の集い

平成 26年 3月 15日（土） 15時～18時

鹿児島医療センター

参加者： 18名

1 1. ホームページの活用促進

ホームページの更新に伴い内容の充実を図り、

会員、県民に積極的に情報を発信する。また各支

部からも情報発信しやすいシステムを構築する。

随時更新中
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1 2. 各種イベント等への積極的参加 ・協力

他関係団体との共催である市民健康まつり等に

積極的に参加し、他職種との連携を深めるととも

に公益法人としての社会的役割を果たす。

市民健康まつり

日時：平成 25年 11月 2日 （日） 14時～

場所：宝山ホール

実行委員： 1名 招待：1名

入場者数：約 1300名

1 3.原子力防災支援

豚子力災害時に通正かつ迅速に対応するために

必要な研修に出席する。また、県が開催する原子

力防災訓練に参画し、放射線に関する専門家とし

ての放射線技師の存在を誇示していく 。

（原子力防災訓練）

平成 25年度鹿児島県脱子力防災訓練全体会議

に出席 した。原子力防災訓練は規模が縮小された

ため技師会への参加要請は今回は無かった。

1 4. 地域保健協力事業

鹿児島市医師会より委託を受けた鹿児島市夜間

救急センター放射線業務に対して、診療放射線技

師を派遣する。業務の安全ならびに質の高い画像

情報を提供するために必要な連絡調整会議や研修

会を開催する。

派遣登録者数： 19名

第 1回夜間急病センター研修会

日時：平成 25年 7月 6日 （金） 15時

場所：ホテルパレスイン鹿児島

対象：派遣登録者（会員）

参加人数： 16名

第 2回夜間急病センター研修会

日時：平成25年 11月 29日 （金） 18時半～

場所：鹿児島市夜間急病センター 2階会議室

対象：派遣登録者（会員）

参加人数： 15名

鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

第 3回夜間急病センター研修会

日時 ：平成 26年 3月 28日 （金） 18時半～

場所：鹿児島市夜間急病センター 2階会議室

対象：派遣登録者（会員）

参加人数： 22名

1 5.公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会規

程集の発行

定款やその他規程をまとめた規程集を発行する。

平成 25年度はまだ作成中。

1 6. その他の事業

環境測定事業

いちき串木野市立脳神経外科センター

実施日 H25年 4月、 10月

測定者大久保、小磯

博悠会温泉病院（大久保、小磯）

実施日 H25年 4月、 10月

測定者大久保、小磯

ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック

実施日 H25年 4月、 10月

測定者西郷

田上クリニック

実施日 H25年 7月、 H26年 1月

測定者隈、西元

守屋病院

実施日 H25年 7月、 H26年 1月

測定者藤崎、岩元、里

出版事業

平成 25年 5月：ニュース 58号発行

平成 25年 9月：第 118号会報発行

平成 26年 2月 ：第 119号会報発行
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表彰事業

表彰委員会報告

日時：平成26年 2月 25日 （火）

場所 ：鹿児島大学病院臨床技術部部長室

組織拡大事業

フレッシャーズセミナー、各地域研修会、各研究

会等にて会員勧誘を実施

関連団体との連携

以下、関連団体と連携し、学術大会等を開催した。

公益社団法人 日本診療放射線技師会

日本診療放射線技師会主催講習会

静脈注射（針刺しは除く）講習会

日時： 平成 25年 8月 4日10時～

場所：鹿児島大学医学部

対象：会員および非会員

内容 ：DVDによる講義（視聴）及び実習

参加人数： 30名

平成 25年度理事会

第 1回理事会：平成 25年 4月 6日

臨時理事会 ：平成 25年 4月21日

第 2回理事会：平成 25年 6月 22日

第 3回理事会：平成 25年 10月 28日

第 4回理事会：平成 26年 3月 1日

第 5回理事会：平成 26年 3月 27日

平成 25年度常務理事会

第 1回常務理事会 ：平成 25年 6月 5日

第 2回常務理事会：平成 25年 8月 5日

第 3回常務理事会：平成 25年 10月 30日

第 4回常務理事会：平成 26年 1月 17日
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第120号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

貸借対照表

平成 26年 3月 31日現在

‘’ 
-,...、

科 目 当 年 度 目‘’1」 年 度 増 減

I 資産の部
1.流動資産

現金預金 3,373,695 
未収会費 210,000 
未収金負担金 15 000 
流動資産合計 3 598 695 

2. 固定資産
(1)基本財産
土地 7,900,000 
建物 11, 330, 000 
減価償却累計額 -4 894 560 
基本財産合計 14 335 440 
(2)特定資産
事務所建替資産 7 947 292 
特定資産合計 7 947 292 
(3) その他固定資産
什器備品 3,362,480 
什器備品減価償却累計額 -1 654 338 
その他の固定資産合計 1 708 142 
固定資産合計 23 990 874 
資産合計 27 589 569 

II 負債の部
1. 流動負債
流動負債合計

゜2. 固定負債
固定負債合計

゜負債合計

゜III 正味財産の部
1.指定正味財産
指定正味財産合計

゜2. 一般正味財産
(2) その他一般正味財産 -1 666 833 
一般正味財産 -1 666 833 
正味財産合計 27 589 569 
角偕灼び正味財産合計 27 589 569 

（注） 「公益法人会計基準の運用指針」 （内閣府公益認定等委員会平成20年4月11日、平成21年10月
16日改正）により、前年度欄及び増減欄については記載していない。
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

正味財産増減計算書

平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31 日まで

（単位：円）

科 目 当 年 度 目ヽ 9 IJ 年 度 増 減

I 一般正味財産増減の部
1. 経常増減の部
(1)経常収益
基本財産運用益

゜特定資産運用益

゜受取入会金

゜受取会費 2,876,000 
正会員会費 2,856,000 
準会員会費 20,000 
事業収益 672,000 
研修会会費 65,000 
広告 360,000 
環境測定事業 247,000 
業務委託費 67,400 
日本放射線技師会業務委託 67,400 
受取負担金 496,000 
受取負担金 496,000 
受取寄付金

゜雑収益 343,887 
受取利息 2,476 
雑収益 341 411 

経常収益計 4 455 287 

(2)経常費用
事業費 3,937,389 
旅費交通費 529,520 
通信運搬費 168,870 
消耗品費 1,680 
印刷製本費 558,280 
光熱水料費 73,653 
賃借料 176,550 
保険料 43,528 
諸謝金 1,060,000 
租税公課 33,360 
会議費 53,000 
減価償却費 826,043 
雑費 412,905 
管理費 2, 184, 731 
会議費 88,803 
旅費交通費 283,280 
通信運搬費 133, 103 
消耗什器備品費 200,813 
消耗品費 88,947 
印刷製本費 120,085 
光熱水料費 97, 152 
賃借料 7,000 
保険料 29,018 
諸謝金 345,000 
租税公課 43,240 
支払負担金 236,000 
減価償却費 190,089 
雑費 322 201 

経常費用計 6 122 120 

評某価本損財益産調評整価揖前経益等常増減額 -1 666 833 

゜-99-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

3027公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会
（単位：円）

科 目 当 年 度 即‘’ 年 度 増 減

特定資産評価損益等

゜投資有価証券評価損益等

゜評価損益等計

゜当期経常増減額 -1 666 833 

2. 経常外増減の部
(1)経常外収益
固定資産売却益

゜固定資産受贈益

゜経常外収益計

゜(2)経常外費用
固定資産売却損

゜固定資産減損損失

゜災害損失

゜経常外費用計

゜当期経常外増減額

゜当期一般正味財産増減額 -1 666 833 
一般正味財産増減額 -1 666 833 
一般正味財産期首残高

゜一般正味財産期末残高 -1 666 833 

Il 指定正味財産増減の部
受取補助金等

゜受取負担金

゜受取寄付金

゜固定資産受贈益

゜基本財産評価益

゜特定資産評価益

゜基本財産評価損

゜特定資産評価損

゜一般正味財産への振替額

゜当期指定正味財産増減額

゜指定正味財産期首残高

゜指定正味財産期末残高

゜III 正味財正産味期財末産残期末高残高
-1 666 833 

（注） 「公益法人会計基準の運用指針」 （内閣府公益認定等委員会平成20年4月11日、平成21年10月
16日改正）により、前年度欄及び増減欄については記載していない。
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

正味財産増減計算書内訳表
平成 25年 4月 1日から平成 26年 3月 31日まで

（単位 ．円）

勘定科目 共通 公益目的 法人会計 合計

I 一般正味財産増減の部
1 経常増減の部
(1)経常収益

基本財産運用益

゜ ゜ ゜ ゜特定資産運用益

゜ ゜ ゜ ゜受取入会金

゜ ゜ ゜ ゜受取会費

゜
1, 725, 600 1, 150, 400 2,876,000 

正会員会費

゜
1, 713, 600 1, 142, 400 2,856,000 

準会員会費

゜
12,000 8,000 20,000 

事業収益

゜
672,000 

゜
672,000 

研修会会費

゜
65,000 

゜
65,000 

広告

゜
360,000 

゜
360,000 

環境測定事業

゜
247,000 

゜
247,00Q 

業務委託費

゜
67,400 

゜
67,400 

日本放射線技師会業務委託

゜
67,400 

゜
67,400 

受取負担金

゜
496,000 

゜
496,000 

受取負担金

゜
496,000 

゜
496,000 

受取寄付金

゜ ゜ ゜ ゜雑収益

゜
343,887 

゜
343,887 

受取利息

゜
2,476 

゜
2,476 

雑収益

゜
341,411 

゜
341, 411 

経常収益計

゜
3,304,887 1, 150, 400 4,455,287 

(2)経常費用
事業費

゜
3,937,389 

゜
3,937,389 

旅費交通費

゜
529,520 

゜
529,520 

通信運搬費

゜
168,870 

゜
168,870 

消耗品費

゜
1,680 

゜
1,680 

印刷製本費

゜
558,280 

゜
558,280 

光熱水料費

゜
73,653 

゜
73,653 

賃借料

゜
176,550 

゜
176,550 

保険料

゜
43,528 

゜
43,528 

諸謝金

゜
1, 060, 000 

゜
1,060,000 

租税公課

゜
33,360 

゜
33,360 

会議費

゜
53,000 

゜
53,000 

減価償却費

゜
826,043 

゜
826,043 

雑費

゜
412,905 

゜
412,905 

管理費

゜ ゜
2, 184, 731 2, 184, 731 

会議費

゜ ゜
88,803 88,803 

旅費交通費

゜ ゜
283,280 283,280 

通信運搬費

゜ ゜
133, 103 133, 103 

消耗什器備品費

゜ ゜
200,813 200,813 

消耗品費

゜ ゜
88,947 88,947 

印刷製本費

゜ ゜
120,085 120,085 

光熱水料費

゜ ゜
97, 152 97, 152 

賃借料

゜ ゜
7,000 7,000 

保険料

゜ ゜
29,018 29,018 

諸謝金

゜ ゜
345,000 345,000 

租税公課

゜ ゜
43,240 43,240 

支払負担金

゜ ゜
236,000 236,000 

減価償却費

゜ ゜
190,089 190,089 

雑費

゜ ゜
322,201 322,201 

経常費用計

゜
3,937,389 2, 184, 731 6, 122, 120 

評価損益調整前経常増減額

゜
-632,502 -1, 034, 331 -1,666,833 

基本財産評価損益等

゜ ゜ ゜ ゜特定資産評価損益等

゜ ゜ ゜ ゜投資有価証券評価損益等

゜ ゜ ゜ ゜評価損益等計

゜ ゜ ゜ ゜当期経常増減額

゜
-632 502 -1 034 331 -1 666 833 
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鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会
（単位 ：円）

2. 経常外増減の部
(1)経常外収益
固定資産売却益

゜ ゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜ ゜経常外収益計

゜ ゜ ゜ ゜(2)経常外費用
固定資産売却損

゜ ゜ ゜ ゜固定資産減損損失

゜ ゜ ゜ ゜災害損失

゜ ゜ ゜ ゜経常外費用計

゜ ゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜ ゜当期一般正味財産増滅額

゜
-632, 502 -1,034, 331 -1, 666,833 

一般正味財産増減額

゜
-632, 502 -1,034, 331 -1, 666,833 

一般正味財産期首残高

゜ ゜ ゜ ゜一般正味財産期末残高

゜
-632, 502 -1, 034, 331 -1, 666,833 

II 指定正味財産増減の部
受取補助金等

゜ ゜ ゜ ゜受取負担金

゜ ゜ ゜ ゜受取寄付金

゜ ゜ ゜ ゜固定資産受贈益

゜ ゜ ゜ ゜基本財産評価益

゜ ゜ ゜ ゜特定資産評価益

゜ ゜ ゜ ゜基本財産評価損

゜ ゜ ゜ ゜特定資産評価損

゜ ゜ ゜ ゜一般正味財産への振替額

゜ ゜ ゜ ゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜ ゜ ゜ ゜指定正味財産期末残高

゜ ゜ ゜ ゜III 正味財産期末残高
正味財産期末残高

゜
-632 502 -1 034 331 -1 666 833 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

財務諸表に対する注記

l．重要な会計方針

(1) 固定資産の減価償却の方法

定額法によっている。
(2) 消費税等の会計処理

税込方式によっている。

2．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科 目 前期末残高 当期増加額

基本財産

土地 7,900,000 

建物 6,843,320 
Ilヽ 計 14,743,320 

特定資産

事務所建替資産 7,444,946 502,346 

小 計 7,444,946 502,346 
合 計 22,188,266 502,346 

3．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科 目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

基本財産

土地 7,900,000 ( ） 
建物 6,435,440 ( ） 

小 計 14,335,440 ( ） 
特定資産
事務所建替資産 7,947,292 ( ） 

小 計 7,947,292 ( ） 
合 計 22,282,732 （ ） 
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当期減少額 当期末残高

7,900,000 

407,880 6,435,440 

407,880 14,335,440 

7,947,292 

7,947,292 
407,880 22,282,732 

（単位 ：円）

（うち一般正味財 （うち負債に
産からの充当額） 対応する額）

（ 7, 900, 000) ( ） 

（ 6,435,440) ( ） 

（ 14, 335, 440) ( ） 

（ 7,947,292) ( ） 

（ 7,947,292) ( ） 
（ 22,282,732) （ ） 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

附属明細書
平成25年 4月 1日から平成26年 3月31日まで

1. 基本財産及び特定資産の明細

（単位 ：円）

区分 資産の種類 期首帳簿価額 i当期増加額［当期減少額 ．期末帳簿価額
j : 

基本財産 土地（基本） 7,900,000'. : ¥ ； : ： , ： : 7,， 900,000 
..........................................................................,： ..................................)｝ ：.............................. ： ;． ,.................................. 

建物（基本） 6,843, 3201 407,880' 6,435,440 
: [ 

基本財産計 14,743,320.: ： o.: 407,880. : ； 14,335,440 

特定資産 事務所建替資産 7,444,945; 502,346: ' 7,947,292 
; 1 

特定資産計 7,444,946: ： ： so2, 345; o! ： ： 7.9 9479 .292 
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公益社団法人 鹿児島県診療放射線技師会

貸借対照表科目

（流動資産）

現金

預金

未収会費

末収負担金

流動資産合計

（固定資産）

基本財産 土地

建物

特定資産 事務所建替資産

その他固 什器備品

定資産

固定資産合計

資産合計

（流動負債）

流動負債合計

（固定負債）

固定負債合計

負債合計
正味財産

財産 目 録
平成 26年 3月 31日 現在

場所 ・物量等 使用目的等

手許保管 運転資金
普通預金鹿児島銀行 運転資金

郵便振替口座

132. 24対 60％は公益目 的事業に使用
67. 9吋 40％は管理業務に使用
定期郵便貯金 事務所建替の財源として

郵便振替口座 積み立てている資産取得資金

公益事業及び管理業務に使用
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金 額

128,639 
1,011,071 
2,233,985 
210,000 
15,000 
3,598,695 

7,900,000 
6,435,440 
5,947,292 
2,000,000 
1,708,142 

23,990,874 
27,589,569 

27,589,569 
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平成25年度監査報告書

公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会

会長池田睦殿

平成26年6月8日

公益社団法人鹿児島県診療｝i悶尽使技師会

監事 西元広男 ()

監事 鮫嶋宗俊
之迄

¥ ¥、

監事両名は、平成25年度の技師会運営に関する監査を技師会事務所において実施し、

協議の上、この監査報告書を作成したので、以下のとおり報告する。

記

1. 監査の概要

理事会に出席する他、会長及び担当理事から技師会運営に関する報告を受け、会務執

行、事業計画及び会計処理について監査した。

2. 監査の結果

(1)会務執行

会員の異動状況報告、各種の議事録、文章綴りを閲覧した結果、定款及び総会決議

に違反する事実は認められず的確に処理されていることを認める。

(2)事業について

事業計画に基づき順調に執行運営されていることを認める。

(3)会計処理

収支状況について収支計算書ならびに証拠書類などを審査した結果、不整の連は認

められず、諸帳簿類の記載ならびに会計処理は間違いなく処理されていることを認め

る。

(4)その他

特に指摘すべき事項は認められない。
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平成 26年度事業計画（案）

平成 26年度事業計画案の説明を行います。

平成 26年度は日本診療放射線技師会が進める診療放射線技師法の 1部改正並びに診療放

射線技師の業務拡大の法案が国会で審議されると思われます。そのために地方においては前

年と引き続き日本診療放射線技師会委託の各種の講習会が企画されております。静脈注射

（針刺しは除く）講習会や診療放射線技師基礎講習の 「乳房撮影」もその 1部です。ぜひ引

き続きたくさんの会員の参加をお願いいたします。

鹿児島県診療放射線技師会は平成 26年度も公益社団法人 2年目として、前年度と同じよ

うに公益社団法人にふさわしい事業を行います。

第 3回リレー・フォー・ライフ・ジャパンかごしまへ参加し、今回は 1日目のブースの設置

だけでなく 24時間リレーウォークに参加し、がん患者さんへの理解とイベントのサポート

を行います。同時に診療放射線並びに鹿児島県診療放射線技師会の啓発を行います。

市民健康祭りにおいてブースを設置し放射線被ばくの相談や診療放射線への理解並びに

放射線検査の説明等をパネルで行います。また、超音波骨密度測定器により骨年齢の測定を

行い県民の健康増進に寄与する事業を行います。

市民公開のレントゲン週間イベントを開催し、コ・メディカル職種の理解や発展に繋げる

事業を行います。同時にパネル展示等を行い放射線検査の説明や放射線被ばく相談にあたり

ます。

特別企画の実施として公益社団法人移行 l周年を記念して、記念講演会・祝賀会を開催し

ます。社団法人時に功績のあった方々の表彰を行う予定です。また公益社団法人移行につき

各種規程の見直しを行い規程集を新たに発行予定です。平成 26年度中に会員の下に届けま

す。

春季並びに秋季学術大会を春季は鹿児島市で秋季は大隅地域で開催予定です。さらに、フ

レッシャーズセミナー、リ ーダー及びリーダー育成研修会、危険予知トレーニング研修会を

開催予定です。

また、各地域研修会並びに研究会、部会及び女性の集い等も昨年同様に開催いたします。

平成 26年度の原子力防災訓練には鹿児島県診療放射線技師会も参加予定です。地域保健

協力事業として引き続き鹿児島市夜間急病センター支援事業を行い、担当者による研修会も

複数回開催予定です。

上記の通り、鹿児島県内の診療放射線技師の職業倫理の高揚と資質の向上並びに鹿児島県

民の健康増進に寄与する事業を行います。平成 26年度も鹿児島県診療放射線技師会活動に

ご理解並びにご協力をよろしくお願いいたします。
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本会創立の目的である、診療放射線学および診療放射線に関する技術の向上発展ならびに県

民保健の維持発展に寄与するため以下の事業を行う。

|1．生涯学習の推進I
安全で質の高い医療の提供を求める県民の負託に応えるためには、卒後教育が重要であ

る。また、大きく変化していく診療放射線技術や社会情勢に対応すべく生涯学習の推進

に努める。

|2．フレッシャーズセミナーの開催I
社会人・医療人としての心構えや接遇についての教育を行うとともに、臨床現場ですぐ

に役に立つ一般撮影 •CT· MRI等の研修を行う。

|3． リーダー及びリ ーダー育成研修会I
放射線部門のリ ーダーとして、いかに して優秀な人材を育てていくか、どのよ うに行動

することが県民や病院に貢献できるか等の研修会を開催する。また、次代を担うリーダ

ーの育成に努める とと もに施設間の情報の交換を行う。

|4． レントゲン週間に放射線展ならびに市民公開講座の開催I
日本診療放射線技師会が推進する『国民から見える職業へ』・『期待に応える専門職種と

して』のスローガンを達成するために、県民と直に接し、放射線技師の業務等を紹介す

るため、当会独自のイベン トを開催する。また、市民公開講座や無料検診を行うことに

より、より公益性を裔めていく。

|5．特別企画の実施1
公益法人設立記念式典・祝賀会の開催、危険予知トレーニング研修会の開催

|6．地域研修会の実施I
6地域（鹿児島地域、南薩地域、北薩地域、霧島・姶良地域、大隅地域、大島地域）

研修会を理事会の企画において開催する。会員、非会員に限らず出席を可能とし、 会

員増加の促進を図る。

|7．学術大会の実施I
学術大会は春季と秋季に開催している。春季は鹿児島市開催、秋季は各地域の持ち回

りで企画・開催しているが、平成 26年度は大隅地域で開催する。各地域の持ち回り

で開催することにより、地域間の協力体制の強化を医る。
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|8．各研究会の実施l
消化管研究会、放射線治療研究会、 CT研究会、 MR研究会、 鹿児島乳腺画像研究会、

鹿児島超音波研究会、鹿児島X線撮影研究会を県の事業と し、研究会の充実を医るとと

もに非会員に対して入会の勧誘を積極的に行う。また、各研究会の活動が充実していく

ための助成を行い、 CT研究会、 MRI研究会に関しては隔年毎に各支部の持ち回りで

開催でき るよう企画する。さらに新たな研究会の発足を計画する。

|9．管理士部会による研修会開催I
安全で質の高い医療を提供するためには、放射線管理・機器管理・ 画像情報管理を適

正に行うことが不可欠である。これらの管理は、日々の業務の中で継続的に実践する

ことが重要である。より効率的な管理を行ううえで必要な講習会を管理士部会主催で

開催する。

|1 0．第3回女性診療放射線技師の集いI
鹿児島県内の女性診療放射線技師が集い研修会を行 う。今年度は3回目の開催予定で

ある。

|1 1．ホームページの活用促進I

ホームページの更新に伴い内容の充実を図り、会員、県民に積極的に情報を発信する。

また各支部からも情報発信しやすいシステムを構築する。また、メールアドレス、フ

ァックス番号を公開し、 公益社団法人として一般市民からの間い合わせに応じる体制

作りを考える。

|1 2．各種イベント等への積極的参加・協力I
他関係団体と の共催である市民健康まつり等に積極的に参加し、他職種との連携を深

めるとともに公益社団法人としての社会的役割を果たす。

・リレー・ フォー・ライフ・ジャパンかごしまリレーウォークに参加。パネル展示、放

射線相談、骨密度測定等で協力予定。

•第 31 回市民健康まつり

今年度は従来通りブースを設定して診療放射線技師会並びに診療放射線技師の啓発

活動を行う。超音波による骨密度測定も予定する。

|1 3．原子力防災支援I
原子力災害時に適正かつ迅速に対応するために必要な研修に出席する。また、県が開

催する原子力防災訓練に参画し、放射線に関する専門家としての放射線技師の存在を

誇示していく 。
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|1 4．地域保健協力事業I
鹿児島市医師会より委託を受けた鹿児島市夜間救急センター放射線業務に対して、診

療放射線技師を派遣する。業務の安全ならびに質の高い画像情報を提供するために必

要な連絡調整会議や研修会を開催する。

|1 5．公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会規程集の発行I
定款やその他規程をまとめた規程集を発行する。

|1 6．その他の事業I

環境測定を放射線管理士部会の組織下に置き、事業の見直しを検

環境測定事業 討する。各施設からの依頼を受け、環境測定を実施するとともに、

放射線施設や機器の安全性に関する指導を行う。

会報を 2回発行するとともに、緊急連絡が必要な場合にはニュー

出版事業 スを発行する。編集委員を設置し内容の充実を図るとともに表紙

デザインの変更を検討する。

組織拡大事業 各種の行事に非会員も参加させ、入会の勧誘を行う。

関連団体との連携
公益社団法人日本診療放射線技師会や関連団体と協力し、歩調を

合わせて進むことにより連携を強化していく。
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公益社団法人鹿児島県診療放射線技師会
平成26年度収支予算書（案）

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

I．一般正味財産増減の部

1経常増減の部
前年度予算額 予算額

経常収益 公益目的 法人会計 費用計 公益目的 法人会計 費用計
受取会費 1,923,000 1,282,000 3,205,000 2,103,600 1,402,400 3,506,000 
正会員会費 1,911,000 1,274,000 3,185,000 2,091,600 1,394,400 3,486,000 
準会員会費 12,000 8,000 20,000 12,000 8,000 20,000 
事業収益 840,000 

゜
840,000 770,000 

゜
750,000 

研修会会費収入 30,000 

゜
30,000 50,000 

゜
30,000 

広告収入 450,000 

゜
450,000 360,000 

゜
360,000 

環境測定事業収入 360,000 

゜
360,000 360,000 

゜
360,000 

業務委託費 60,000 

゜
60,000 60,000 

゜
60,000 

日本放射線技師会業務委託R 60,000 

゜
60,000 60,000 

゜
60,000 

受取負担金 292,000 

゜
292,000 292,000 

゜
292,000 

市医師会負担金 292,000 

゜
292,000 292,000 

゜
292,000 

雑収益 160,000 

゜
160,000 160,000 

゜
160,000 

受取利息 10,000 

゜
10,000 10,000 

゜
10,000 

雑収益 150,000 

゜
150,000 150,000 

゜
150,000 

3,275,000 1,282,000 4,557,000 3,385,600 1,402,400 4,768,000 

1経常費用 公益目的 法人会計 公益目的 法人会計

事莱費去議費

゜ ゜ ゜ ゜旅費父通費 420,000 420,000 450,000 450,000 
通信運搬費 275,000 275,000 250,000 250,000 

消耗十器備品9 200,000 200,000 200,000 200,000 

消耗品費 135,000 135,000 120,000 120,000 

修繕 30,000 30,000 20,000 20,000 

印刷 ＇本費 620,000 620,000 600,000 600,000 

燃料 30,000 30,000 20,000 20,000 

光熱水料費 95,000 95,000 42,000 42,000 

賃借淵 200,000 200,000 250,000 250,000 

保険凋 10,000 10,000 10,000 10,000 

諸謝金 680,000 680,000 800,000 800,000 

租税公課 50,000 50,000 50,000 50,000 

雑費 180,000 180,000 150,000 150,000 

減価償却費 360,000 360,000 830,000 830,000 
菅理費会議費 80,000 80,000 100,000 100,000 

旅 費交通 費 160,000 160,000 250,000 250,000 

通 呂運搬晋 65,000 65,000 45,000 45,000 

消耗十器備品9 100,000 100,000 80,000 80,000 

消耗品費 42,000 42,000 40,000 40,000 

修繕費 50,000 50,000 30,000 30,000 
印刷製本費 120,000 120,000 100,000 100,000 

燃料費 20,000 20,000 20,000 20,000 

光熱水料費 45,000 45,000 28,000 28,000 

賃借料 18,000 18,000 15,000 15,000 

保険料 73,000 73,000 73,000 73,000 

諸謝金 80,000 80,000 300,000 300,000 

租税公課 76,000 76,000 83,000 83,000 

雑費 160,000 160,000 100,000 100,000 

減価償却費 660,000 660,000 190,000 190,000 

3,285,000 1,749,000 5,034,000 3,792,000 1,454,000 5,246,000 
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（単位：円

増減 備考

301,000 

301,000 70歳以上除外

0 1社

△ 90,000 
〇 研修会・研究会

△ 90,000 12社X30000円

゜゚
゜゚
゜゚
゜゚211,000 

増減 備考

゜30,000 △ 25,000 

゜△ 15,000 △ 10,000 
△ 20,000 
△ 10,000 
△ 53,000 
50,000 

゜120,000 
゜△30,000 470,000 

20,000 

90,000 

△ 20,000 
△ 20,000 
△ 2,000 
△ 20,000 
△ 20,000 

゜△ 17,000 △ 3,000 

゜220,000 7,000 
△ 60,000 
△ 470,000 
212,000 
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2 経常外増減の部
評価損益等調整前当期経常増減額 △ 477,000 △ 478,000 △ 1,000 

基本財産評価損益等

゜特定資産評価損益等

゜投資有価証券評価損益等

゜評価損益等計

゜ ゜ ゜当期経常増減額 △ 477,000 △ 478,000 △ 1,000 

゜(1)経常外収益

゜中科目別記載

゜経常外収益計

゜ ゜ ゜(2)経常外費用

゜中科目別記載

゜経常外費用計

゜ ゜ ゜当期経常外増減額

゜ ゜ ゜他会計振替額

゜当期一般正味財産増減額 △ 477,000 △ 478,000 △ 1,000 

一般正味財産期首残高 29,650,000 29,256,000 △ 394,000 

一般正味財産期末残品 29,173,000 28,778,000 △ 395,000 

゜受取補助金等

゜•. ・.． 

゜一般正味財産への振替額

゜当期指定正味財産増減額

゜ ゜ ゜指定正味財産期首残高

゜指定正味財産期末残品

゜ ゜ ゜29,173,000 28,778,000 △ 395,000 
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＊会員からの投稿
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愛車ポルシェ 1977年 911S 

県立北薩病院

出水田 尚文

車好きな人は皆さんの中にも沢山おられることだと思います。

そこで，元来バイク好きの小生がそれほど車好きでも無いのに車道楽になりこ

の場をお借りして愛車ポルシェを紹介することに，少しの躊躇いを覚えながら投

稿することになりました。そのことを承知していただいて，笑読して頂けたら

幸いです。

（※ちなみに所有車は4台（ポルシェ 1977年 9118,2006年レガシイ 2000GT

スペック B, り`ィり‘ィオRXR5速マニュアル， Hll年ムーブターボ（嫁）

全て古いですが・・・一流のエンジニア『小生の友人です』によりフルメンテ

ナンスされていて全て良好な状態をキープしています。）

先ず，ポルシェの歴史について知識を記述します。

ポルシェ 911シリーズは， 356から受け継がれた名称であり 911シリーズには

TYPE930, 964, 993, 996, 997, 現在 2012年から 991シリーズと変遷して

います。

デビュー当時， 901と呼ばれていた同名称をプジョーが登録済みだったため，

その後 911に改称 (1963年） RRレイアウ トを356から受け継ぎ 2Lフラット

6エンジンを搭載した。1965年本格的に販売スタートし総アルミクランクケー

ス，ドライサンプなど，高度な技術を導入した。その時の性能は 1991cc・ 130PS ・ 

17.Skg-m。何？たったの 130PSと嘆かれる車好きの貴方！たぶん随分と間違っ

た感性の持ち主かも知れません。

というのもカタログ等に記載されている性能曲線を理解してもらえる方は特

に問題ないと息います。

小生の所有する 1977年製の黄色 911Sは 180PSです。車重は 1100Kgです。

別に所有するレガシイ 2000GTスペック Bは260PSで車重 1500Kg,単位車重

当たりの値は両者さほど変わりませんが・・・・・ポルシェは 4000回転～5000

回転にかけての吹き上がり感は何とも形容できない Gを感じる爽快感を覚えま

す。休日に霧島ロードで乾いた音を鳴り響かせ至福の時間に浸りながら過ぎゆ

く時間を心行くまで満喫するのは実に最高です。 6気筒水平対向エンジンで空

冷独特の金属音？4000回転～5000回転にかけての吹き上がりは腹一杯最高で

す。逆に，不満とまでは言えませんが 2700ccのエンジンなのに 2人しか乗れな
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い室内空間には時に腹立ちます。乗り心地をうまく表現できないもどかしさは

有りますが！結構楽しいです？とでも表現しておきます。

月並みに誰もが興味津々なのは，燃費と予算だと思います。燃費の方は通常

で6,...__,8km/L位ですかね（レストア後 2500km/5ヶ月走行）。

予算の方は公開しかねますが・・そんなに安くもないし高くもないし..これ

をポルシェ獲得予算と表示します。

ちなみに今回のポルシェ完成までエンジン購入からエンジン完全レストア，

全面塗装，各部の部分レストアまで 15ヶ月を要して現在に至っています。

出会いがあってきっかけがあってその気になって調子にのって少し高価なお

もちゃを手にしたのです。心残りはあとひとつ！どうやって残金を払うか？逃

げるか？不安も顔を覗かせる今日この頃です。

せめて，あと 1年間は所有できればと ・・・考えています
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個人的な話題～ 9年目の続報～

【南薩地域】菊野病院 野中康博

平成 17年9月の会報 10 2号投稿「個人的な話題」から 9年。投稿理由はさだかでは

ありませんが、レン トゲン博士によるX線発見 10 0年目に授かった子供の命名、 JAR

T情報「NetworkNow」掲載のレントゲン週間マスコットの愛称が“れんと君”に決ま

ったという記事に絡んだ投稿だった気がします。

9年前の投稿当時、小学3年生と 1年生の長男と二男は共に高校生。3歳だった娘は小
れんと げん ゃ i• 4 

学6年生になりました。命名した「蓮人、厳、康美」は「レントゲン休み」として覚えら

れてしまう．．．というような内容でご記憶の方もいらっしゃるのではないでしょうか。

平成 26年度を迎え、高 3の長男（レント）は、希望進路と自身の成績を比べながら、今さら

ながらではありますが勉強不足を実感、自ら招いた“狭き進路選択”と格闘中。資格を活

かした職に就きたいと考えているようです。

高1の二男（ケツ）は、念願の高校球児と化し、部活中心の毎日。甲子園とい うテッペン目

指し白球を追う日々．．．将来は野球の指導者になりたいと夢を膨らませています。まずは

授業前の朝補習、部活を理由に遅刻やサボりをせず、根性を見せてほしいと思います。

小6の娘（ヤスミ）は、年間 30 0冊の本を読覇する超読書好きでおとなしい性格。先般、ケ

ガで近くのクリニックでレントゲン検査、撮っていただいたのが女性技師だったことに感

激、これがキッカケで密かに放射線技師になる夢を抱いています。

3人の子供たちはそれなりに成長を遂げているようです。その間、私はというと技師会

で南薩地域（旧南薩支部）を任され、勤務先では部署や委員会を任され、学校ではPTA会長

を任され、スポーツ少年団では監督を任され．．．子供の成長と共に貴重な経験、勉強をさ

せていただきました。もうすぐ社会人となる長男もやがては家庭を持ち、仕事と育児に追

われることでしょう。あんな頃があったね、こんな頃もあったね．．． と、懐かしく、楽し

く話せることが理想です。普段子供たちとは話す機会が少ないのですが、父ちゃんは遠く

から応援しています。

さて、私自身の今後ですが、県技師会理事として運営協力に最善を尽くすこと、勤務で

は若いスタッフに遅れをとらぬよう努力すること、ほか私的ではありますが20 2 0年の

国民体育大会が鹿児島県開催となっており、ソフトボー）レ競技においては南薩地区で行わ

れるため審判員、記録員などの役員として関わることになっています。国のイベン トに関

われるとは名誉なこと、今から準備・運営に忙しくなるのではと覚悟しています。

役務上、南薩地域の研修会案内や報告、地域情報 ・紹介などの投稿はありますが、 別件

での投稿は 9年ぶり 2回目 ではないでしょうか。今後各地域から会報誌上に様々なネタ（趣

味、家庭の出来事、スポーツ、地域の行事、美味しいお店など）が掲載され、読者に親しま

れる会報になればいいですね。今後の各地域会員投稿に期待します。

（平成26年8月某日記）
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～個人的な話題～

JART情報「Network Now」No.355号に掲載されていましたレント

ゲン週間マスコッ トの愛称が “れんと君”に決まったという記事が掲載されていま した。

私、結婚して今年でちょうど 10年を迎えますが、思いおこせばアッという 間の10年

でした。平成 7年5月に結婚、 時代はレントゲン博士によるX線発見 10 0年記念の節目

を迎えた年だった。これも何かの縁と思いつつ、家内は同年第一子をめでた＜妊娠、翌年

には長男が誕生しました。

X線発見10 0年目 に結婚した記念（？）にと、「蓮人」と命名。“レン ト” と読むが、漢字

は私の両親が考えたものである。2年後第二子・次男誕生、迷わず「厳」と命名。“ゲン”

と読むが、これも漢字は両親が考えた。二人合わせてレン ト・ ゲン。

その数年後、第三子・長女誕生。このあたりにくると、さすがに周囲から次の名前は何

だろう？． ．．．．と期待と注目 をされながらも、 慌てず 「康美」と命名。“やすみ”と読むが、

私の両親の名前「美輝」「康子」 から一文字ずつ取って名付けたものだ。私の名前「康博」

も母の名前から一文字とって付け られた。

しかし、 世間はそう 甘くなかった ！ 3人の子供たちの名前をつなげると「蓮人・厳・

康美． ．．．． レン トゲン休み」になる。覚えやすいことも講じて、いい事も悪い事もすぐ名

前を覚えられてしまいそうだが、今は何かと重宝されることが多い。子供たちはそんなこ

とにまったく関係なく毎日元気で走り回っている。元気な子供たちを産んでくれた家内に

感謝、漢字を考えてくれた両親に感謝、名付けを期待する周囲の皆様に感謝。

長男 レン トは小学3年生、 次男ゲンは 1年生、 愛娘ヤスミ は3歳だ。今回、JART情

報 「Network Now」の記事を見て、 他人事とは思えず、非常に身近な話題と感

じています。

「もし第一子、第二子が女の子だったら．．．． 」

「もし放射線技師でなかったら．．．．． 」

「もしX線発見 10 0年目 の結婚ではなかったら． ．． ．． 」

と、ふと思うのでありますが、マス コット・れんと君には全国区で思いっきり がんばっ

てほしいと思います。さらに弟が誕生するようなことがあれば、ぜひ御一報ください。

平成 17年8月某日 「個人的な話題」より．．．．．おわり。
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「神話の里、霧島の神々について 」

大隅地域理事島児末治

私の家内の実家は加治木町小山田にあり帰省時、作物の収穫の手伝いや川で魚釣り等、のんびり過ごす

のが好きです。また、霧島神宮参拝や温泉巡りに行きますが、最近パワースポットを求め霧島神宮や山神

社で参拝する回数が多くなっています。参拝する習慣は、老若男女を問わず年始参りや苦しい時の神頼み

といった何かのイベントに対する願い事の対象として根付いています。

さて、その願い事を叶えてくれる神宮とはどのようなものかご存じでしょうか。神宮という名前の通り

神様がおいでになる所ですが正しくは神様のみたま（魂）が祭られている所です。また、鹿児島には三大山

稜として）1|内の可愛山稜、溝辺の高屋山上稜、鹿屋の吾平山上稜があります。山稜は、神様の墓としてそ

の身体が祭られ麻い山に塚という形で存在します。可愛山稜は遁遁芸命（ニニギノミコト）の御陵でそのみ

たま（魂）は霧島神宮にあり、高屋山上稜は彦火火出見尊（ヒコホホデミノミコト）の御陵でみたま（魂）は鹿児

島神宮、吾平山上稜は鵜葺草萱不合命（ウガヤフキアエズノミコト）の御陵でみたま（魂）は鵜戸神宮にあり

ます。つまり、神様は魂と御身体が別々に祭られているわけです。ちなみに終戦後から山稜は宮内庁、神

社は神社本庁の管轄です。

神の国の歴史を追ってみますと天照大神（アマテラスオオミカミ）が遁遁芸命（ニニギノミコト）に国

を治めるようにと命じ高千穂の峰に降り立った事が始まりとされています。遁遁芸命（ニニギノミコト）

の息子が彦火火出見尊（ヒコホホデミノミコト）、その息子が鵜葺草萱不合命（ウアガヤフキアエズノミコ

ト）でさらにその息子が初代天皇の神武天皇で、皇族の祖先が神様だという事になります。尚、高屋山上

稜は溝辺に在りますが彦火火出見尊（ヒコホホデミノミコ ト）が豊玉姫（トヨタマヒメ）と見合をしてみそめ

られた事からみそめ、溝辺という地名になったという言い伝えもあります。

神様の存在に対する日本人の信心は独得のもので私達の心は深いところでは神仏に支えられていると

いう人間の本能でしょうか。神宮での参拝時には、願いごとをする前に神様の名前を唱えるとご利益も強

くなるかもしれませんので皆様も是非試してみて下さい。

次回機会あれば霧島i鼠泉巡り放浪記を掲載したいと考えています。

霧島神宮 山神社

可愛山稜 高屋山上稜 吾平山上稜
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「3人のそれぞれの戦い」

川内市医師会立市民病院 医療技術部放射線課 前田健一郎

7月ももうすぐ終わり。ただいま子供たちは、夏休み真っ只中。中学 3年の長男は、先日

部活動で最後の大会を終え、受験モードに突入。中学 1年の長女は部活動に精を出し、毎

日が熱中症との戦い。小学 4年の次女もスポーツ少年団で汗を流している。こんな光景を

見ると、 30年程前自分もこんな感じだったのかと懐かしく思う。

もともと長男は、スポーツとは無縁の世界にいる小学生だったのだが、なぜか中学に入

学すると部活動をやりたいと言ってきた。数ある部活動の中で彼が選択したのが柔道であ

った。体格は良い方だったので彼の選択は正しいと思った。入部して 1カ月。早くも試合

に出るチャンスをもらった。対戦相手は、 180cm、13 0 k gの黒帯。結果は言うま

でもなく 、一瞬で終わった。それから 2年。彼なりに努力を重ね、黒帯を着けるまでに成

長した。決して上手いわけでも、強いわけでもない。でも私は彼を誉めてやりたいと思う。

中学 1年の長女も兄同様、スポーツが得意な方ではないが、小学生の時に友達に誘われ、

バスケッ トボールを始めた。小学生の時、試合に出てもなかなかゴールを決めることが出

来ずにいたのだが、初めてゴールを決めた瞬間、とても感動したのを覚えている。中学 1

年生となって先輩、後輩という上下関係をひしひしと感じてきたのだろうが、 3年生が卒部

し、いよいよ彼女たちの本当の戦いが始まる。卒部する時にやりきったと思えるように、

チームメイ トと切磋琢磨して頑張ってもらいたい。

小学 4年生の次女もバスケッ トボールクラブに入部しており 、もともと長女よりも先に

始めた。3人の中で最もスポーツに向いているのが彼女ではないかと思っている。 しかし、

末っ子と いうことが影響しているか定かではないが、気持ちに斑があり、 一筋縄ではいか

ない。彼女をその気にさせるのも親の役目という感じである。来年からは、おそらくチー

ムの中心選手としてやらなければいけない立場にある。それを感じ取っているのか、最近

になりようやくやる気が出てきた感じである。この調子で頑張ってもらいたい。

子供たちがスポーツを始める前、試合や練習などで送迎したりするのが大変だよ、とい

う話を聞いたこ とがあった。現在、週末になると、彼らの練習や合宿、試合の送迎や応援

に追われる日々が続く 。まさか自分がこんなことになろうとは夢にも思わなかった。しか

し彼らの一生懸命な姿を見ていると、 胸が熱くなり、涙がこぼれそうになる。親バカと言

われても致し方ないと思うが、今後も彼らを見守りつつ、感動を味わっていきたいと思う。
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霧島市立医師会医療センター

佐々木崇

最近、毎週休みの 日に 4歳になった長女と自転車の練習をする事が楽しみの一つです。

最初のうちはペダルの漕ぎ方すら分からなかったのですが、最近では漕ぎながらカーブを

曲がれるところまで出来るようになり成長している事を実感しています。

問題と言えばどんなに暑くても「練習するの」と言っていつまでも続けるため、先に私

の体力が尽きる事でしょうか。

秋には幼稚園の運動会もあるので体力作りでもしようかなあと考えている今日この頃で

す。

女性技師 として

奄美中央病院放射線部

池野綾香

私は新卒技師として奄美中央病院に入職し、 2年目を迎えました。まだまだ未熟者の私は、

周りの先輩技師や多職種のスタッフからア ドバイスを受けて 日々の業務に就いています。

所属する奄美医療生協では、初の女性技師入職ということもあり 、入職当初は、女性技

師という存在に期待と感謝の意を周囲から伝えられ、女性技師の存在、ましてや奄美大島

という離島での認知度の低さを実感しました。

ある 日、 検査終了後の患者様からの言葉です。「検査を受けるのは不安だけど、女の先生

だったから安心して検査を受けることができました。よかったです。」と言われた事が印象

に残っています。被検者にとつで慣れない環境のもと、少しでも検査に対する不安感が無

くなる事、そういう意味では、女性技師の必要性、存在意義というのを肌で感じました。

今後の目標としては、検診マンモグラフィ撮影認定資格取得をはじめ、業務に関わる

技術力や読影力といった質の向上、安心して検査を受けてもらえるよ うな心配りが利用

者への貢献へと繋がり、多職種連携によ るチーム医療スタッフの一員として一層邁進し

ていきます。そ して、離島医療を支える技師として関わっていければと感じています。
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県技師会にかかわり 10年目を迎えて

鹿児島大学医学部歯学部付属病院

臨床技術部 放射線部門

坂下周一郎

まずは、この場を借りて会員の皆様にお礼申し上げたい。去る平成26年6月21日、鹿児島県診療放射

線技師会公益社団法人移行 1周年記念式典において、表彰を受けた事真に感謝申し上げます。ひとえに、

県理事、 鹿児島地域世話人並びに会員皆様のご協力あってのことだと思っております。ありがとうござい

ました。表彰の場で、ご挨拶できませんでしたのでこの場を借りて少しばかり、わたくしの人となりを話

させていただきます。

74年3月宮崎県小林市に生をうけ、小中高と地元で過ごし大学は鈴鹿医療科学技術大学 保健衛生学部

診療放射線技術科学科（入学時はこんな長い名前でした。履歴書書くの大変でした）に進みました。なぜ

鈴鹿かというと、父も放射線技師で、技師会で大学つくったぞ、これからは放射線技師も大学の時代だと

熱く語っていました。当時、大学は藤田と鈴鹿の 2校だけでした。また、バプル経済がはじけて、これか

らは資格の時代だと高校の進路指導の先生も言っていたような・ ・・ 。そんな環境、時代背景もあり、鈴

鹿に進学しました。（でも今振り返ると動機は別にあったような・・ ・。聞きたい方は懇親会ででも）。さ

て、問題です。鈴鹿は何県？ 県の県庁所在地は？

学生時代は、九州というだけで、パスポートは？お酒強いんでしょ？と言われ、佐賀と宮崎どっちが上

と、佐賀出身者に喧嘩売られ、 1994年 10月8日決戦で中日が巨人に敗れて、 ドラキチヘ変身（元々カー

プファン）。 1995年 1月 17日、徹夜で放射線計測学のレポート作成中に、阪神淡路大震災体験。1995年

3月20日友人を地元に迎えて春休み中に地下鉄サリン事件発生。遊びに行く場所場所で名古屋ナンバーだ

ったので職質受けてま した。 出席率（いろいろ裏工作やってました）はよかったが成績はいまいち。一年

生で化学留年、国家試験の受験番号は、数名で離れ番号、いわゆる願書ぎりぎり組。就職は大人の事情で

鹿児島へ、当時の理事長中村賓氏は、講演のたびに、皆さんがあるのは日本放射線技師会会員様の多大な

るご寄付のおかげです。皆さんは無事就職できた暁にはその御恩を少しでもお返しくださいと、聞かされ

てました。鹿児島にきて早 20年、運命の人に出会い、一男一女に恵まれ、 一応一国一城の主となり、その

御恩に少しでも報えればと現在に至っています。また後輩たちもその精神を受け継ぎがんばっていること

をとても誇りに思っています。

最後に、私はワンヒ ー゚スの世界観がとても好きだ。同じ理想を掲げた者同土が集まることではなく、意

見、立場は違えど上下関係のないフラットな関係性である。職場組織では、上意下達のヒ ラ゚ミッド型縦社

会であり、 何と も居心地の悪いものです。ぜひとも、鹿児島県技師会では、縦型の組織に若い世代求める

横の関係を接続し調和させ、居心地のいい組織にしていきたい。

いま船長はルフィと言うより、白ひげ（見た目ですよ）タイプですが、会員皆さん、ひとつなぎの大秘

宝（＝県技師会のさらなる発展）を目指して、今後とも技師会参加、ご協力のほどよろしくお願い申し上

げます。

-121-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

『私の超音波との出会い』

社会医療法人博愛会

相良病院附属 ブレス トセンター

画像検査部

原口織歌

技師になって三年目、私の技師としての意識を変える大きな出会いがあった。

専門学校卒業後、消化器・循環器メインの病院に勤め、 一般撮影・超音波を主に業務を行

っていた。病院の流れとして超音波検査、精査として CTやMRI検査へと進んでいくこと

もあり、当時の私の超音波検査はスク リーニングという考えが強かった。ある患者が胆嚢

ポリープ疑いで超音波、 MRCPを施行。MRI結果を聞きに読影した放射線科医を訪ねると、

「胆嚢は超音波の方がよくわかるからあなたの所見を参考にしたよ」とおっしやった。超

音波を始めてまだ二年程で知識も経験も少なく、超音波検査への意識も低かった私の検査

所見を信頼してくれたと思うと、嬉しさよりも“もっと一生懸命頑張らないと”という思

いが強くなった。それまでのスク リーニング検査に対する浅慮を反省し、同時に精査とし

て誰にでも信頼される検査ができるようになりたいと思った。それが超音波を“したい”

と思ったきっかけだった。

しばらくして、少人数での超音波ハンズオンレクチャーに参加することになった。その

時の指導者の放射線技師との出会いは私が思っていた超音波の限界を変えた。消化管はガ

スで見えない、膵尾部はほとんど描出できないと思っていた。そこではガスは動くものだ

から邪魔なものは動かせばいい、膵尾部はいろんな工夫をすれば描出できると。その時初

めて超音波で膵臓の全貌をきれいに描出できるのを見て感動したのを今でも覚えている。

それから超音波ではなんでも見えるかもしれないという姿勢で検査に挑んでいる。

それまで何気なく業務をこなしていただけの私を動かしてくれた出会いに感謝している。

現在は、多種な画像検査の中で病理所見に一番近い情報が得られるのは超音波だと考え、

より理解を深めるために、病理診断まで施設内で行っている病院で勤務している。超音波

検査は撮像するだけでなく、技師が観察し判断する唯一の検査で、こんなにやりがいがあ

るものはない。やりがいと同時に責任も大きいことを感じながら、日々の検査や自己研鑽

に励んでいる。
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会計だより

• 26年度会費納入に関するお願い

本年も鹿児島県診療放射線技師会においては、 日本診療放射線技師会費との合算請求をす

ることになっております。

本年度の会費請求者リス トはすでに昨年度末 JART宛てに送付済みですが、年度末に会費

を納入された方は行き違いで昨年度分会費が未納扱いになっている可能性がありますこと

をあらかじめご了承いただきますと共にご不明な点等がございましたらご連絡をお願いい

たします。

つきましては会費納入は決められた期限内（平成26年 9月29日）に納入していただきま

すようよろしくお願いいたします。

・会費免除に関する規定について

鹿児島県診療放射線技師会では公益法人移行を機に所管課の指導の下、諸規定の見直しを

理事を中心として行ってまいりました。

とりわけ会費納入に関する規定の中の会費免除に関する規定においては

平成 17年 5月に制定されております（社）鹿児島県放射線技師会の会費免除に関する規定

のなかで

（終身会員資格取得者の免除）

第 5条 35年以上本会会員であり、満 70歳に達した者は、その旨を申請することにより 、

翌年度以降の会費を終身にわたって免除されるものとする。

との条項があります。

本年度よりこの規定を見直し、本人よりの申請がなくても満 70歳に達した会員の翌年度以

降の会費を免除する旨の条項へと変更する方針となりました。

また事務的手続きを簡素化するためにも九州地域放射線技師会費についても同様の方針で

対処させていただくこととなりましたのでご周知のほどよろしくお願いいたします。
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会員情報の変更、会費免除申請、転入・転出（所

属技師会の変更）の方法
*JART会員情報システムを使用して Webで申請できるもののみ紹介しております

＊詳細につきましてはJARTにお問い合わせください

L会員情報の変更（氏名、住所、勤務先など）

＊県技師会理事が代行する方法もありますが、できるだけご自分で登録変更される

ことをお勧めします。

システムを利用した業務の流れは、下記のとおりですc

1システム利用者・会員[Web申請

登録情報の変更を行います。

変更が完了すると、申諸者と所屎栞技師会に対し

て変更通知メールが自動送信されます。

申請書を受領し、代行で登録を行います。

1県技師会 (JART)1受付（または取下げ）

受付（または取下げ）処理を行います。

受付を完了すると申請者に対して変更通知メールが自動送信されます、)

JARTが受付を行った堪合は、所厖県技師会に対 して変更通知メールが自 ，
勁送信されますさ

①
 会員向けシステムにログインし、マイページ画面を表示します。

1,、． ユーザ情報の「ご登録情報を確認・変更する」メニューを選択する。
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②
 

「登録情報の確認・変更メニュー」画面が表示されます。

1,，利用者情報の「変更」をクリックする。

※ここては、利用者情報の変更を例に挙けます。
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③
 
「登録情報変更」画面が表示されます。

1登録情報を変更する。
2変更が終わったら、「次へ進む」をクリックする。
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② 

＊記入漏れがある場合は次に進みません。

④
 

「登録情報変更確認」画面が表示されます。

/1変更内容を確認し、 くが変更する」をクリックする。
、...99'̀，．`． ．“'‘’ ・ ・・＿、 一

I― 
I'""':“市尋；，_

よ．，ジ．9＂..ss.. ,,.,,,...,,,.... 

） 
ょ3.、てャ，：3 9 玄 2 9・ユ, ~,:、ぞかj ,J仄ぷT・をさe•,

．— =ニ r ニ9丘U5 9→SXて：てe・£9:

t) 

I 猛＊19.,

シA0:

f: •二宣

rも・,.,

F 99 :，h'ニ

.',9;s 

工9

I 畠宅

9.••三

.：ふ：

i.a. 95 

コ -Z9•-, 
丸，，；ー'k〉

＇ 
Z•;』 9り3 9

Se 

“̂’“‘̀ ～’’ 

-125-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

⑤
 

「登録情紺変更完了」画面が表示されます。
”- - ••一•------•- ----------------------------------•一•••一•-----…-------------＂ ----l 

3i— 
．・ こ セ．•·• • o・ .. 

n: ・，'，＝＇り 9 ，9;、 ,ヽ,:.

R3庄ばもで井ア

[／〗□□／］／＂／が裏：され寡口

※申請者と所属技師会に対して、 変更通知メールが送償されます。

以上で、システム利用者・会員によるWeb申謂は完了です。

11．会費免除申請

（長期療養、出産育児、介護、 海外勤務、永年勤続表彰 (30年）受賞による会費

終身免除申請、会費一部免除申請）

会員によるWeb申請 が可能な申請は、 下 記のとおりです。

:~. àmロ
休躙のための 第6条 • 長期憲養により、 1 年以上の謹 全額免除 1~2年 休耀
会費免除申請 長期寮養者 場休讃を余儀なくされた場合 証明

等の免除 ・震養のため1ヵ年以上離疇した （紙）

者

第11条 出産育児・介濯•海外勤務によ 全額免除 1年 休讚

その他の免除 る場合 証明

（紙）

永年動続表彰 第8条 25年または30年勤繰表彰受賞 全額免除 終身 不蔓

(30年）受賞に 会費の終身 者で25年以上継続して会員で
よる会費終身 免除 あった者で55歳以上の会員（申
免除申請 請時に、本会に100,000円を

絹付する）

会費一部免除 第11条 住所をーにする親族に、本会が 一部免除 1年 不蚕

申請 その他の免除 発行する刊行物を隅読する会員

がいる場合（刊行物の送付停

止）
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①
 

会員向けシステムにロクインし、マイページ画面を表示します。

'1;各種申請の「会費の免隙を申請する」メニューを選択する。

t, ・ • -・ 9.9. t f ・.,; ·．⇒9 ． 9• 

0 .. •·•··二，グ,. .. .. 古 ，．を ＿•.'こ．'""
. , "•=•ヽ"·••·一？ う• = •9 , ． ．E9: て 二．eみ ~C・;でT

,.,. ,—. ...；．99, ． ．9. ：・ら ;,．I9．.,,c,.e, .：竺ぶi9Eコと:.t.9:っ-．`ご

9,．, 0S 4V マ 9, ．'"・""•お ・ ～7．．:91 
9;・ :コ3・、9,．とと9 ら•,)ら9 , 9' 、マ 9·r曹

五芍るててぺ・,9・忙？9る：：る←',9.9氾↓n,.StこRC,-？・廿．．i・

9→’'s'’ さ． ei! Z`'.• こ●ゞ•，七“ ':-•ヨごゞ is ,• , .,. .,.

’‘賣SI;“2"口S』a こiaこ3•• :→se.-9社ら"''""""-'• ·•., · "''"'"ご·を.、こ？ •9了T.

し・t : ；9と

こゞ9.a；； ャそれ又： .`,こ5.'ぶ‘こ...,．→ 99 9 
●5疋こ叫99．そ．t :ご’ “ 9. ..＇‘べ’`` •こ 心，．ん？フ”...,.,,巴 ,.,,
=...2im・;．． 9..-杖`ぇ,...

① | o .．．．, | 99c9.，._，＂っ・パ·噌 9 、•...,..._ 引 L くャ●＼'"·'"•ミ・
.＂:9.'”';9ァ紀とそ999”9 :9a;rニ・こ←こて；．，..
a”コ・ し●●• 51 ・ C・a 年9 tJ9● :.- ；_,． ℃｀· ·•-~·.,...
ョ,.ヽ ⇒ょ• -； .`...,．．今,,,
こ と 0 • ミi\•95 ; ,t. 3そ日,,...

②
 

会費免除申請メニューが表示されます．

、t「休職のための会費免除申請」メニューを選択する。
※ここでは、「休謹のための会費免除申請」の湯合を例に挙げます。
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③
 

「会費免除申請（休職のための会費免院申請）」画面が表示されます。

’1必要事項を入力する。
、2入力が終わったら、「次へ進む」をクリックする。
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④
 

「会費免隙申請確認（休職のための会費免隙申請）」画面が表示されます。

1申請内容を確認し、 2‘「申込む」をクリックする。
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⑤ I-「会費免除申請完了（休謹のための会費免除申請）」画面か表示されます。
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※申請者に対して、受付通知メールが送信されます。

以上で、会員によるWeb申讀の登録は完了です。

-128-



鹿児島県診療放射線技師会雑誌 第 120号

m．転入・転出（所属県技師会の変更）

都道府県技師会の転出・転入申請を行います。

転入先の都道府県技師会の承認が完了するまでは転出元の所属となります。

システムを利用した業務の流れば下記のとお りです。

[•四 Web 申絹 、四疇書の提出 ●●● 

転出・ E)、市猜を行い宙す‘' ；申請書の提出を行いよ寸，
登揉を完汀虹．叫註 と転出麟紐会に対 '.. ．．．．．．．．．．．璽 '’

し て 翌•i1通知 メ ―/i紅され士す ノ[□日亘己:畑心
転出元県技誨針妥付 （また1お取下If)

受付遇知 ぶ` • ールを受け尉 った 申猜に対して ｀ 受付 ぽた は取下げ）処理 を 行い表ず >
代行登註の湯合1';I;、登ほ完了時に受付氾理を行い表す，受付を完了すると．申猜者に対して受付通知メー
ルが自的表慣されま丸

:・・ • 9・- ••→●●● ●●● ●●● ●●● ● ●●●● ●● ● ●●● ● ●●● ●● • 9 • ノ
に出元県技卸到未納会費の＂求

未納会費がある渇合勺転入先は技師会と積竪し今未納会費の猜求知理を行います。

皐・
1転出元県技師剣承認（または否鯰）

承認 （またl;I:否認）処理を行いますこ
承襲を完了すると、転入先票技師会に対して受付過知メー．『しが目的送信されます。

ヽ

ノ

1転入先県技師剣受付（または差戻し〉受付通知二を受け取 っ た直lこ対して、 受付 ｛和1 .t差戻しヱ吐ユ三―—---j
1転入先県技師創承認

承認妬理を行います：
承認を完了すると、申請者と転出元県技師会に対して転入完了過知メールが自動送信されますゥ

①
 

会員向けシステムにログインし、 マイページ画面を表示します。

1各種申請のr都道府県技師会の転出・転入を申請する」メニューを選択する。
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②
 

「転出・転入申請」画面が表示されます。

!1)必要事項を入力する。

',2，'入力が終わったら、「次へ進む」をクリックする。

←出・仕入出は

勧務先，自宅の置繰内容が変更さ

れると受付時に会員情輻に反映
されます．
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② 

③
 

「転出・転入申請確認」画面が表示されます。

9:t内容を確認し、、2「申込む」をクリックする。
，"？こ""か り• O 

：ふぷ：：，，,,.as'"・''"'"' ",、: 0 

E出 た入申は墳；；i

Jrc.9,.;5c=F・. t.，ぎ,・.
るらと・‘’9:J '甲土ご；不9:^？?'； -7してくてコ・・
こ9:9'3. '，;g:3 ，そ み．．．．さ二，．す・c ·•

：し文,.'"""""・''
’こエ’ ` よェミ99•が9 99丘

ミょ，・9；:Eで江9てC9.9

9,宅

rc:2 
＝ 

② 

④ I「転出・転入申請完了」画面が表示されます。
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※申請者と転出元県技師会に対して、受付通知メールが送信されます。

以上で、会員によるWeb申請の登録は完了です。
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理事・監事

役職名 氏名 勤務先施設名 勤務先電話番号

会長 池田睦 鹿児島大学病院 099-275-5664 

副会長 新村栄次 今給黎総合病院 099-226-2211 

監事 西元広男

監事 鮫嶋宗俊

表彰理事 大久保光男 川内市医師会立市民病院 0996-22-1111 

学術理事 藤崎拓郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

学術理事 石本裕二 公益財団法人福岡県すこやか健康事業団総合健診センター 0942-35-8195 

学術理事 藤崎誠 鹿児島共済会南風病院 099-226-9111 

財務理事 中島祐二 鹿児島大学病院 099-275-5664 

福利厚生理事 原口誠 JA厚生連健康管理センター 099-256-1133 

編集・広報理事 平田勝 鹿児島市医師会病院 099-254-1125 

編集・広報理事 齊藤二郎 鹿児島市医師会病院 099-254-1125 

組織理事 佐藤洋一 鹿児島市立病院 099-224-2101 

総務理事 瀬戸和人 鹿児島市立病院 099-224-2101 

総務理事 藤坂智史 鹿児島大学病院 099-275-5664 

鹿児島地域理事 坂下周一郎 鹿児島大学病院 099-275-5664 

北薩地域理事 岡野三男 丸田病院 0996-32-2263 

霧島・姶良地域理事 平賀真雄 霧島市立医師会医療センター 0995-42-1171 

大隅地域理事 島児末治 垂水市立医療センター垂水中央病院 0994-32-5211 

大島地域理事 田畑ー文 鹿児島県立大島病院 0997-52-3611 

南薩地域理事 野中康博 医療法人菊野会菊野病院 0993-56-1135 
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［編 集後ー記 ］

楽しみにしていたサッカーワールドカップもあっと言う 間に終わってしまいました。本来のカ

や形を出せないまま日本チームは 1勝もできず、 1次リ ーグ敗退となりました。これが本来の実

力なのかもしれません、毎回上位で勝ち残っていた ドイツの優勝、これが実力通り と言うもので

しょうか。組織だった良いチームプレイを今回は数多く 見せてくれたように思います。また、会

員のみなさまのご協力により、公益法人化一周年記念事業も無事終わることができ、会報への寄

稿文を募集したところ、8件もの投稿がありました。とても充実した内容となりましたP 編集委

員としてい感謝>の一言です。今後ともご協力、よろしくお願い申し上げます。
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広告掲載一覧（順不同）

会社名 郵便番号 住所

株式会社 AZE 100-0005 
東京都千代田区丸の内1丁目8番1号丸の内

トラストタワーN館13F

バイエル薬品株式会社 892-0847 
鹿児島市西千石町11-25

鹿児島フコク生命高見馬場ビル2F

富士フイルムRIファーマ株式会社福岡支店 812-0018 
福岡市博多区住吉三丁目1番1号
富士フイルム福岡ビル

株式会社メディソンアコマ西日本販売 812-0065 福岡市東区二又瀬新町13番17号

GEヘルスケアジャパン株式会社鹿児島営業所 890-0062 
鹿児島県鹿児島市与次郎2丁目4-35

KSC鴨池ビル3F

株式会社八郷医療器 890-0114 鹿児島市小松原一丁目29-5

南九州電子サービス株式会社鹿児島営業所 890-0063 鹿児島市鴨池2丁目15-2

シーメンス・ジャパン
892-0823 

鹿児島市住吉町12-11
南九州営業所／サービスオフィス 鹿児島共同倉庫本社ビル1F

日本メジフィジックス株式会社鹿児島営業所 892-0842 
鹿児島市東千石町2番1号
（芙蓉ビル3F)

第一三共株式会社鹿児島営業所 892-0847 
鹿児島市西千石町17-3
太陽生命鹿児島第ニビル3F

株式会社ドクターネット 105-0012 
東京都港区芝大門2丁目5-5
住友芝大門ビル12階
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単なるビューワでもなくワークステーションでもない、斬新なコンセプトから生まれた

ネッ トワーク型 読影診断コンソール AZEPhoenix Lexus network 

快適な読影とスピーディーな解析処理を融合させて

次なるステージを、この手に

今 株式会社AZE 本社：〒100-0005東京蔀刊畑区丸の内1・8・1 丸の内トラストタワーN館13f TEL: 03・3212・7721 FAX: 03・3212-7722 URL: http//www.aze.eo.jp/ 

(2011年11月作成）

． 
lopamiron 

R 

lopamidol 

非イオン性尿路・血管造影剤 〈イオパミドール注射液〉

イオハミロゾ注
| 150 || 300 || 370 ||300シリンジI|370シリンジI
処方せん医薬品 （注意ー医師等の処方せんにより使用すること）

■効能・効果、用法・用量、警告・禁忌・原見l禁忌杢含む
使用上の注意等については、添付文書をこ参照く～ださいc

資料請求先

バイエル薬品株式会社
大阪市北区梅田2-4-9〒530-0001
http:llwww.bayer.co.jplbyl 

IOP-11-4012 



FUJI-FILM 放射性医薬品／
心交感神経診断薬・神経芽腫診断薬・褐色細胞腫診断薬

処方せん医薬品注）

ミオMIBG-1123注射蓋
放薬基：3-ヨードベンソルグアニジン(1231)注射液 l薬価基準収載I

薬・心機能診断薬・副甲状腺疾患診断薬
毒薬えf・処方せん医薬品注）（※：「カーディオライトR第一」のみ）

11イオライト第一／注射蓋第一
放薬基：ヘキサキス（2-メトキシイソブチルイソニトリル）テクネチウム(99mTc)

注射液調製用／注射液l薬価基準収載I
放射性医薬品／
心臓疾患診断薬・腫瘍（脳、甲状腺、肺、骨・軟部、縦隔）

診断薬・副甲状腺疾患診断薬 処方せん医薬品注）

塩ftり＇）ウムTl201注射蓋
日局：塩化タリウム(20'T|）注射液 I薬価基準収載I

注）注意—医師等の処方せんにより使用すること

＊「効能又は効果」、「用法及び用量」、「使用上の注意」等

については添付文書をこ参照ください。

製造販売元

富士フイルムRIファーマ株式会社
資料111求先・〒104-0031 東京都中央区京携2-14-1兼松ピル TEL03(5250)2620 

ホームベージ： http://fri.fuJifilm.co.jp

回診用X線撮影装置各社FPDシステム対応

MX-llOOH 



GE Healthcare 

世界で最も、

高齢者の笑顔が

輝いている国へ。
高齢者へのやさしさを追求し、

新だなソリュージョンを開発しています。

高齢社会を見つめた最適な医療の形が、いま求められています。

例えば、自宅と医療が密接につながっだ安心できる仕組みを。

年齢を重ねることによるリスクを、可能な限り低減できるテクノ0ジーを。

高齢者が、幸せで輝ガしい人生を送れるような、

やさしい医療環境をサポートするために、

GEヘルスケアは皆さまとともに歩みつづけます。

Silver to Gold. 
GEヘルスケア・ジャパン

カスタマー・コールセンター 0120-202-021 www.gehealthcare.co.Jp 

healthymagination 

• GE imagination at work 

おもいやりをたしかに

株式会社／＼升肌巨目打賛晉吾
鹿児島市小松原一丁目 29-5 

屯話 ：099-268-0010 
FAX: 099-267-7790 
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Radical thinking required. 
l11no叫薗Intelligent.l11tuit1匹

確かな技術で

より高い安全性をめざして

医療用リニアック、

治療計画装置をサポートします

南九州電子サービス株式会社
htt:p:_ん~www.mkds.co,'

宮崎本社 宮崎市広島1丁目 1-10
TEL 0985-29-8371 

鹿児島（営） 鹿児島市鴨池2丁目 15-2 
TEL 099-253-7397 

SIEMENS 

SIEMENS 
SOMATOM 
Perspective 
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“時代が求めた新コンセプト’'64スライスCT

シーメンスでは、常に必要な改良・開発を繰り返し、“最良な臨床結果’'を得るためのソリューションを追求しています。昨今の多様化

する医療環境に最適化することは重要であると考えておリ、数値スペックだけにとらわれず、適合性や優しさにもフォーカスして

います。高機能なスキャンスペックを維持したまま、設置性や決適性・容易さなどを高め、さらに経済性も考慮した設計で、守備範囲を

拡大したCTスキャナが登場しました。

www.siemens.eo.jp/healthcare/ 



園豚醸↑

medi+”真◎◎ （症例提供：順天堂大学医学部附属順天堂医院）

放射性医薬品・脳疾患診断薬 1薬価基準収載I

処方せん医薬品注1ダットスキャンR静注
放射性医薬品基準イオフルパン(1231)注射液

注）注意ー医師等の処方せんにより使用すること R：登録商標

効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意等は添付文書をご参照ください。

※写真はイメージであり、
症例との関係はありません．

沼料紐求先

7↑日本メジフィシックス株式会社
〒136-0075東京都江東区新砂3T目4番l□li)http://www.nmp.eo.jp/ 

1製品に関するお問い合わせ先 I

tiiii0120-07-6941 2013年12月作成
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非イオン性造影剤
I処方せん医薬品．， 1|薬価基準収載 I

オムニ99゚ーワ
OMNIPAQUER 
※注意ー 医師等の処方せんにより使用すること

日本薬局方イオヘキソール注射液（バイアル製剤）

オムニパーク300注50ml・l00ml（尿路血管用）
オムニパーク350注50ml（尿路血管用）
オムニバーク350注100ml（血管用）

イオヘキソール注（バイアル製剤）

オムニバーク240注20ml（尿路血管用）
オムニバーク300注20ml（尿路血管用）
オムニパーク350注20ml（尿路血管用）
オムニパーク180注10ml（脳槽脊髄用）
オムニバーク240注10ml（脳槽脊髄用）
オムニバーク300注10ml（脊髄用）

イオヘキソール注（プラスチックボトル製剤）

オムニバーク140注50mL・220mL（血管用）
オムニパーク240注50mL・lOOmL（尿路血管用）
オムニパーク300注50mL・lOOmL（尿路・血管用）
オムニパーク300注150ml（血管用）
オムニパーク350注50ml（尿路・血管用）
オムニバーク350注100ml（血管用）

イオヘキソール注

オムニバーク240注シリンジ100ml（尿路・血管・CT用）
オムニパーク300注シリンジ50ml（尿路・CT用）
オムニバーク300注シリンジBOmL・lOOmL（尿路血管CT用）
オムニバーク300注シリンジll Oml・ l 25ml・ l 50ml(CT用）
オムニバーク350注シリンジ45ml*・70ml・ l 00ml（血管・CT用）

＊効能・効果、用法・用量、警告、禁忌および使用上の注意等の

詳細につきましては、製品添付文書をご参照ください。

ヘu Daiichi-Sankyo 

製造販売元（資料請求先）

第一三共株式会社
東京都中央区日本橋本町3-5-1

2013年12月作成



DOCTOR NET象

FOCUS 

／
 

＼ 遠；読:ラA羹ーピス

クラウド型遠隔読影ASPサーピス

9 Vir-tual-R/¥D 
遠隔画像診断支援サービス

のTele-R̂ D

ドクターネットの遠隔画像診断
遠隔画像診断を一貫したワークフローで考えるドクターネットなら、場面にあわせて選べます。

株式会社ドクターネット
医療と人と社会を技術でつなぐ遠隔画像診断のリーデイングカンパニ＿

東京本社 105-0012東京都港区芝大門2丁目5-512階 TEL:03-3459-5665 

宇都宮本社 028-657-8200／大阪事業所 06-4862-5018／福岡事業所 092-409-2760

www.doctor-net.co.jp 
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